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東
洋
大
学
甫
水
会
会
長

　村
田  

薫

平
成
25
年
度

　甫
水
会
会
長
挨
拶

　
会
員
の
皆
様
方
に
は
平
素
か
ら
甫
水
会
本
部
及
び
支

部
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
会
長
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
東
京
都
城
北

支
部
所
属
の
村
田
　
薫
で
す
。

　
誠
に
大
任
で
は
あ
り
ま
す
が
、１
年
間
甫
水
会
の
運

営
に
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
す
の
で
、宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、甫
水
会
は
１
９
５
９
年（
昭
和
34
年
１
月
）に

「
父
母
の
会
」と
し
て
発
足
し
、今
年
で
54
年
目
を
迎
え

た
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
会
で
す
。

　
会
は
、１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）に
学
祖
で
あ
る
井

上
円
了
先
生
の
出
身
地
を
由
来
と
し
た
稚
号
の
名
を
頂

き「
甫
水
会
」と
改
称
い
た
し
ま
し
た
。

　
甫
水
会
活
動
の
目
的
は「
学
生
の
父
母
ま
た
は
保
護

者
相
互
間
の
連
絡
を
密
に
し
、大
学
の
興
隆
発
展
に
協

力
す
る
と
共
に
大
学
と
協
力
し
て
、学
生
の
心
身
の
健

全
な
発
達
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
」と
し
て
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、時
代
の
流
れ
や
会
員
の
皆

様
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
運
営
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
本
部
行
動
指
針
は
〝
新
鮮
な
発
想
と

果
敢
な
行
動
〞
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、与
え
ら
れ
た
諸
事

業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　
甫
水
会
の
活
動
は
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
た
独
自
の

活
動
が
特
徴
で
す
。

　
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
本
部
を
中
心
と
し
て
、北

海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
の
全
国
59
支
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
性
を
加
味
し
た
特
色
の
あ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
甫
水
会
の
中
心
的
な
事
業
と
し
て
、毎
年
６
月
〜
７

月
に
は「
甫
水
懇
談
会
」を
白
山
・
板
倉
・
川
越
・
朝
霞
の

４
キ
ャ
ン
パ
ス
で
皮
切
り
に
、全
国
各
地
の
支
部
で
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
更
に
、甫
水
会
創
立
50
周
年
を
機
に
始
め
ま
し
た「
会

員
の
集
い
・
就
職
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
、毎
年
10
月
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　「
会
員
の
集
い
・
就
職
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
全
国
各

地
の
会
員
の
方
に
お
集
ま
り
頂
き
、初
日
は
お
子
様
の

生
活
基
盤
と
な
っ
て
い
る
各
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
白
山
か

ら
バ
ス
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
日
頃
ご
指
導
頂
い
て
お
り
ま
す
本
学
の
教
職
員
の

方
々
と
接
す
る
機
会
を
利
用
し
て
頂
き
、交
流
・
親
睦
を

深
め
て
い
ま
す
。

　
２
日
目
は
、近
年
就
職
に
つ
い
て
本
学
で
も
教
職
員
、

学
生
本
人
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
、厳
し
い
現
実
を
突
き

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
甫
水
会
と
し
て
も
重
要
課
題
と
し
て
捉
え
、大
学
の

関
係
者
・
卒
業
生
等
に
協
力
依
頼
し
就
職
の
情
報
収
集

と
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、東
洋
大
学
は
１
８
８
７
年（
明
治
20
年
）

に
学
祖
井
上
円
了
先
生
に
よ
り
哲
学
館
と
し
て
創
設
さ

れ
ま
し
た
。本
年
は
創
立
１
５
０
周
年
に
向
け
て
の
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
３
つ
の
柱（
哲
学
教

育
・
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
）を
掲
げ
て
全

学
挙
げ
た
取
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、国
際

大
会
で
も
多
く
の
選
手
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
第
14
回
世
界
陸
上
競
技
大
会
20
キ
ロ
競
歩
６
位
：
西

塔
拓
巳
選
手（
経
済
学
部
）

　
第
27
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
出

場
：
設
楽
悠
太
選
手（
経
済
学
部
）

　
レ
ス
リ
ン
グ
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
51
キ
ロ
級
女
子

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
優
勝
：
宮
原
優
選
手（
社
会
学
部
）

　
同
67
キ
ロ
級
女
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
３
位
：
鈴
木
紅

夏
選
手（
社
会
学
部
）

　
世
界
水
泳
２
０
１
３
　
４
０
０
ｍ
自
由
形
、個
人
メ

ド
レ
ー
２
０
０
ｍ
２
位
：
荻
野
公
介
選
手（
文
学
部
）

　
第
27
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
射
撃
女
子
伏
射
60
発
競

技
優
勝
：
砥
石
真
衣
選
手（
法
学
部
）

　
今
年
の
４
月
か
ら
８
月
末
ま
で
の
国
際
大
会
で
も
目

覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
・
ご

活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。



2013
TOYO UNIVERSITY 2

会

長

副

会

長

副

会

長

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

監

事

監

事

理
事（
北
海
道
）

理
事（
東
北
）

理
事（
関
東
）

理
事（
甲
信
越
）

理
事（
北
陸
）

理
事（
東
海
）

理
事（
近
畿
）

理
事（
中
国
）

理
事（
四
国
）

理
事（
九
州
）

城

北

千
葉
東

茨

城

大
学
推
薦

埼

中

多

摩

埼

東

埼

北

城

東

埼

南

神
奈
川

札

幌

青

森

栃

木

長

野

富

山

愛

知

兵

庫

広

島

高

知

宮

崎

村
田

　
　薫

永
名

　淳
悟

須
田

　龍
一

大
熊

　廣
一

末
継

　宏
樹

三
宅

　和
宏

菅
原

　勝
朗

石
橋
恵
美
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由
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井
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之

小
笠
原
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田
中
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彦
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老
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弘
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田
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広
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一

九
十
九
賢
一

正
岡

　成
司
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田
中
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彦
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子
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子

今
野

　博
之

田
中

　昌
之

海
老
名
義
弘

菅
原

　真
一

平
間
奈
緒
美

平
川

　祐
作

柏
倉

　喜
之

松
本

　吉
弥

小
松
崎

　伸

豊
田

　悦
見

小
板
橋
俊
雄

高
橋

　信
介

安
田
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子

内
藤

　
　渉

内
田
り
え
子

松
隈
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代
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井

　亨
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吉
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記

宮
島
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見
子

目
黒
由
美
子

田
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代

佐
伯

　弘
子

小
笠
原

　誠

田
井
八
重
子

中
込
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二
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小
堀
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町
方
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介
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一
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十
九
賢
一

山
中

　義
介

藤
川

　弥
生

天
雲

　和
千

富
田

　耕
治

正
岡

　成
司

原
野

　弘
典

福
井

　俊
雄

竹
下

　
　勉

三
島

　善
照

吉
良

　
　弘

藤
原

　
　稔

山
方

　直
子

楚
南

　兼
弘

橋
本

　裕
樹

下
村

　圭
佑

粕
谷
真
知
子

寺
脇

　
　寛

半
澤

　敏
子

松
永
志
津
枝

勝
見

　
　博

佐
藤

　幸
市

鳥
越

　
　剛

札

幌

函

館

旭

川

北

見

室

蘭

釧

路

青

森

岩

手

宮

城

秋

田

山

形

福

島

茨

城

栃

木

群

馬

埼

北

埼

中

埼

東

埼

南

千
葉
東

千
葉
西

城

東

城

西

中

央

城

北

多

摩

神
奈
川

新

潟

山

梨

長

野

富

山

石

川

福

井

岐

阜

静

岡

愛

知

三

重

滋

賀

京

都

阪

奈

兵

庫

和
歌
山

鳥

取

島

根

岡

山

広

島

山

口

徳

島

香

川

愛

媛

高

知

福

岡

佐

賀

長

崎

熊

本

大

分

宮

崎

鹿
児
島

沖

縄

茨

城

埼

中

埼

東

埼

南

千
葉
東

千
葉
西

城

北

多

摩

神
奈
川

竹
内

　光
男

塩
原

　裕
美

大
塚

　文
子

埼

北

千
葉
西

城

東
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渡
邊
　
千
代

小
舘
　
澄
枝

福
沢
　
秀
己

菅
原
　
真
一

新
沼
　
成
二

平
間
奈
緒
美

伊
藤
　
益
義

中
島
　
ふ
み

紺
野
由
美
子

齋
藤
　
禎
子

関
　
　
和
美

三
方
　
雅
仁

平
川
　
祐
作

渡
辺
　
博
之

照
井
　
正
則

佐
々
木
昌
人

柏
倉
　
喜
之

高
橋
　
和
之

増
川
　
久
夫

坂
野
　
和
弘

金
内
　
　
登

松
本
　
吉
弥

長
澤
　
祐
嗣

梅
宮
　
　
幸

遠
藤
　
雄
志

太
田
　
信
和

小
松
崎
　
伸

渕
上
世
根
子

宮
川
　
　
崇

豊
田
　
悦
見

野
澤
　
悦
夫

福
田
　
智
恵

荻
原
　
克
則

小
板
橋
俊
雄

高
橋
　
　
健

眞
下
千
恵
美

一
重
　
直
子

角
田
　
　
淳

高
橋
　
信
介

矢
作
　
康
世

田
代
由
美
子

工
藤
　
博
之

安
田
　
桂
子

飯
田
　
賢
一

西
村
　
悦
子

金
田
　
共
加

内
藤
　
　
渉

平
野
　
寿
子

粕
谷
真
知
子

中
岡
　
君
夫

石
鍋
さ
つ
き

岩
井
　
洋
子

斉
藤
　
俊
美

内
田
り
え
子

寺
脇
　
　
寛

田
中
　
　
剛

松
隈
　
佳
代

大
森
ゆ
か
り

内
藤
千
佳
乃

半
澤
　
敏
子

櫻
井
　
亨
子

松
永
志
津
枝

齊
藤
　
典
子

吉
原
　
弘
記

佐
々
木
綾
子

高
橋
　
君
衣

高
津
　
広
美

井
上
　
栄
子

玉
村
志
津
子

杉
原
　
恵
子

奥
田
ひ
か
る

田
中
　
由
彦

松
本
　
裕
美

児
玉
　
英
一

北
村
　
暢
一

河
野
　
睦
子

堀
内
真
由
美

吉
田
　
勝
弘

津
幡
　
優
子

大
坪
　
昌
広

外
崎
　
芳
孝

今
野
　
博
之

藤
原
　
佳
恵

今
村
　
孝
一

田
中
　
昌
之

澤
崎
　
晋
司

海
老
名
義
弘

宮
島
久
見
子

菅
野
　
智
美

柴
田
　
妙
子

目
黒
由
美
子

村
本
　
直
美

田
胡
　
路
代

勝
見
　
　
博

小
林
　
光
江

黒
田
千
恵
子

佐
伯
　
弘
子

佐
藤
　
幸
市

梅
田
　
尚
美

高
橋
　
　
覚

原
島
ひ
ろ
子

小
笠
原
　
誠

木
谷
　
訓
代

小
笠
原
信
子

鈴
木
　
　
茂

鳥
越
　
　
剛

田
井
八
重
子

市
島
　
清
貴

江
口
　
幸
恵

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

　支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

地
区
長（
札
幌
）田
中
　
由
彦

地
区
長（
青
森
）海
老
名
義
弘

地
区
長（
栃
木
）豊
田
　
悦
見

地
区
長（
長
野
）堀
内
　
　
学
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脇
坂

　
　健

望
月
由
美
子

松
本

　里
美

高
橋

　邦
広

高
橋
か
お
る

湯
田

　高
光

松
原

　利
明

伊
藤
ま
ゆ
美

阪
口

　尚
久

横
谷

　
　賢

吉
田
美
佳
子

大
川

　泰
司

濱
田

　
　保

中
川

　真
一

桃
井

　活
果

松
井

　淳
子

木
野

　千
晴

濱
田

　義
明

保
木
本
妻
枝

那
須

　一
仁

錦
織

　雅
夫

五
明
田
典
子

黒
田

　文
浩

山
中

　基
弘

赤
城

　將
城

九
十
九
賢
一

西
塔

　
　敦

和
田

　博
文

山
中

　義
介

中
谷

　
　泰

青
谷

　和
彦

藤
川

　弥
生

加
藤

　順
二

天
雲

　和
千

馬
渕
美
豊
恵

土
橋

　淑
子

富
田

　耕
治

山
内

　博
司

正
岡

　成
司

田
所

　祐
一

宗
崎

　美
代

有
光

　美
保

原
野

　弘
典

藤
森

　秀
一

福
井

　敏
雄

原
口

　
　毅

田
崎

　陽
広

竹
下

　
　勉

小
林
淳
一
郎

田
中

　顕
昭

三
島

　善
照

今
田
栄
美
子

向

　け
み
子

糸
永
真
理
子

豊
田

　峯
子

小
山

　剛
司

中
込

　幸
二

鷹
野

　正
則

山
下

　雅
樹

堀
内

　
　学

宮
原
喜
久
男

酒
井

　良
育

美
谷
島
み
ゆ
き

小
堀

　正
樹

岩
城

　
　稔

町
方

　圭
子

小
澤

　静
代

山
崎

　正
弘

山
内

　正
一

吉
川

　伊
幸

西
村

　
　治

武
藤

　伸
介

加
藤

　
　猛

大
仁
田
奈
美

吉
良

　
　弘

佐
藤
千
寿
佳

藤
原

　
　稔

永
山

　博
一

石
坂

　浩
二

山
方

　直
子

小
野

　義
法

楚
南

　兼
弘

赤
堀
由
美
子

稲
嶺

　盛
昭

支
部
長

副
支
部
長

副
支
部
長

支
部
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支
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副
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部
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長
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長
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長
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支
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長

副
支
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長

副
支
部
長

地
区
長（
愛
知
）高
橋

　邦
広

地
区
長（
富
山
）小
堀

　正
樹

地
区
長（
兵
庫
）中
川

　真
一

地
区
長（
広
島
）九
十
九
賢
一

地
区
長（
高
知
）正
岡

　成
司

地
区
長（
宮
崎
）藤
原

　
　稔

（
平
成
25
年
10
月
末
日
作
成
）
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学
校
法
人
東
洋
大
学

　理
事
長

　福
川

　伸
次

東
洋
大
学
が
目
指
す
も
の

　
東
洋
大
学
甫
水
会
会
員
の
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
大
学

の
発
展
に
暖
か
い
ご
支
援
を
た
ま
わ
り
、心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
東
洋
大
学
は
、昨
年
創
立
１
２
５
周
年
を
迎
え
、皆
様

の
ご
支
援
で
有
意
義
な
記
念
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
、ま
た
記
念
式
典
で
発
表
し
た「
未
来
宣
言
」を
実
践

す
べ
く
新
し
い
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。「
哲
学
教

育
」、「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
」そ
し
て「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」を

３
本
の
矢
と
し
て
教
学
を
充
実
し
、東
洋
大
学
の
ブ
ラ
ン

ド
力
の
向
上
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
最
近
、教
育
の
充
実
に
対
す
る
期
待
は
と
み
に
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。政
府
は
、経
済
成
長
戦
略
の
重
要
な
柱
の

一
つ
と
し
て
人
材
育
成
を
中
心
に
大
学
教
育
の
改
革
を

取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。２
０
１
３
年
５
月
の
教
育
再
生

実
行
会
議
で
は
２
０
１
７
年
ま
で
の
５
年
間
を「
大
学
改

革
実
行
集
中
期
間
」と
位
置
づ
け
、大
学
改
革
を
国
家
戦

略
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
提
言
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
功
で
経
済
に
明
る
さ
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、経
済
上
の
諸
指
標
を
見
る

と
、日
本
の
国
際
的
地
位
は
徐
々
に
低
下
し
て
お
り
ま

す
。今
後
、人
口
の
減
少
、高
齢
化
の
進
行
、財
政
構
造
の

悪
化
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の
低
下
、社
会
の
内
向
き
志

向
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、成
長

力
の
鈍
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。資
源
の
賦
存
に
恵
ま
れ
な

い
日
本
と
し
て
は
、こ
れ
を
克
服
す
る
道
は
人
材
力
し
か

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
経
済
界
で
は
、か
か
る
認
識
か
ら
大
学
教
育
に
対
し
教

養
教
育
の
充
実
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
、実
社
会
に

つ
な
が
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
拡
充
、問
題
発
見
・
解
決
能

力
の
向
上
な
ど
を
強
く
求
め
て
お
り
ま
す
。

　
20
世
紀
は
、「
技
術
と
対
立
」の
世
紀
で
あ
り
ま
し
た
。

技
術
革
新
は
劇
的
に
進
展
し
、生
活
水
準
は
向
上
し
ま
し

た
が
、２
度
の
世
界
大
戦
と
東
西
冷
戦
を
経
験
し
、南
北

の
対
立
が
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。私
は
、21
世
紀
に
は
こ

う
し
た
対
立
を
克
服
し
、グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

下
、世
界
秩
序
を
協
調
に
よ
り
維
持
し
、人
間
の
価
値
を

高
め
る
世
紀
、い
わ
ば「
協
調
と
人
間
の
世
紀
」に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
、こ
う
し
た
時
代
の
要
請
を
考
え
る
と
き
、目
指

す
べ
き
人
間
像
と
し
て
は
、第
１
に
基
本
に
立
ち
返
っ
て

考
究
し
、方
針
を
決
定
し
、行
動
に
移
す
自
己
決
定
能
力
、

第
２
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
挑
戦
す
る
意
欲
を
持
ち
、そ
れ

を
実
現
す
る
戦
略
性
、第
３
に
海
外
の
事
情
、歴
史
、文
化

を
理
解
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
能
力
、第
４
に
海
外
の
人
々
と

理
解
し
合
い
、共
感
し
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、

第
５
に
日
本
の
歴
史
、文
化
、魅
力
を
理
解
し
、日
本
力
を

進
化
さ
せ
る
資
質
、そ
し
て
第
６
に
社
会
に
貢
献
す
る
志

と
能
力
を
備
え
る
こ
と
を
目
標
と
す
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。

　
３
度
に
わ
た
り
世
界
を
回
り
、哲
学
の
精
神
と
社
会
へ

の
貢
献
を
強
調
し
た
井
上
円
了
先
生
の
建
学
の
理
念
は
、

今
日
の
時
代
に
お
い
て
も
高
く
尊
重
さ
れ
、実
践
に
移
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
学
は
、関
係
各
位
の
ご
努
力
で
、施
設
面
な
ど
で
は

か
な
り
の
改
善
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。我
々
は
、

こ
う
し
た
資
産
を
生
か
し
つ
つ
、建
学
の
理
念
を
活
か

し
、教
学
の
面
で
も
、研
究
の
面
で
も
、ス
ポ
ー
ツ
の
面
で

も
、品
格
の
面
で
も
、ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

備
え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
大
学
を
め
ぐ
る
環
境
は
、18
歳
人
口
の
減
少
、激
化
す

る
大
学
間
競
争
な
ど
で
今
後
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
に
な

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。我
々
は
、役
員
、教
員
、職
員
を

通
じ
て
危
機
意
識
を
共
有
し
つ
つ
、教
育
に
対
す
る
時
代

の
要
請
を
取
り
入
れ
、本
学
の
改
革
に
努
力
す
る
考
え
で

あ
り
ま
す
。そ
の
際
、共
通
し
た
教
育
理
念
の
も
と
一
貫

教
育
の
メ
リ
ッ
ト
を
探
求
す
る
考
え
か
ら
、大
学
院
を
知

的
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
に
、大
学
と
高
等
学
校
等
と
の
連

携
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。と
り
わ
け
、グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
の
充
実
に
重
点
を
置
く
と
と
も
に
、特
色

あ
る
知
的
リ
ー
ド
分
野
を
確
立
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、甫
水
会
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康

を
お
祈
り
し
て
、私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。125周年記念館
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東
洋
大
学

　学
長

　竹
村

　牧
男

未
来
へ
の
挑
戦

　
お
蔭
様
で
、昨
年
の
創
立
一
二
五
周
年
の
記
念
事
業
等

は
無
事
終
了
し
、今
年
は
、創
立
一
五
〇
周
年
に
向
け
て
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。私
は
こ
の
時

に
あ
た
り
、創
立
者
の
井
上
円
了
先
生
の
次
の
言
葉
を
想

起
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。円
了
先
生
は
、明
治
三
五

年
の
世
界
旅
行
を
ふ
ま
え
、日
本
人
の
小
国
的
気
風
は
改

め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　「
そ
れ
に
は
学
問
に
よ
っ
て
世
界
の
こ
と
を
知
り
、天

文
学
や
哲
学
に
よ
っ
て「
遠
大
の
思
想
」を
養
成
し
、芸
術

に
よ
っ
て「
雄
壮
・
活
発
・
広
大
の
思
想
」を
与
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。そ
し
て
、こ
の
遠
大
の
思
想
を
養
成
す
る

と
い
う
こ
と
は
、日
本
人
の
癖
で
あ
る
空
想
す
る
こ
と
で

は
な
く
て
、遠
大
な
目
的
を
定
め
遠
大
な
方
法
を
と
る
こ

と
だ
。」私
た
ち
は
こ
の
創
立
者
の
言
葉
に
応
え
、東
洋
大

学
の
遠
大
な
発
展
計
画
を
描
き
、そ
の
着
実
な
実
現
を
め

ざ
し
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
昨
年
の
創
立
一
二
五
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、私
は

「
未
来
宣
言
」を
発
し
、次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。「
東
洋

大
学
は
、「
哲
学
す
る
こ
と
」の
教
授
を
根
本
と
し
て
、世

界
標
準
の
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
活
動
を
推
進
す
る
の

み
な
ら
ず
、国
際
的
に
優
れ
た
水
準
の
大
学
の
実
現
を
目

指
し
、役
員
・
教
員
・
職
員
・
学
生
の
す
べ
て
が
一
体
と

な
っ
て
、卒
業
生
と
も
ど
も
奮
闘
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。今
日
、未
来
へ
旅
立
つ
こ
の
日
を
胸
に
刻
み
、創
立

者
・
井
上
円
了
先
生
の
崇
高
な
理
想
を
次
世
代
へ
と
届
け

る
こ
と
を
喜
び
に
、地
球
社
会
の
未
来
に
貢
献
す
る
大
学

の
確
立
を
求
め
て
、私
た
ち
の
手
で
新
し
い
歴
史
を
創
出

し
、進
化
し
続
け
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」

　
要
は
、国
際
的
に
も
評
価
さ
れ
る
大
学
を
実
現
す
る
と

の
誓
い
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、具
体
的
な
計
画
が
必
要

で
、今
、そ
の
構
想
を
描
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。当
面
、下
記

の
よ
う
な
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
。

　
一
、教
育
活
動
に
関
し
て

①
自
ら
考
え
る
力
を
基
盤
と
し
た
学
力
・
人
間
力
を
備
え

た
人
材
の
育
成（
自
校
教
育
・
哲
学
教
育
）

②
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
教
育
活
動
の
展
開（
国
際

化
推
進
）

③
自
国
の
文
化
理
解
・
発
信
力
と
異
文
化
理
解
・
活
用
力

育
成
の
重
視（
国
際
化
推
進
）

④
健
全
な
社
会
の
構
築
に
寄
与
し
う
る
能
力
の
開
発

（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）

　
二
、研
究
活
動
に
関
し
て

①
国
際
的
な
学
界
の
評
価
に
耐
え
う
る
研
究
活
動
の
推
進

②
総
合
大
学
の
強
み
を
生
か
し
た
学
際
的
・
先
端
的
研
究

の
開
拓

③
日
本
的
な
い
し
東
洋
的
発
想
に
基
づ
く
研
究
方
法
の

発
信

④
地
球
社
会
の
課
題
解
決
に
応
え
る
研
究
へ
の
挑
戦

　
三
、社
会
貢
献
活
動
に
関
し
て

①
学
習
機
会
の
広
範
・
多
彩
な
提
供

②
キ
ャ
ン
パ
ス
所
在
近
隣
地
域
へ
の
多
様
な
貢
献

③
東
日
本
大
震
災
被
災
地
域
の
復
興
支
援

④
国
内
外
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
支
援

　
特
に
現
在
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
財（
社
会
の
財
産
と
し
て

の
人
）の
育
成
に
全
力
を
注
ぎ
、そ
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
、一
部
の
学
部

で
行
わ
れ
て
い
る
英
語
の
授
業
を
他
学
部
に
広
く
開
放

し
、履
修
と
単
位
取
得
を
可
能
に
し
た
学
内
留
学
制
度
、

民
間
の
英
会
話
学
校
を
学
内
に
導
入
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス

英
会
話
講
座
、英
語
能
力
と
連
動
し
た
海
外
留
学
促
進
奨

学
金
制
度
な
ど
、特
に
今
や
国
際
公
用
語
と
な
っ
て
い
る

英
語
力
の
涵
養
に
多
彩
な
手
を
打
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
、全
学
的
な
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
私
と
し
て
は
、学
生
の「
知
徳
兼
全
」な
る
め
ざ
ま
し
い

成
長
を
強
力
に
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、東
洋
大
学
の

社
会
的
評
価
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、遠
大
な
目
標
へ
の
計

画
を
一
歩
一
歩
着
実
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
挺
身
す

る
所
存
で
す
の
で
、今
後
と
も
ご
協
力
・
ご
支
援
賜
り
ま

す
よ
う
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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学
校
法
人
東
洋
大
学
常
務
理
事
・
甫
水
会
常
任
理
事

　大
熊

　廣
一

主
体
的
な
学
び
・
学
生
の
本
分
と
は
何
か

　
東
洋
大
学
は
、お
陰
様
で
昨
年
創
立
１
２
５
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。本
年
、創
立
１
５
０
周
年
に

向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
を
育
成
す
る
３
つ
の
柱（
哲
学
教
育
・
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
）を
掲
げ
、全
学
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、私
た
ち
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、少
子
高
齢
化
に
よ

る
人
口
構
造
の
変
化
、エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
、食
糧
等
の

供
給
問
題
な
ど
、社
会
情
勢
の
急
激
な
変
化
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
、地
域
社
会
や
産
業
界
か

ら
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、答
え
の
な
い
問
題
に
解
を
見

出
し
て
い
く
た
め
の
批
判
的
、合
理
的
な
思
考
を
は
じ
め

と
す
る
認
知
的
能
力
、人
間
と
し
て
の
自
ら
の
責
務
を
果

た
し
、他
者
に
配
慮
し
な
が
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
社
会
的
責
任
を
担
い
う
る
論

理
的
・
社
会
的
能
力
、総
合
的
か
つ
持
続
的
な
学
修
経
験

に
基
づ
く
想
像
力
と
構
想
力
、想
定
外
の
困
難
に
際
し
て

的
確
な
判
断
を
す
る
た
め
の
教
養
、知
識
、経
験
を
備
え

た
人
財（
人
と
い
う
財
産
）で
す
。言
い
換
え
れ
ば
、こ
れ

は
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
力
、主
体
的
に
考
え
る

力
を
持
っ
た
人
財
の
こ
と
で
す
。こ
れ
ら
の
能
力
を
身
に

付
け
る
に
は
、教
員
か
ら
学
生
に
一
方
的
に
知
識
を
伝
達

す
る
受
動
的
な
学
修
か
ら
、教
員
と
学
生
が
一
緒
に
な
っ

て
切
磋
琢
磨
し
、学
生
が
自
律
的
・
主
体
的
に
学
修
し
、学

生
自
ら
問
題
を
発
見
し
解
を
見
出
し
て
い
く
能
動
的
な

学
修
へ
の
転
換
が
大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。４
年
生

に
な
っ
て
行
う
卒
業
論
文
作
成
は
、ま
さ
し
く
能
動
的
な

学
修
の
場
で
あ
り
ま
す
。国
の
大
学
設
置
基
準
で
は
、１

単
位
当
た
り
の
学
修
時
間
を
標
準
45
時
間
と
定
め
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、授
業
受
講
が
15
時
間
に
対
し
て
、自
主
的

な
予
習
復
習
が
30
時
間
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

１
週
間
の
う
ち
授
業
外
で
の
学
習
時
間
を
日
米
で
比
較

す
る
と
、米
国
に
お
い
て
は
約
６
割
の
学
生
が
11
時
間
以

上
学
習
し
て
い
る
の
に
対
し
、日
本
で
は
、約
１
割
が
全
く

学
習
せ
ず
、１
〜
５
時
間
が
約
６
割
と
な
っ
て
お
り
、日
本

の
学
生
の
学
習
時
間
が
い
か
に
短
い
か
わ
か
り
ま
す
。

　
東
洋
大
学
で
は
、学
生
の
学
び
の
質
を
高
め
る
た
め
、

各
学
期
で
履
修
で
き
る
単
位
数
を
制
限
し
、学
生
の
皆
さ

ん
が
自
主
的
に
学
修
時
間
を
確
保
で
き
る
制
度
を
導
入

し
て
い
ま
す
。ま
た
、白
山
図
書
館
は
、今
年
４
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
：
学
生
が

と
も
に
学
習
す
る
た
め
に
集
う
共
有
の
場
」が
新
設
さ

れ
、空
き
時
間
に
学
生
の
皆
さ
ん
が
自
由
に
自
習
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た（
写
真
）。こ
の
中
は
、可
動
式
の
机
、イ

ス
が
用
意
さ
れ
、人
数
に
合
わ
せ
て
自
由
に
レ
イ
ア
ウ
ト

し
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
可
能
な
学
習
空
間「
ラ
ー
ニ

ン
グ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
」、複
数
の
利
用
者
で
話
し
合
い
な
が

ら
学
習
で
き
る「
グ
ル
ー
プ
学
習
室
」、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

設
置
さ
れ
、論
文
や
レ
ポ
ー
ト
が
作
成
で
き
る「
学
習
Ｐ

Ｃ
室
」が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、東
洋
大
学
附
属
図

書
館
全
館
で
ふ
た
付
き
飲
み
物
が
飲
め
る
よ
う
に
な
り
、

身
近
に
図
書
館
が
利
用
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
高
度
成
長
期
に
は
、企
業
は
大
学
教
育
に
多

く
を
期
待
せ
ず
、就
職
後
に
必
要
な
知
識
は
企
業
が
教
育

す
る
時
代
で
し
た
。し
か
し
、現
在
、学
生
の
皆
さ
ん
が
卒

業
の
時
点
で
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、「
大
学
で
き
ち

ん
と
学
修
し
て
き
た
の
か
、大
学
教
育
を
通
し
て
、何
を

身
に
付
け
、何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
」で
あ
り

ま
す
。ア
ル
バ
イ
ト
や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
明
け
暮
れ
た
生

活
で
は
、就
職
戦
線
に
生
き
残
れ
ま
せ
ん
。東
洋
大
学
は
、

学
修
環
境
の
整
備
、就
職
支
援
を
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て

進
め
て
参
り
ま
す
。し
か
し
学
生
の
皆
さ
ん
が
、し
っ
か

り
自
分
の
こ
と
と
し
て
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

就
活
の
時
期
が
来
て
慌
て
て
も
遅
い
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
な

ど
社
会
情
勢
が
急
激
に
変
化
す
る
現
在
、学
生
の
皆
さ
ん

に
は
、学
生
の
本
分
を
忘
れ
ず
、目
標
を
定
め
て
大
学
生

活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

写真：白山図書館 ラーニング・コモンズの整備
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去
る
八
月
上
旬
、甫
水
会
支
部
総
会
出
席
の
た
め
北
陸

の
石
川（
三
日
に
金
沢
市
）・
福
井（
四
日
に
福
井
市
）両
県

を
訪
れ
た
。そ
の
折
の
散
策
の
模
様
と
感
想
と
を
述
べ

て
、今
回
の
文
章
と
す
る
。

　
本
学
出
身
の
人
気
推
理
作
家
、内
田
康
夫
氏
の
作
品
に

『
砂
冥
宮
』（
二
〇
〇
九
年
初
版
刊
）が
あ
る
。作
品
の
舞
台

は
主
と
し
て
神
奈
川
県
で
あ
る
が
、事
件
の
発
端
は
金
沢

市
の
内
灘
砂
丘
。内
田
フ
ァ
ン
を
自
認
す
る
私
は
、「
い
い

機
会
」と
ば
か
り
二
日
の
午
後
に
金
沢
入
り
。内
灘
、作
中

に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る「
鉄
板
道
路
」（
内
灘
駅
か
ら
内
灘

砂
丘
へ
続
く
一
本
道
）等
確
認
と
称
す
る「
実
地
踏
査
」と

洒
落
こ
ん
だ
。作
中
の
昭
和
や
内
田
取
材
に
思
い
を
は

せ
、次
に
江
戸
時
代
の
戯
作
者
十
返
舎
一
九
の
足
跡
調
査

も
試
み
た
。彼
の『
金
草
鞋
』は
、二
人
の
奥
州
狂
歌
師
が

狂
歌
を
詠
み
な
が
ら
全
国
行
脚
を
す
る
、と
い
う
趣
向

で
、名
所
案
内
記
的
要
素
も
含
ま
れ
る
作
品
で
あ
る
。描

か
れ
た
土
地
と
作
者
自
身
の
足
跡
と
が
重
な
り
、そ
の
こ

と
は
一
九
の
伝
記
研
究
の
資
料
と
も
な
る
。そ
の
足
跡
を

調
査
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。「
倶
利
伽
羅
峠
」や「
白

山
」は
詳
し
い
描
写
が
あ
る
。が
、一
方
金
沢
市
内
は
・・・
生

憎
、な
い
。拠
り
所
と
な
る
資
料
が
な
い
の
で
、こ
こ
で
の

一
九
足
跡
調
査
は
ひ
と
ま
ず
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。こ
の
日
、内
田
作
品
踏
査
は
そ
れ
な
り
の
成
果
を
上

げ
、一
九
作
品
踏
査
は
断
念
、と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
三
日
猛
暑
。正
午
過
ぎ
か
ら
甫
水
会
石
川
支
部
総

会
が
あ
る
。空
い
て
い
る
午
前
中
を
利
用
し
て
八
時
半
頃

か
ら
市
内
散
策
に
出
た
。駅
前
か
ら「
城
下
ま
ち
金
沢
周

遊
バ
ス
」で「
兼
六
園
下
」に
向
か
う
。レ
ト
ロ
な
空
い
た

車
内
で
の
運
転
手
氏
の
懇
切
ぶ
り
に
は
頭
が
下
が
っ
た
。

過
去
数
回
の
金
沢
行
で
初
め
て
の「
兼
六
園
」。団
体
客
や

外
国
人
に
混
じ
っ
た
背
広
姿
は
猛
暑
の
中
で
は
異
様
だ

ろ
う
。園
に
入
る
と
す
ぐ
に
あ
の
琴
柱
灯
篭
。見
事
。が
、

池
に
水
が
な
い
。こ
の
珍
奇
な
現
象
は
十
二
年
に
一
度
の

水
抜
き
に
拠
る
も
の
と
、後
に
事
情
通
か
ら
聞
い
た
。そ

れ
に
出
く
わ
す
と
は
、運
が
い
い
や
ら
悪
い
や
ら
。と
こ

ろ
で
こ
こ
か
ら
の「
卯
辰
山
」の
眺
望
は
絶
景
。「
卯
辰
山
」

は
金
沢
市
の
象
徴
の
一
つ（
と
思
っ
て
い
る
）で
、能
登
・

加
賀
地
方
の
伝
統
文
化「
相
撲
」の
メ
ッ
カ
で
も
あ
る
。

　
そ
し
て
金
沢
市
。言
わ
ず
と
知
れ
た
前
田
利
家
公
以

来
の
大
城
下
町
で
、江
戸
時
代
に
は
江
戸
・
京
・
大
坂
に

次
い
で
名
古
屋
と
並
ぶ
大
都
市
。現
在
で
も
北
陸
随
一

の
都
市
。加
賀
地
方
に
属
す
る
。私
は
兼
六
園
後
の
散
策

地
と
し
て
、「
泉
鏡
花
記
念
館
」か「
近
代
文
学
館
」（
旧
四

高
）を
目
論
ん
だ
。後
者
は
以
前
の
旧
四
高
校
舎
の
印
象

の
強
烈
さ
に
惹
か
れ
た
か
ら
だ
が
、前
者
の「
初
め
て
」

の
誘
惑
に
は
勝
て
ず
、「
橋
場
」に
向
か
っ
た
。「
尾
張
町
」

や「
百
万
石
通
」の
名
称
も
魅
力
的
で
は
あ
る
。「
尾
張

町
」は
、利
家
が
加
賀
入
国
時
に
地
元
尾
張
の
商
人
た
ち

を
連
れ
て
き
て
こ
こ
に
住
ま
わ
せ
た
こ
と
に
由
来
す
る

町
名
。兼
六
園
か
ら
徒
歩
で
和
菓
子
の
老
舗「
森
八
」や

料
亭「
金
城
楼
」前
を
通
り
、「
橋
場
」近
く
尾
張
町
は
ず

れ
の「
泉
鏡
花
記
念
館
」へ
。裏
道
を
迷
い
な
が
ら
入
っ

た
そ
こ
は
、家
庭
的
風
情
の
記
念
館
。こ
の
一
風
変
わ
っ

た
造
り
の
記
念
館
に
流
石
出
身
地
と
感
心
し
な
が
ら
見

入
っ
た
。鏡
花
の
作
品
や
人
生
が
展
示
さ
れ
坂
東
玉
三

郎
の「
累
ケ
淵
」の
音
声
も
流
さ
れ
て
い
る
こ
こ
は
、二
・

三
遍
は
ゆ
っ
く
り
見
ら
れ
る
広
さ
。堪
能
後
の
い
い
印

象
の
ま
ま
退
館
し
、尾
張
町
の
古
い
町
並
み
を
キ
ョ
ロ

キ
ョ
ロ
し
な
が
ら
、百
万
石
通
を
そ
ぞ
ろ
歩
く
。と
は
い

え
暑
い
。テ
ン
ト
屋
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
何
と
も
古

い
建
物
群
を
過
ぎ
て
ゆ
く
と
、こ
れ
ま
た
漆
喰
づ
く
り

の
旧
銀
行
の
建
物
を
利
用
し
た「
町
民
文
化
館
」に
行
き

着
い
た
。「
泉
鏡
花
記
念
館
」以
外
ど
こ
と
い
う
目
的
も

な
く
歩
い
た
尾
張
町
散
策
は
、不
易
流
行
。図
ら
ず
も
金

沢
庶
民
の
生
活
文
化
の
一
端
に
触
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。金
沢
城
石
川
門
周
辺
の
歴
史
的
・
文
化
的
施
設
が
魅

力
的
な
金
沢
市
で
あ
る
が
、そ
れ
と
対
象
的
な
町
並
み

も
素
晴
ら
し
い
。流
石
に
古
都
で
は
あ
る
。

　
暑
さ
に
め
げ
ず
辿
っ
た
半
日
行
程
で
あ
っ
た
が
、甫
水

会
支
部
総
会
会
場
ホ
テ
ル
の
喫
茶
店
で
本
学
職
員
諸
氏

に
出
会
っ
た
時
の
安
堵
感
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
。矢

張
り
暑
さ
と
時
間
に
追
わ
れ
た
や
せ
我
慢
の
散
策
で

あ
っ
た
の
か
。後
の
石
川
支
部
総
会
は
盛
会
と
見
た
。

　
今
回
、関
西
と
関
東
と
の
境
界
で
日
本
海
側
に
あ
る
支

部
の
運
営
上
の
苦
境
に
も
接
し
た
。

　
何
と
か
し
な
け
れ
ば
。早
く
。

学
部
だ
よ
り

学
部
だ
よ
り

文
学
部
長

　中
山

　尚
夫

文
学
部
教
授

東
洋
大
学
文
学
部
卒
業
。同
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
満
期
退
学
。

博
士（
文
学
）。専
門
は
、日
本
近
世
文
学
。

著
書
に『
十
返
舎
一
九
研
究
』『
十
返
舎
一
九
集（
一
〜
十
一
）』等 金

沢
散
策
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は
じ
め
に

　
学
生
は
４
年
間
の
大
学
生
活
を
通
じ
て
自
分
自
身
の

力
を
高
め
る
最
後
の
機
会
を
活
用
し
、自
分
の
長
い
人
生

を
か
け
た
役
割
を
果
た
す
べ
く
社
会
へ
船
出
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。東
洋
大
学
で
は
大
学
全
体
で
包
括
的
な

就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
活
動
を
実
施
し
て
い
る
が
、経
済

学
部
で
は
学
生
の
授
業
履
修
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
の

T
oyonet-A

ce

を
フ
ル
活
用
し
て
独
自
の
学
生
に
対
す

る
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
で
、そ
の
内

容
を
こ
こ
で
は
紹
介
し
た
い
。

（
１
） 

就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
情
報
の
提
供

　
学
生
は
、４
年
間
の
科
目
履
修
に
よ
る
受
講
活
動
を
円

滑
に
進
め
て
卒
業
に
必
要
な
単
位
取
得
を
実
現
す
る
た

め
、Toyonet-A

ce

と
呼
ば
れ
る
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
を

常
時
活
用
し
て
い
る
。経
済
学
部
独
自
の
就
職
・
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
は
、学
生
が
使
い
慣
れ
て
い
る
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
フ
ル
活
用
し
た
。具
体
的
に
は
、学
年
ご
と
に「
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援（
経
済
１
〜
４
年
）」と
い
う
科
目
を
用
意

し
、様
々
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　T
oyonet-A

ce

で
こ
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た

時
点
で
は
、東
洋
大
学
の
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
が
大

学
全
体
を
対
象
に
包
括
的
に
行
っ
て
い
る
就
職
・
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
関
連
の
行
事
に
関
す
る
開
催
案
内
の
提
供

が
中
心
で
あ
っ
た
。１
年
生
の
早
期
か
ら
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
の
た
め
に
大
学
が
催
す
い
ろ
い
ろ
な
行
事
の
案
内

が
な
さ
れ
る
が
、授
業
に
常
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
の
で
学
生
の
ア
ク
セ
ス
度
は
き
わ
め
て
良
好
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
情
報
提
供
は
、大
学
構
内
の
掲
示
板
や
東
洋
大

学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
学
生
は
他
の
手
段
で
も
入
手
で

き
る
の
で
あ
る
が
、Toyonet-A
ce

シ
ス
テ
ム
の
利
点
は
他

の
手
段
と
違
っ
て
学
生
が
提
供
し
た
情
報
を
見
た
か
ど
う

か
を
確
認
で
き
る
点
で
あ
る
。ま
た
、こ
れ
に
よ
っ
て
、学
生

が
ど
う
い
う
情
報
に
大
き
な
興
味
を
持
っ
て
反
応
を
す
る

か
、学
生
の
問
題
意
識
や
行
動
パ
タ
ー
ン
も
把
握
で
き
る
。

　T
oyonet-A

ce

を
用
い
た
経
済
学
部
独
自
の
就
職
・

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、こ
の
よ
う
な
既
存
情

報
の
提
供
か
ら
開
始
し
た
が
、今
年
度
か
ら
次
項
で
述
べ

る
よ
う
な
経
済
学
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ー
ド
の
情
報
を
作

成
し
て
学
生
に
提
供
す
る
新
た
な
仕
組
み
を
構
築
さ
せ

て
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
充
実
さ
せ
た
。

（
２
） 「
就
職
活
動
を
終
え
て
後
輩
に
伝
え
た
い
こ
と
」の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
経
済
学
部
で
は
、今
年
度
か
ら
４
年
生
を
対
象
に「
就

職
活
動
を
終
え
て
後
輩
に
伝
え
た
い
こ
と
」と
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
始
め
た
。表
１
に
示
す
11
個
の
質
問
が
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
内
容
で
あ
る
。就
職
活
動
を
始
め
る
学
生

が
知
り
た
く
な
る
問
い
か
け
で
あ
る
。ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
状
況
提
供
し
よ
う
と
思
っ
た
学
生
が
自
発
的
に
行
っ

て
い
る
の
で
多
く
は
な
い
が
、今
年
度
は
現
在
ま
で
に
50

人
強
か
ら
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
す
べ
て
の
質
問
に
関
し
て
回
答
事
例
を
示
す
こ
と
は

紙
数
の
関
係
で
こ
こ
で
は
で
き
な
い
が
、Ｑ
３
と
Ｑ
８
に

関
す
る
４
年
生
か
ら
の
回
答
事
例
の
ご
く
一
部
を
表
２

に
紹
介
す
る
。就
職
活
動
を
終
え
た
４
年
生
が
実
体
験
し

た
内
容
を
真
摯
に
後
輩
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

が
回
答
に
に
じ
み
出
て
い
る
と
い
え
る
。表
２
で
は
な
か

な
か
雰
囲
気
を
お
伝
え
で
き
な
い
が
、各
質
問
で
50
人
の

多
彩
な
回
答
が
並
ぶ
と
壮
観
で
あ
る
。

　
後
輩
の
学
生
に
と
っ
て
は
、ほ
ぼ
同
じ
立
ち
位
置
と
目

線
に
あ
る
先
輩
が
経
験
し
た
内
容
を
多
様
な
角
度
か
ら

伝
え
て
い
る
の
で
、ま
さ
に
実
感
を
も
っ
て
受
け
止
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。遠
か
ら
ず
就
職

活
動
が
本
格
化
す
る
３
年
生
を
対
象
に
こ
の
情
報
の
提

供
を
最
初
は
開
始
し
た
が
、Ｑ
８
の
よ
う
な
回
答
内
容
は

学
生
が
も
っ
と
早
く
知
っ
た
ほ
う
が
良
い
の
で
現
在
は

２
年
生
に
も
提
供
し
て
い
る
。

　
今
年
７
月
か
ら
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
提
供
を
始

め
、新
し
い
回
答
が
入
る
た
び
に
デ
ー
タ
を
更
新
し
て

い
っ
て
い
る
が
、確
認
し
た
３
年
生
、２
年
生
の
ア
ク
セ

ス
状
況
は
上
々
の
滑
り
出
し
で
こ
の
問
題
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。就
職
活
動
を
現
在
も
継
続
し
て

い
る
４
年
生
に
も
こ
の
情
報
を
提
供
し
た
が
、そ
ち
ら
の

ア
ク
セ
ス
状
況
も
良
い
。今
後
、毎
年
の
デ
ー
タ
を
積
み

重
ね
て
学
生
に
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
こ
の
他
に
も
経
済
学
部
で
は
、４
年
生
の
進
路
先
決
定

状
況
お
よ
び
進
展
状
況
を
毎
月
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

行
っ
て
お
り
、学
生
の
最
新
の
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い

る
。ま
た
、学
生
の
就
職
活
動
に
お
け
る
悩
み
ご
と
も
同

じ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
記
入
し
て
も
ら
っ
て
、そ
の
回
答

も
整
理
し
た
う
え
で
行
っ
て
い
る
。学
生
が
４
年
間
の
充

実
感
あ
ふ
れ
る
大
学
生
活
を
過
ご
し
、自
分
の
適
切
な
情

報
収
集
と
選
択
で
有
意
義
な
社
会
へ
の
船
出
が
で
き
る

よ
う
に
力
の
限
り
応
援
し
て
い
る
。

経
済
学
部
に
お
け
る

就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
活
動

経
済
学
部
教
授

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
科
学
博
士
課
程
修
了
　
理
学
博
士（
東
京
大
学
）

（
財
）日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
勤
務
を
経
て
、２
０
０
４
年
か
ら
経
済
学
部
教
授
、

環
境
経
済
学
専
攻

趣
味
は
歴
史
も
の
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
も
の
の
読
書
、ス
キ
ー
、ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑
賞

経
済
学
部
長
　
小
川

　芳
樹

表1 アンケート調査の質問内容

表2 アンケート調査の回答事例

Q1：エントリーの際に重視したことは何ですか？
Q2：企業選びの際に重視したことは何ですか？
Q3：面接で気をつけた方がよいことは何ですか？
Q4：面接でどんな事を聞かれましたか？
Q5：面接でやってしまった失敗談は何かありますか？
Q6：就活中はどんなことをして息抜きをしましたか？
Q7：長丁場の就活で心掛けていたことは何ですか？
Q8：今、考えると、これだけはやっておけばよかったと思うことは何ですか？
Q9：スケジューリングの工夫（とくに忙しい時期）はどうしていましたか？
Q10：内定を獲得できた決め手になったものは何だと思いますか？
Q11：その他に後輩に伝えたいことは何かありますか？

＜Q3：面接で気をつけた方がよいことは何ですか？＞
▶マニュアルみたいにならない。難しく言おうとせずにシンプルに発言する(最終に近づくほど
意識する)。相手の意図をくみ取り、脱線しないようにする。

▶表情や姿勢、身だしなみ。これが出来ない人は面接にすらたどり着けないと思う。
▶話したい内容をただ話すのではなく、面接官との会話だということを忘れないこと。また、自
分自身の考えや意見を曲げないで貫くこと。

＜Q8：今、考えると、これだけはやっておけばよかったと思うことは何ですか？＞
▶早い段階での業界研究。もっと自分に合う業界があったのでは?と終ってから少し後悔した。
▶SPIなどのWebテストの対策が甘かったので、もっと真剣に取り組んで置けばよかった。
▶就活が始まってから頑張るのはほとんど意味が無いので、小学生の時から英語を頑張って話
せるようになっていれば良かったです。 など

など
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学
習
支
援
に
つ
い
て

　
今
回
は
学
習
支
援
体
制
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。経
営
学
部
で
は「
成
果
と
結
果
を
実
現
す
る
教
育
」

（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
山
構
想
）を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

「
成
果
」と
は
授
業
を
通
じ
た
学
習
成
果
の
こ
と
で
す
が
、

講
義
・
演
習
以
外
に
も
、以
下
の
よ
う
な
学
習
支
援
活
動

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
第
１
の
学
習
支
援
は
、資
格
取
得（「
結
果
」と
呼
ん
で

い
ま
す
）を
通
じ
て
学
生
の
将
来
の
選
択
肢
を
広
げ
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。学
部
内
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
山
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
、他
学
部
以
上
に
課
外
講
座
を
開
催

し
、資
格
取
得
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

学
外
の
専
門
学
校
の
数
分
の
一
の
受
講
料
で
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、取
得
す
る
と「
資
格
取
得
奨
励
賞

（
賞
状
＋
副
賞
）」を
も
ら
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。授
業

で
学
習
し
た
内
容
と
の
関
連
も
深
い
の
で
、学
習
意
欲
の

向
上
や
就
職
の
こ
と
も
合
わ
せ
て
一
石
二
鳥
以
上
の
効

果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー（
Ｆ
Ｐ
）資

格
の
内
容
は
、銀
行
や
年
金
や
相
続
や
住
宅
購
入
な
ど
個

人
に
も
長
期
的
に
役
立
つ
内
容
で
す
が
、Ｆ
Ｐ
技
能
士
対

策
講
座（
説
明
会
７
月
）が
あ
り
ま
す
。３
級
と
２
級
で
、

学
科
科
目
＋
実
技
科
目
＋
総
合
合
格
者
の
数
＝
１
０
０

名
程
度
が
毎
年
取
得
し
て
い
ま
す
。ま
た
、経
営
学
検
定

試
験（
説
明
会
は
４
月
）支
援
講
座
で
は
短
期
的
な
も
の

で
す
が
、中
小
企
業
診
断
士
受
験
講
座（
説
明
会
９
月
下

旬
）と
な
る
と
10
ヶ
月
続
く
長
丁
場
の
講
座
で
す
。両
者

と
も
毎
年
50
名
程
度
の
学
生
が
受
講
し
て
お
り
ま
す
。後

者
の
場
合
は
、た
と
え
診
断
士
資
格
が
取
れ
な
く
と
も
、

科
目
合
格
だ
け
で
も
履
歴
書
に
書
け
ま
す
。経
営
学
は
企

業
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
研
究
す
る
学
問
で
す
の
で
、

と
も
す
れ
ば
学
習
内
容
が
多
岐
に
渡
り
、茫
漠
と
し
た
不

安
感
を
も
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
資
格
取
得
を
通

じ
て
自
分
の
力
を
客
観
的
に
知
る
こ
と
で
心
の
安
定
を

得
た
り
、新
た
な
目
標
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
日
商
簿
記
検
定
の
た
め
の
課
外
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
が
、す
で
に
会
計
の
素
養
の
あ
る
学
生
の
た

め
の
も
の
だ
と
は
考
え
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

会
計
に
初
め
て
接
す
る
一
般
学
生
の
た
め
の「
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
の
ミ
ニ
マ
ム
ス
キ
ル
：
簿
記
課
外
講
座（
３
級

の
説
明
会
７
月
、２
級
の
説
明
会
１
月
）」が
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
企
業
も
必
ず
会
計
は
必
要
で
す
か
ら
、「
経

営
学
部
を
卒
業
す
る
な
ら
」学
科
を
問
わ
ず
教
養
と
し
て

身
に
つ
け
て
お
い
て
損
は
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。も
ち

ろ
ん
、本
格
的
な
会
計
士
を
め
ざ
す
養
成
講
座（
＋
答
練

＋
直
前
予
想
会
）の
前
段
階
と
し
て
簿
記
を
取
得
す
る

コ
ー
ス（
３
級
の
説
明
会
４
月
、２
級
の
説
明
会
７
月
）も

あ
り
ま
す
。し
か
し
独
学
で
す
と
、く
じ
け
そ
う
に
な
り

ま
す
か
ら「
会
計
特
別
研
究
室
」も
用
意
し
て
い
ま
す
。学

生
に
よ
る
自
主
的
な
グ
ル
ー
プ
活
動
の
拠
点
で
す
が
、教

員
や
卒
業
生
か
ら
指
導
を
受
け
た
り
、友
人
同
士
で
切
磋

琢
磨
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
説
明
会
４
月
）。

　
第
２
の
学
習
支
援
は
、学
習
進
度
あ
る
い
は
学
生
生
活

に
関
す
る
も
の
で
す
。大
学
で
は
５
年
前
か
ら
、学
生
だ

け
で
な
く
保
護
者
全
員
に
成
績
表
を
送
付
し
て
お
り
ま

す（
５
月
と
11
月
）。こ
れ
に
よ
り
、保
護
者
は
学
生
の
学

習
進
度
を
大
ま
か
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。大
雑

把
に
言
え
ば
、ひ
と
つ
の
授
業
に
合
格
す
る
と
２
単
位
が

取
得
で
き
、通
常
は
１
年
間
に
40
単
位
程
度
を
、３
年
間

で
１
２
０
単
位
を
取
得
し
ま
す
。卒
業
単
位
数
は
１
２
４

単
位
で
す
か
ら
、残
り
の
４
単
位
を
４
年
生
で
と
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。最
近
は
就
職
活
動
に
時
間
が
取
ら
れ
ま
す

か
ら
、３
年
間
で
ほ
と
ん
ど
の
授
業
の
単
位
を
取
得
す
る

意
気
込
み
で
勉
強
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
実
は
大
学
で
は
１
年
間
に
取
得
し
た
単
位
数
の
少
な

い
学
生
を
呼
び
、毎
年
秋
に
面
接
指
導
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、経
営
学
部
で
は
１
年
生
の
春
に
出
席
調
査

を
行
い
、連
続
し
て
２
回
欠
席
す
る
と
学
生
に
電
話
を
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、面
接
指
導
と
欠
席
調

査
だ
け
で
は
不
足
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
御
家
庭
内

で
も
年
に
一
度
は
成
績
表
を
見
な
が
ら
学
習
進
度
を
話

題
と
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、お
願
い
し
た
い
の
で
す
。

経
営
学
部
教
授

昭
和
54
年
東
京
工
業
大
学
理
学
部
数
学
科
卒
業（
理
学
士
）

昭
和
59
年
東
京
工
業
大
学
総
合
理
工
学
研
究
科
シ
ス
テ
ム
科
学
専
攻
博
士
課
程

修
了（
理
学
博
士
）

日
本
情
報
経
営
学
会
会
員（
旧
オ
フ
ィ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
学
会
）

経
営
情
報
学
会
会
員

経
営
学
部
長

　旭

　貴
朗
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倒
産
と
は
、破
産
と
は

―
倒
産
と
破
産
の
違
い
に
つ
い
て

―

一 

は
じ
め
に

　
東
洋
大
学
法
学
部
に
限
ら
ず
、ど
の
大
学
の
法
学
部

に
も「
倒
産
法
」が
講
義
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
は
伝
統
的
に「
破
産
法
」と
い
う
名
称
で

開
講
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、２
０
０
０
年
頃
か
ら
倒

産
法（「
倒
産
処
理
法
」と
い
う
名
称
の
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
）と
い
う
名
称
で
開
講
さ
れ
る
大
学
が
多
く
な
り

ま
し
た
。ま
た
、司
法
試
験
の
選
択
科
目
と
し
て
、か
つ

て
は「
破
産
法
」と
い
う
科
目
で
し
た
が
、新
司
法
試
験

の
選
択
科
目
と
し
て
は「
倒
産
法
」と
い
う
名
称
に
な

り
、８
科
目
あ
る
選
択
科
目
中
２
番
目
に
受
験
者
が
多

い
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、こ
の
破
産
法
と
倒
産
法
、あ
る
い
は
破
産
と
倒

産
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
今
回
は
私
の
専
門
と
し
て
、こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

二 

倒
産
と
破
産
の
違
い

　
毎
年
、学
部
、大
学
院
等
の
倒
産
法
の
最
初
の
講
義
の

時
間
に
倒
産
・
破
産
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
学
生
に
し

て
い
ま
す
。そ
の
最
初
の
項
目
で
は「
破
産
と
倒
産
は
ど

こ
が
違
う
と
思
い
ま
す
か
？
」と
質
問
し
て
い
ま
す
。こ

れ
に
対
す
る
学
生
の
回
答
と
し
て
最
も
多
い
誤
解
あ
る

い
は
、間
違
い
と
し
て「
倒
産
は
企
業
が
す
る
も
の
で
、破

産
は
個
人
が
す
る
も
の
」が
大
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
は
、日
常
用
語
と
し
て
通
常
は
、倒

産
も
破
産
も
区
別
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、む

し
ろ
ほ
と
ん
ど
同
義
語
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
、ま
た
日

常
生
活
に
お
い
て
も
両
者
の
違
い
を
特
に
考
え
る
必
要

は
な
い
し
、意
識
的
に
両
者
を
区
別
し
て
使
用
し
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
理
由
と
し
て
考

え
ら
れ
る
こ
と
の
ひ
と
つ
と
し
て
、長
引
く
景
気
の
低

迷
で
テ
レ
ビ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報
に
お
い
て
、

た
と
え
ば
、倒
産
と
い
う
言
葉
は
、企
業
倒
産
、金
融
機

関
の
倒
産
、Ｊ
Ａ
Ｌ
の
倒
産
等
主
に
企
業
、会
社
等
の
法

人
と
結
び
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、反
対
に

破
産
と
い
う
言
葉
は
、消
費
者
金
融
、多
重
債
務
と
い
う

言
葉
と
ペ
ア
で
自
己
破
産
、カ
ー
ド
破
産
等
と
い
う
よ

う
に
主
に
消
費
者
や
個
人
と
結
び
つ
い
て
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
学
問
的
に
は
、倒
産
と
は
、債
務
者
が
経
済
的
破
綻
に

な
っ
た
、あ
る
い
は
、ま
さ
に
そ
う
な
り
そ
う
な
状
態
を

指
し
ま
す
。言
い
換
え
る
と
、個
人（
自
然
人
）や
企
業

（
法
人
）を
と
わ
ず
、決
定
的
な
経
済
的
困
難
に
陥
っ
て
破

綻
し
て
し
ま
っ
た
、あ
る
い
は
、ま
さ
に
そ
う
な
り
そ
う

な
状
態
を
倒
産
と
い
い
ま
す
。倒
産
の
状
態
に
陥
っ
た
後

に
は
、夜
逃
げ
を
す
る
、自
殺
を
す
る
、あ
る
い
は
強
盗
等

の
犯
罪
を
し
て
し
ま
う
場
合
も
社
会
に
お
け
る
現
実
問

題
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、倒
産
し
た
場
合
に
そ
の
後
始
末

を
す
る
た
め
に
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
手
続
の
ひ

と
つ
と
し
て
破
産
が
あ
り
ま
す
。言
い
換
え
れ
ば
、倒
産

は
破
産
も
含
む
よ
り
広
い
概
念
で
あ
り
、破
産
は
人
が
倒

産
し
た
場
合
に
選
択
し
う
る
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
の

ひ
と
つ
の
手
続
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
倒
産
は
、今
述
べ
た
よ
う
な
経
済
状
態
一
般
を
指
す

も
の
で
あ
り
、破
産
は
倒
産
し
た
場
合
の
後
始
末
の
た

め
に
選
択
で
き
る
法
に
定
め
ら
れ
た
手
続
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。従
っ
て
、個
人（
自
然
人
）も
企
業（
法
人
）

も
倒
産
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
、ま
た
、同
様
に
破
産
を

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、個
人（
自
然
人
）や
企
業（
法
人
）が
倒
産
し
た

場
合
に
は
、破
産
以
外
に
も
民
事
再
生
等
の
手
続
が
法

に
よ
り
規
定
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
ら
を
総
称
し
て
講
学

上
、「
倒
産
法
」と
い
い
ま
す
が
こ
の
よ
う
な
名
称
の
法

律
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。反
対
に
、破
産

手
続
を
規
定
す
る
法
律
と
し
て「
破
産
法
」と
い
う
名
称

の
法
律
は
あ
り
ま
す
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
倒
産
法
と
い
う
法
律
が
な
い

た
め
倒
産
と
い
う
言
葉
に
関
し
て
は
、厳
密
な
定
義
が

な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、現
在
、法
律

名
に「
倒
産
」と
い
う
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
法
律
と

し
て「
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
法
」は
２
条
２
項
に
お

い
て
、共
済
金
を
貸
し
付
け
る
た
め
の
前
提
と
し
て
取

引
の
相
手
方
た
る
事
業
者
の「
倒
産
」を

「
一 

　
破
産
手
続
開
始
、再
生
手
続
開
始
、更
生
手
続
開

始
又
は
特
別
清
算
開
始
の
申
立
て
が
さ
れ
る
こ
と

（
略
）」と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　
講
学
上
、倒
産
法
と
言
う
場
合
は「
破
産
法
」、「
民
事

再
生
法
」、「
会
社
更
生
法
」と
会
社
法
に
規
定
さ
れ
て
い

る「
特
別
清
算
」で
処
理
さ
れ
る
法
制
度
の
総
称
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す（
狭
義
の
倒
産
法
）。ま
た
、場
合
に

よ
っ
て
は
こ
れ
ら
に
債
権
者
と
債
務
者
間
で
話
し
合
い

に
よ
っ
て
解
決
す
る「
私
的
整
理（
任
意
整
理
と
も
よ
ば

れ
ま
す
）」が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す（
広

義
の
倒
産
法
）。

三

　終
わ
り
に

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、倒
産
と
破
産
は
別
の
概
念
で
あ

り
、内
容
に
関
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
お
分
か
り
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、英
語
の
破
産
と
い
う
言
葉
、す
な
わ
ち

bankruptcy

の
語
源
に
つ
い
て
説
明
し
て
終
わ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。こ
の
語
源
に
関
し
て
は
諸
説
あ
り
ま
す

が
、一
般
的
に
イ
タ
リ
ア
語
のbancarotta

に
由
来
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。イ
タ
リ
ア
語
でbanca

は

「
両
替
台
あ
る
い
は
机
」を
意
味
し
、rotta

は「
壊
れ
た
」

と
い
う
意
味
で
す
。す
な
わ
ち
、中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

諸
都
市
で
は
、商
人
は
机
を
店
と
し
て
路
上
で
両
替
等
の

商
売
を
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、彼
ら
が
支
払
不
能
に

な
り
債
務
を
支
払
え
な
く
な
っ
た
場
合
に
債
権
者
が
、そ

の
机
を
怒
り
の
あ
ま
り
壊
し
た
か
ら
と
説
明
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、本
稿
は
平
成
20
年
４
月
号
の
通
信
教
育
部「
学

習
室
」の
原
稿
を
加
筆
、修
正
し
ま
し
た
。

法
学
部
教
授

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
満
期
退
学
。

１
９
９
２―

９
３
イ
タ
リ
ア
政
府
国
費
留
学
生
と
し
て
ミ
ラ
ノ
大
学
留
学
。

２
０
１
１―

１
２
在
外
研
究
と
し
て
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
大
学
留
学
。

趣
味
は
、芸
術
鑑
賞
と
卓
球
、世
界
の
商
店
街
の
散
歩
。

専
門
は
、倒
産
法
、民
事
手
続
法
。

法
学
部
長
　
櫻
本

　正
樹
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東
日
本
大
震
災
子
ど
も
支
援
を
考
え
る

１
９
５
１
年
愛
知
県
生
ま
れ
、東
洋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
社
会
福
祉
学

専
攻
修
士
課
程
修
了
。１
９
９
４
年
東
洋
大
学
社
会
学
部
准
教
授
、１
９
９
７
年

教
授
。２
０
１
３
年
４
月
か
ら
現
職
。専
門
は
児
童
福
祉
。卒
業
生
た
ち
と
特
定

非
営
利
活
動
法
人
こ
ど
も
福
祉
研
究
所
で
実
践
研
究
を
進
め
る
。東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
で
は
、東
日
本
大
震
災
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
と

し
て
活
動
し
て
い
る
。近
著『
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
』日
本
評
論
社
。

『
女
性
と
福
祉
』ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
等
多
数
。

１
．東
日
本
大
震
災
子
ど
も
被
害
の
状
況

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

の
子
ど
も
の
死
亡
は
、検
死
を
終
え
て
年
齢
な
ど
が
判
明

し
た
人
と
し
て
、０
〜
９
歳
は
４
６
８
人
、10
〜
19
歳
で

４
２
３
人
、合
計
８
９
１
人
、全
死
亡
者
の
５
．６
％
で
あ

る
。保
護
者
の
死
亡
に
よ
り
発
生
し
た
孤
児
は
２
４
１
人

（
岩
手
県
94
名
、宮
城
県
１
２
６
名
、福
島
県
21
名
）、遺
児

は
１
４
８
３
人（
岩
手
県
４
８
７
名
、宮
城
県
８
５
７
名
、

福
島
県
１
３
９
名
）（
２
０
１
３
．３
．１
現
在
）と
発
表
さ

れ
て
い
る
。た
く
さ
ん
の
命
を
身
近
で
失
い
、希
望
が
つ

か
め
な
い
子
ど
も
た
ち
が
被
災
地
で
暮
ら
し
て
い
る
。

２
．子
ど
も
支
援
活
動

　
私
は
、震
災
後
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
力
を
合
わ
せ
て
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
子
ど
も
支
援
や
子
育
て
家
庭
の
支
援

に
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
、２
０
１
１
年
５
月

５
日
に
結
成
し
た
東
日
本
大
震
災
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
以
下
Ｎ
Ｗ
と
略
す
）の
事
務
局
長
と
し
て
、研
究

室
を
事
務
局
に
し
て
、ゼ
ミ
生
や
院
生
、卒
業
生
と
支
援
に

取
り
組
ん
で
き
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、９
回
に

わ
た
る
国
会
議
員
会
館
で
の
国
会
議
員
／
政
府
／
被
災

自
治
体
・
市
民
団
体
な
ど
に
よ
る「
意
見
交
換
会
」の
開
催
、

被
災
地
で
議
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
、さ
ら
に
は
子
ど
も
た

ち
と
の
意
見
交
換
会
、ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
や
集
会
で

子
ど
も
た
ち
の
声
を
聴
く
取
組
み
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、津
波
と
火
災
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
た

岩
手
県
山
田
町
で
は
、２
０
１
１
年
８
月
に
、国
際
ゾ
ン

タ
ク
ラ
ブ
と
い
う
慈
善
団
体
か
ら
の
寄
付
を
東
洋
大
学

の
卒
業
生
た
ち
と
活
動
し
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
引
き
受
け

る
形
で
、地
元
の
心
あ
る
方
々
３
人
が
発
起
人
と
な
り
、

８
人
ほ
ど
の
支
援
者
を
雇
用
し
、日
赤
や
生
協
、様
々
な

企
業
の
寄
付
な
ど
を
受
け
て
、無
料
で
軽
食
を
提
供
す
る

中
高
生
自
習
室
を
常
設
で
開
設
し
て
い
る
。

　
こ
の
山
田
町
ゾ
ン
タ
ハ
ウ
ス
の
開
設
は
、社
会
学
部
や

大
学
院
の
ゼ
ミ
生
と
が
れ
き
撤
去
、泥
掃
除
、ペ
ン
キ
塗

や
、雨
漏
り
の
修
繕
か
ら
始
ま
っ
た
。た
く
さ
ん
の
卒
業

生
た
ち
の
応
援
を
現
地
で
も
い
た
だ
き
、丸
２
年
の
活
動

が
続
い
て
い
る
。今
で
は
山
田
町
の
約
１
／
３
の
中
高
校

生
が
登
録
し
、部
活
を
終
え
た
中
高
校
生
た
ち
が
月
〜
土

16―

20
時
ま
で
、毎
日
10
〜
50
人
が
訪
れ
る
。地
元
の
女

性
た
ち
が「
お
か
え
り
」と
迎
え
て
く
れ
る
こ
の
場
所
は
、

軽
食
で
お
腹
を
満
た
し
、友
達
と
話
を
し
て
気
持
ち
を
落

ち
着
か
せ
、少
し
勉
強
し
て
仮
設
住
宅
な
ど
に
帰
る
ま
で

の
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
場
所
に
な
っ
て
い
る
。

３
．学
生
た
ち
の
活
躍

　
東
洋
大
学
の
学
生
た
ち
は
２
０
１
１
年
度
夏
に
環
境

整
備
に
関
わ
っ
て
以
降
、学
生
部
や
復
興
問
題
対
策
チ
ー

ム
、学
長
室
特
別
企
画
な
ど
の
助
成
に
よ
っ
て
交
通
費
を

確
保
し
、片
道
10
時
間
の
夜
行
バ
ス
で
夏
、冬
、春
の
長
期

休
暇
に
ゾ
ン
タ
ハ
ウ
ス
を
訪
問
し
、学
習
支
援
や
様
々
な

地
域
の
文
化
活
動
な
ど
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
東
洋
大
学
の
旗
が
は
た
め
く
ゾ
ン
タ
ハ
ウ
ス
は
、東
洋

大
学
が
い
つ
も
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
あ
る
と

地
元
の
人
た
ち
か
ら
慕
わ
れ
て
い
る
。

４
．学
生
た
ち
の
変
化

　
社
会
学
部
の
学
生
た
ち
は
、成
績
の
優
秀
な
学
生
が
多

い
。だ
が
残
念
な
が
ら
、昨
今
主
体
的
に
社
会
問
題
の
解
決

に
自
分
自
身
も
関
わ
り
、理
論
と
実
践
を
結
び
つ
け
な
が

ら
主
体
的
な
学
び
を
進
め
る
と
い
う
力
が
弱
く
な
っ
て
い

る
。ま
ず
は
自
分
自
身
の
目
で
見
る
、感
じ
る
と
い
う
こ
と

か
ら
動
き
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
か
み
取
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。ゾ
ン
タ
ハ
ウ
ス
へ
行
っ
た
学
生
た
ち
は
、

復
旧
の
歩
み
の
遅
さ
に
愕
然
と
す
る
。そ
し
て
そ
れ
と
は

逆
に
、ゾ
ン
タ
ハ
ウ
ス
に
集
ま
る
人
々
の
好
意
の
種
類
や
量

に
驚
く
。町
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、ゾ
ン
タ
ハ
ウ
ス
に
い
る

と
い
え
ば
、「
遠
く
か
ら
よ
く
き
た
ね
」「
続
け
て
よ
く
や
っ

て
く
れ
る
ね
」と
大
歓
迎
さ
れ
、む
し
ろ
自
分
た
ち
は
そ
こ

で
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
を
体
験
す
る
。「
先
輩
た

ち
が
や
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
私
た
ち
へ
の
感
謝
に
つ
な

が
っ
て
い
る
」と
、素
直
に
先
輩
た
ち
に
感
謝
し
て
い
る
。ま

た
、多
く
の
卒
業
生
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
が
集
め
ら
れ
、そ
れ

が
東
洋
大
学
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い

る
。支
援
に
行
き
、支
援
さ
れ
て
い
る
自
分
に
気
づ
く
と
い

う
、体
験
を
学
生
た
ち
は
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

５
．子
ど
も
支
援
の
継
続
の
必
要
性

　
子
ど
も
た
ち
は
お
と
な
た
ち
の
懸
命
な
復
旧
活
動
を

目
の
当
り
に
し
て
、復
旧
が
進
ま
な
い
学
校
や
家
庭
・
地

域
の
な
か
で
も
、生
き
抜
い
て
い
る
。子
ど
も
た
ち
は
勉

強
や
部
活
動
に
励
み
、被
災
直
後
か
ら
復
旧
の
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、壊
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
地
域
の

た
め
に
お
祭
り
な
ど
で
活
躍
を
し
て
、自
分
た
ち
を
支
え

て
く
れ
る
人
た
ち
と
の
関
係
を
や
っ
と
の
思
い
で
つ
な
ぎ

な
が
ら
、精
一
杯
頑
張
っ
て
き
て
い
る
。子
ど
も
た
ち
が
壊

れ
る
前
に
、お
と
な
達
が
力
を
合
わ
せ
緊
急
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。震
災
後
３
年
目
を

迎
え
た
時
期
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、卒
業
生
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
得
て
、社
会
学
部
の
取
り
組
み
、卒
業
生
の
取
り

組
み
を
東
洋
大
学
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
具
体
化
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ
ど
も
福
祉
研
究
所
理
事
長
、

東
日
本
大
震
災
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
）

社
会
学
部
教
授

社
会
学
部
長
　
森
田

　明
美
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１
９
５
２
年
、東
京
都
文
京
区
に
生
ま
れ
る
。東
京
大
学
合
成
化
学
科
卒
業
、同
大
学

院
博
士
後
期
課
程
修
了
、工
学
博
士
。東
京
大
学
助
手
、東
洋
大
学
講
師
・
助
教
授
を

経
て
、１
９
９
２
年
東
洋
大
学
応
用
化
学
科
教
授
。２
０
０
６
年
工
学
研
究
科
委
員
長
、

２
０
０
９
年
副
学
長
、２
０
１
１
年
よ
り
理
工
学
部
長
。

専
門
は
高
分
子
化
学
。

主
な
著
書
は
、「
高
分
子
材
料
化
学
」、「
炭
酸
ガ
ス
問
題
解
決
へ
の
展
望
」、「
プ
ラ
ズ

マ
材
料
科
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」、「
化
学
の
夢
」、「
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」、「
専
門
基
礎
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
　
新
編
基
礎
化
学
」。

　
東
洋
大
学
理
工
学
部
は
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
さ

れ
、52
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。昭
和
36
年
の
開
設
当
初
は

工
学
部
と
し
て
、平
成
21
年
よ
り
理
工
学
部
と
総
合
情

報
学
部
の
２
学
科
へ
と
発
展
い
た
し
ま
し
た
。理
工
学

部
は
機
械
工
学
科
、電
気
電
子
情
報
工
学
科
、応
用
化
学

科
、都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
、建
築
学
科
の
６
学
科
で

構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。理
工
学
部
の
教
育
・
研
究
分
野

は
理
工
系
全
般
に
渡
っ
て
お
り
ま
す
が
、理
工
学
部
と

し
て
の「
教
育
の
質
保
証
」と
し
て
、理
工
系
基
礎
科
目

の
充
実
と
学
生
の
実
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。こ
こ
で
は
理
工
学
部
の
教
育
の
質
保
証
と
国
際
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
一
般
的
に
、工
学
系
・
理
工
学
系
学
部
の
原
級
率（
留

年
率
）は
文
系
学
部
よ
り
も
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ

れ
は
、工
学
系
・
理
工
学
系
の
学
部
の
多
く
で「
四
年
次

の
卒
業
研
究
関
連
科
目
」が
必
修
で
あ
り
、そ
の
履
修
に

際
し
て
関
門
を
設
け
て
い
る
こ
と
に
依
り
ま
す
。す
な

わ
ち
、三
年
次
修
了
ま
で
に
一
定
の
条
件（
一
定
単
位
数

の
取
得
と
特
定
科
目
の
履
修
）を
満
た
す
こ
と
が
必
要

で
す
。ま
た
、理
工
学
部
に
お
い
て
は
、数
学
・
物
理
・
英

語
な
ど
の
基
礎
教
育
科
目
が
専
門
科
目
履
修
の
た
め
に

必
要
不
可
欠
で
必
修
科
目
と
も
な
っ
て
お
り
、こ
れ
ら

の
科
目
の
理
解
が
不
十
分
な
こ
と
か
ら
単
位
不
足
と
な

り
、関
門
と
な
る
条
件
を
満
た
し
に
く
く
な
っ
て
来
て

い
ま
す
。特
に
こ
れ
ら
数
学
・
物
理
の
講
義
科
目
は
答
え

が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
こ
と
と
、中
学
・
高
校
に
お
い
て

も
生
徒
が
履
修
を
あ
ま
り
希
望
し
な
い
科
目
で
あ
る
こ

と
、多
様
化
し
た
入
試
シ
ス
テ
ム
の
弊
害
も
あ
り
、大
学

に
入
学
し
て
か
ら
数
学
・
物
理
・
英
語
の
履
修
に
苦
労
し

原
級
と
言
う
結
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。し
か
し
、理
工
学

部
で
は
学
生
・
教
職
員
の
努
力
の
結
果
、原
級
す
る
率
が

減
少
傾
向
に
あ
り
、そ
の
取
り
組
み
を
具
体
的
に
説
明

い
た
し
ま
す
。

　
理
工
学
部
で
は
、入
学
筆
記
試
験
以
外
で
入
学
す
る

生
徒
に
は
数
学
・
物
理
・
化
学
・
英
語
な
ど
を
入
学
前
に

事
前
教
育
と
し
て
学
ぶ
こ
と
を
勧
め
て
お
り
ま
す
。ま

た
、入
学
当
初
に
は
数
学
・
英
語
の
テ
ス
ト
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
数
学
・
英
語
の
ク
ラ
ス
分
け
や
履
修
科
目

選
択
の
際
の
指
導
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。理
工
学
部

学
生
に
と
り
数
学
・
物
理
・
英
語
の
基
礎
教
育
科
目
は

必
修
科
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
可
能
な
限
り
少
人
数
教

育
で
講
義
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、講
義
に
つ
い
て
い

け
な
い
学
生
や
理
解
不
足
の
学
生
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
設
置
し
た
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー（
学
習
支
援
室
）

に
お
い
て
、高
等
学
校
で
の
教
育
経
験
の
あ
る
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
に
し

て
お
り
ま
す
。ま
た
、こ
れ
ら
の
科
目
の
理
解
が
不
充

分
な
学
生
に
は
、夏
休
み
・
春
休
み
に
学
習
支
援
室
で

「
補
習
講
座
」を
実
施
し
、数
学
等
の
理
解
向
上
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、講
義
へ
の
出
席
不
良
学
生
は
全
般
的
に
取
得

単
位
が
不
足
し
原
級
と
な
る
可
能
性
が
大
き
く
な
り
ま

す
。理
工
学
部
は
春
学
期
・
秋
学
期
の
セ
メ
ス
タ
ー
制
で

あ
る
こ
と
か
ら
、４
月
と
10
月
の
セ
メ
ス
タ
ー
開
始
時

に
必
修
科
目
へ
の
出
席
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、欠
席
の

多
い
学
生
・
保
護
者
の
方
に
連
絡
し
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、例
年
６
月
に
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
る
甫
水

懇
談
会
に
お
い
て
、甫
水
会
の
協
力
の
下
、保
護
者
・
学

生
と
の
面
談
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。春
学
期
と
秋
学

期
の
成
績
発
表
が
行
わ
れ
る
９
月
と
３
月
に
は
、単
位

僅
少
学
生（
取
得
単
位
不
足
の
学
生
）を
中
心
に
し
て
保

護
者
の
方
へ
の
学
修
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
に
、学
習
支
援
室
を
利
用
し
た
数
学
・
物
理
・
英
語

の
基
礎
教
育
科
目
を
中
心
に
学
生
が
学
び
、理
解
し
や

す
く
な
る
環
境
を
整
え
、出
席
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
学
生

の
本
分
を
踏
み
外
し
が
ち
な
学
生
を
注
意
し
、各
セ
メ

ス
タ
ー
毎
に
そ
の
成
績
を
学
生
・
保
護
者
・
教
職
員
で
確

認
し
、「
理
工
学
部
の
教
育
の
質
保
証
」を
確
保
し
て
お

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
理
工
学
部
に
は
語
学
の
学
習
が
苦
手
で
、

取
っ
付
き
に
く
い
と
感
じ
て
い
る
学
生
が
多
い
こ
と
か

ら
、昨
年
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ペ
イ
ス
大
学
へ
の
海
外

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
短
期
留
学
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、大
学
で
の
専
門
科
目
研
修
、米

国
学
生
と
の
交
流
や
自
然
史
博
物
館
等
の
見
学
な
ど
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、理
工
学
部
で
は
学
生
の
育
成
の
た
め

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
の
で
、是
非
と
も

活
用
す
る
よ
う
学
生

に
ご
指
導
・
ア
ド
バ
イ

ス
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

理
工
学
部
教
授

理
工
学
部
長（
兼
）工
学
部
長
　
吉
田

　泰
彦

理
工
学
部
の
基
礎
教
育
と
国
際
化
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総
合
情
報
学
部
教
授

総
合
情
報
学
部
の
再
生
へ
向
け
て

　
総
合
情
報
学
部
は
２
０
０
９
年
４
月
に
新
設
さ
れ
ま

し
た
。そ
し
て
昨
年
度
に
完
成
年
度
を
迎
え
、３
月
に
は

初
め
て
の
卒
業
生
が
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。私
は
こ
の

４
月
に
学
部
長
に
就
任
し
ま
し
た
が
、学
部
を
見
渡
し
て

み
ま
す
と
直
ぐ
に
対
策
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
し
た
。早
速
４
月
か
ら
そ
の
対
策

に
乗
り
出
し
、幸
い
に
も
多
く
の
教
員
か
ら
の
協
力
を
頂

く
こ
と
が
出
来
ま
し
て
、既
に
実
施
さ
れ
た
も
の
、こ
れ

か
ら
実
施
さ
れ
る
も
の
多
々
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
ら
の
主

だ
っ
た
も
の
を
以
下
に
説
明
し
ま
す
。

理
系
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭

　
総
合
情
報
学
部
の「
情
報
学
部
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
、

ま
た
当
学
部
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る「
文
理
融
合
」と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
が「
バ
リ
バ
リ
の
理
系
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

与
え
て
い
る
よ
う
で
す
。そ
の
た
め
に
入
学
志
願
者
の
文

系
学
生
の
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
総
合
情
報
学
の
特
色
は
文
系
と
理
系
の
垣
根
が
な
く
、

文
系
と
理
系
が
共
に
参
加
で
き
る
領
域
で
あ
る
こ
と
で

す
。総
合
情
報
学
の
基
盤
と
な
る
情
報
ス
キ
ル（
情
報
技

術（
Ｉ
Ｔ
）で
は
理
系
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
、こ
の
言

葉
を
使
い
ま
す
）も
文
系
の
学
生
で
も
理
系
の
学
生
で
も

容
易
に
修
得
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。現
に
Ｉ
Ｔ
企
業
の

多
く
は
文
系
学
部
と
理
系
学
部
の
区
別
な
く
新
卒
学
生

の
採
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
講
科
目
に
つ
い
て
は
、８
割
は
文

系
と
理
系
の
垣
根
の
な
い
科
目
で
あ
り
、残
り
の
２
割
が

文
系
寄
り
か
理
系
寄
り
で
す
が
、文
系
寄
り
の
学
生
は
数

学
も
理
系
科
目
も
履
修
す
る
こ
と
な
く
卒
業
単
位
を
満

た
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
をW

eb

サ
イ

ト
や
学
部
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
っ
て
周
知
す
る
こ
と
に
努

め
、理
系
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
を
図
り
ま
す
。

情
報
ス
キ
ル
教
育
の
徹
底

　
総
合
情
報
学
部
の
教
育
方
針
は
、入
学
学
生
全
員
に
情

報
ス
キ
ル
を
徹
底
し
て
身
に
つ
け
さ
せ
、そ
の
後
に
情
報

科
学
系
、環
境
情
報
系
、心
理
情
報
系
、メ
デ
ィ
ア
文
化
系
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
科
目
群
の
専
門
知
識
と
ス
キ
ル
を
上
乗

せ
し
て
統
合
し
、様
々
な
領
域
で「
情
報
の
創
り
手
・
使
い

手
」と
し
て
活
躍
で
き
る
能
力
を
授
け
る
こ
と
で
す
。こ
の

情
報
ス
キ
ル
教
育
を
徹
底
す
る
た
め
に
、１
年
次
の
プ
ラ

ク
テ
ィ
ス（
基
礎
演
習
）に
お
い
て
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
１
０

０
％
合
格
、基
本
情
報
技
術
者
試
験
30
％
合
格
の
数
値
目

標
を
掲
げ
、そ
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

開
講
専
門
科
目
体
系
の「
見
え
る
化
」

　
総
合
情
報
学
科
に
は
４
つ
の
系
、情
報
科
学
系
、環
境
情

報
系
、心
理
情
報
系
、メ
デ
ィ
ア
文
化
系
が
あ
り
ま
す
。こ
の

系
は
専
門
科
目
を
グ
ル
ー
プ
化
し
た
科
目
群
で
あ
り
、学

生
を
ど
れ
か
の
系
に
縛
り
つ
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
つ
の
系
に
は
普
通
の
１
学
科
分
の
専
門
科
目
が
あ
り
ま

す
か
ら
、総
合
情
報
学
科
の
中
に
４
学
科
分
の
専
門
科
目

が
開
講
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
は
学
生
が
多

様
な
科
目
を
履
修
で
き
る
点
で
は
メ
リ
ッ
ト
で
す
が
、逆
に

大
海
に
漕
ぎ
出
し
た
小
舟
の
よ
う
に
、何
処
へ
進
ん
で
よ
い

の
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
状
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、各
系
の
開
講
科
目
の
体
系
を
分
か
り
や
す
く

「
見
え
る
化
」す
る
た
め
に
科
目
間
の
系
統
図
を
作
成
し

ま
し
た
。こ
の
系
統
図
に
は
系
を
跨
い
で
関
係
の
あ
る
科

目
も
示
し
て
あ
り
ま
す
。ま
た
、履
修
モ
デ
ル
を
各
系
ご

と
に
、文
系
モ
デ
ル
と
理
系
モ
デ
ル
の
２
つ
を
提
示
し
ま

し
た
。学
生
は
こ
の
履
修
モ
デ
ル
と
系
統
図
を
頼
り
に
自

分
自
身
の
履
修
プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
徹
底

　
Ｐ
Ｂ
Ｌ（Problem

 Based Learning

）教
育
の
集
大

成
は
卒
業
研
究
お
よ
び
卒
業
制
作
で
す
。し
か
し
、こ
の

科
目
は
選
択
科
目
で
す
の
で
全
て
の
学
生
が
履
修
す
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。卒
業
研
究
お
よ
び
卒
業
制
作
で
は
論

文
の
提
出
と
発
表
会
で
の
プ
レ
セ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
須

で
す
の
で
、こ
れ
ら
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、文
章

力
、プ
レ
セ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

が
培
わ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
に
、教
員
の
指
導
に
よ
っ
て
卒

業
研
究
ま
た
は
卒
業
制
作
の
履
修
を
促
し
、履
修
率
を
高

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
度
卒
業
生
の
履
修
率
は
38
％（
３
８
９
名

中
１
４
７
名
履
修
）、２
０
１
３
年
度
の
春
セ
メ
ス
タ
の
履

修
率
は
45
％（
２
６
３
名
中
１
１
８
名
履
修
）で
し
た
。こ

の
履
修
率
を
高
め
る
に
は
教
員
が
卒
業
研
究
お
よ
び
卒

業
制
作
に
お
け
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
の
集
大
成
の
重
要
性
を

認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。教
員
の
意
識
改
革
と
学
生

へ
の
十
分
な
説
明
を
通
じ
て
卒
業
研
究
ま
た
は
卒
業
制

作
の
履
修
率
を
少
な
く
と
も
75
％（
２
０
１
４
年
度
以

降
）に
高
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
高
校
生
か
ら
大
学
生
へ
の
移
行
を
促
し
、大
学
で
の
学

習
・
生
活
に
対
す
る
基
本
姿
勢
を
身
に
付
け
さ
せ
、最
後

に
大
学
生
か
ら
社
会
人
へ
の
移
行
の
準
備
と
し
て
就
職

意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、就
職
率
１
０
０
％
を
目
指
し
、

就
職
活
動
を
せ
ず
に
、い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
る
学

生
を
ゼ
ロ
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
施
策
を
早
い
も
の
で
は
こ
の
10
月
か
ら
、

遅
い
も
の
で
も
来
年
度
の
春
セ
メ
ス
タ
か
ら
実
施
し
ま

す
。最
後
に
、２
０
１
２
年
11
月
23
日
に
挙
行
さ
れ
ま
し

た
創
立
１
２
５
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
竹
村
牧
男
学

長
が
発
せ
ら
れ
た
未
来
宣
言
の
一
節
を
引
用
す
る
こ
と

で
、私
の
総
合
情
報
学
部
再
生
へ
の
強
い
意
志
を
示
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　「
東
洋
大
学
は
、「
哲
学
す
る
こ
と
」の
教
授
を
根
本
と

し
て
、世
界
標
準
の
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
活
動
を
推
進

す
る
の
み
な
ら
ず
、国
際
的
に
優
れ
た
水
準
の
大
学
の
実

現
を
目
指
し
、役
員
・
教
員
・
職
員
・
学
生
の
す
べ
て
が
一
体

と
な
っ
て
、卒
業
生
と
も
ど
も
奮
闘
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。」

総
合
情
報
学
部
長
　
杉
本

　富
利

１
９
５
１
年
、宮
崎
県
日
南
市
に
生
ま
れ
る
。１
９
７
５
年
に
電
気
通
信
大
学
電
気

通
信
学
部
電
波
通
信
学
科
を
卒
業
。１
９
７
８
年
に
同
大
学
大
学
院
電
気
通
信
学

研
究
科
経
営
工
学
専
攻
修
士
課
程
を
修
了
。１
９
９
８
年
に
東
洋
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
よ
り
博
士（
工
学
）取
得
。１
９
７
８
年
か
ら
２
０
０
８
年
ま
で
に
東
洋
大

学
工
学
部
情
報
工
学
科
の
助
手
、講
師
、助
教
授
、教
授
を
経
て
、２
０
０
９
年
東
洋

大
学
総
合
情
報
学
部
教
授
と
な
る
。専
門
領
域
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
、

認
知
心
理
学
で
あ
る
。
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国
際
地
域
学
部
教
授

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
す
る
国
際
地
域
学
部

１
．国
際
地
域
学
部
の
特
色

　
国
際
地
域
学
部
は
国
際
化
を
推
進
す
る
東
洋
大
学
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
担
っ
た
、い
わ
ば
テ
ー
マ
型
の
学
部
で

す
。「T

hink Globally, A
ct Locally

」を
標
榜
し
て
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
つ
つ
、現
場
に
赴
き
、「
地
域
づ
く

り
」や「
観
光
振
興
」を
目
的
と
し
て
、地
域
の
活
性
化
に

貢
献
で
き
る
創
造
的
な
人
材
を
社
会
に
向
け
て
輩
出
す

る
の
が
学
部
の
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
長
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
東
洋
大
学
の
中
で
は
、比
較
的

新
し
い
学
部
で
す
が
、今
年
で
創
設
以
来
十
六
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。今
年
度
か
ら
新
た
に
整
備
さ
れ
た
白
山
キ
ャ
ン
パ

ス
に
移
転
し
ま
し
た
。昨
年
の
九
月
に
は
全
国
の
国
公
私
立

大
学
の
三
一
学
部
の
一
つ
と
し
て
、文
部
科
学
省
の「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業
」に
採
択
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

様
々
な
活
動
を
開
始・推
進
し
て
い
ま
す
。４
月
か
ら
は
新

た
に
国
際
地
域
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
フ
ィ
ス
を
甫
水
会
館
１
階

に
設
置
し
、海
外
研
修
の
拡
大
や
語
学
力
の
強
化
を
行
い
、

交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
国
際
化
に
対
応
す
る
人

材
の
輩
出
に
努
め
て
い
ま
す
。大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
欄
を
設
け
て
い

た
だ
き
、逐
次
活
動
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

２
．国
際
地
域
学
と
は

　
さ
て
、学
部
の
名
称
で
あ
る「
国
際
地
域
学
」は
新
し
い
学

際
領
域
で
す
。実
は
、学
部
着
任
以
前
に
九
州
で
磯
村
英
一

元
学
長（
故
人
）に
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の

際
、「
地
域
」と
い
う
概
念
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
御
示
唆

を
い
た
だ
い
た
の
を
、今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。近

年
、あ
る
い
は
震
災
の
直
後
か
ら
か
、「
地
域
」や「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」を
再
考
す
る
風
潮
が
強
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。こ
の「
地
域
」に
つ
い
て
、国
際
的
な
ひ
ろ
が
り
か
ら

身
近
な
環
境
ま
で
を
対
象
と
し
て
捉
え
、生
起
す
る
生
活
、

文
化
、経
済
、環
境
な
ど
様
々
な
分
野
を
実
践
的
、横
断
的
に

追
究
す
る
の
が「
国
際
地
域
学
」で
す
。急
速
に
変
化
し
て
い

る
現
代
の
経
済・社
会
で
す
が
、地
球
環
境
か
ら
相
隣
環
境

ま
で
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、現
場（
生
活
の
場
）と
し
て
の
地

域（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）に
依
拠
す
る
こ
と
で
、従
来
の
タ
テ
割

り
の
学
系
を
ヨ
コ
に
繋
い
だ
将
来
の「
新
し
い
学
び
」が
発

展
し
て
い
く
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

３
．国
際
地
域
学
部
の
活
躍

　
近
年
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
の
進
展
に
よ
り
先
進
国
で
は

若
者
の
就
職
が
次
第
に
困
難
に
な
る
傾
向
が
伺
え
ま
す

が
、本
学
部
を
構
成
す
る
国
際
地
域
学
科
と
国
際
観
光
学

科
の
２
学
科
で
見
ま
す
と
、前
者
は
国
際
展
開
に
つ
な
が

る
科
目
の
配
分
と
ツ
ー
ル
と
し
て
の
語
学
力
の
習
得
、後
者

は
好
調
な
観
光
産
業
と
の
連
携
な
ど
に
よ
り
、幸
い
な
こ

と
に
比
較
的
高
い
就
職
率
を
維
持
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
年
度
の
学
部
の
教
育・研
究
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
ま
ず
、国
際
化
に
つ
な
が
る
活
動
に
つ
い
て
、①
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
カ
ー
テ
ィ
ン
大
学
の
学
生
を
招
い
て
、東
京
の
ま

ち
歩
き
を
実
施
し
、学
生
間
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。韓
国
か
ら
来
校
し
た
学
生
と
の

交
流
会
も
行
い
ま
し
た
。夏
期
期
間
に
は
、モ
ン
ゴ
ル
に
出
か

け
、モ
ン
ゴ
ル
科
学
技
術
大
学
の
学
生
と
本
学
部
学
生
に
よ

る
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
共
同
開
催
し
て
い
ま
す
。各
教
員
に
よ
る
ゼ
ミ
単
位
で
の

専
門
を
活
か
し
た
タ
イ
、フ
ィ
ー
ジ
ー
な
ど
で
の
海
外
研
修

も
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。②
学
部
主
催
の
研
修
も
、オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア・カ
ー
テ
ィ
ン
大
、イ
ギ
リ
ス・セ
ン
ト
ラ
ル
ラ
ン
カ

シ
ャ
ー
大
で
の
語
学
と
地
域・観
光
研
修
、フ
ィ
リ
ピ
ン・Ｕ

Ｐ
セ
ブ
大
学
で
の
地
域
開
発
の
研
修
、サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン

大
学
で
の
語
学
研
修
、韓
国・建
国
大
学
で
の
地
域
づ
く
り

と
文
化
を
学
ぶ
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。③
国
際
地

域
学
科
で
は
英
語
で
学
ぶ
専
門
科
目
を
学
科
専
門
科
目
全

体
の
３
割
と
し
、意
欲
的
な
学
生
を
対
象
に
し
て
グ
ル
ー
プ

化
し
、彼
ら
が
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
場
所
も

確
保
し
て
、統
一
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
を
推
進
し
て
い

ま
す
。④
す
で
に
６
年
目
に
な
り
ま
す
が
、各
国
の
大
使
を

招
聘
し
、大
使
リ
レ
ー
講
座
を
継
続
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、国
内
の
活
動
で
は
、各
地
か
ら
の
要
請
に
基

づ
き
、米
沢
市
や
大
震
災
被
災
地
な
ど
で
地
域
づ
く
り
や

観
光
振
興
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。昨
年
度
か
ら
は
合
同
ゼ

ミ
に
よ
る「
能
登
ゼ
ミ
」を
組
織
し
て
能
登
の
中
山
間
地

域
で
現
地
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
様
子
は
連
日
地

元
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

４
．国
際
地
域
学
部
の
将
来

　
21
世
紀
は
大
き
な
変
革
の
世
紀
と
な
り
ま
す
。資
源
の

限
界
を
基
調
と
し
た
地
球
環
境
問
題
、持
続
的
な
開
発
の

模
索
、格
差
と
貧
困
の
拡
大
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
私
た
ち
の
前
に
あ
り
ま
す
。こ
れ

ら
難
問
の
解
決
に
向
か
う
と
き
、国
際
地
域
学
部
へ
の
期

待
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。複
雑
で
多
様
に
展
開
す
る「
地
域
」

か
ら
の
発
想―

そ
こ
に
は
集
ま
っ
て
住
む
人
々
と
、そ
の

よ
っ
て
立
つ
環
境
と
が
紡
ぎ
だ
す
無
限
の
可
能
性
が
秘

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
創
設
当
初
か
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
つ
つ
、豊
か
な

地
域
の
未
来
を
拓
く
国
際
地
域
学
部
の
研
究
・
教
育
活
動

に
、関
係
各
位
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

国
際
地
域
学
部
長
　
藤
井

　敏
信

早
稲
田
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
卒

同
大
学
院
建
設
工
学
博
士
課
程
満
期
退
学
。博
士（
工
学
）。

１
９
９
７
年
、国
際
地
域
学
部
の
創
設
と
共
に
着
任
。

専
攻
は
都
市
・
地
域
計
画
、ま
ち
づ
く
り
。
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生
命
科
学
部
応
用
生
物
科
学
科
教
授

生
命
科
学
部
と
食
環
境
科
学
部

　
生
命
科
学
部
３
学
科
体
制（
生
命
科
学
科
、応
用
生
物
科

学
科
、食
環
境
科
学
科
）の
１
期
生
が
３
月
に
卒
業
し
ま
し

た
。ま
た
、本
年
４
月
に
新
学
部
と
し
て「
食
環
境
科
学
部
」

が
設
置
さ
れ
、食
環
境
科
学
科（
フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
専

攻
、ス
ポ
ー
ツ
・
食
品
機
能
専
攻
）お
よ
び
健
康
栄
養
学
科

（
管
理
栄
養
士
養
成
）が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。食
環
境
科
学

科
の
２
〜
４
年
生
は
、「
生
命
科
学
部
食
環
境
科
学
科
」の

学
生
と
し
て
卒
業
ま
で
勉
学
に
励
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

学
習
支
援

　
若
手
の
教
員
に
よ
っ
て
学
習
支
援
室
が
運
営
さ
れ
、講

義
の
予
習
・
復
習
サ
ポ
ー
ト
、お
よ
び
、バ
イ
オ
技
術
者
認

定
試
験
の
受
験
指
導
等
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、学

習
支
援
室
の
開
室
時
間
を
１
限
の
授
業
の
準
備
が
で
き

る
よ
う
に
、開
室
時
間
を
繰
り
上
げ
午
前
８
時
と
し
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
り
、開
室
時
間
延
長
に
よ
る
利
便
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
資
格
取
得
の
促
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。高
等
学
校
・
中

学
校
教
諭
免
許（
理
科
）取
得
の
た
め
教
育
実
習
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
強
化
、バ
イ
オ
技
術
者
認
定
試
験（
中
級
・
上

級
）に
つ
い
て
は
、授
業
科
目『
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎

Ⅰ
・
Ⅱ
』の
中
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
と
と
も
に
専
門
科
目
間

の
連
携
を
強
化
し
て
高
い
合
格
率
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

資
格
取
得
、成
績
優
秀
者
を
対
象
と
し
た
表
彰
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
卒
業
、就
職
活
動
を
踏
ま
え
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
初
年
次
導
入
教
育
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る「
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
・Ⅱ
」に
お
い
て
、大
学
生
活
設
計
、自
分
自

身
を
知
る
の
他
、ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
の
習
得
、学
習
目

標
・
動
機
の
獲
得
、キ
ャ
リ
ア
観
・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
育
成
を
行
い
、進
路
検
討
、就
活
に
ス
ム
ー
ズ
に
入

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
就
業
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、工
場
見
学
な
ど
を

行
い
、事
前
学
習
、見
学
先
で
の
担
当
者
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
よ
り
、職
業
観
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　
生
命
科
学
、技
術
等
の
分
野
で
は
、分
析
技
術
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。分
析
機
器
の
技
術
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

し
、よ
り
専
門
領
域
で
の
ス
キ
ル
向
上
と
就
業
力
向
上
を
目

指
し
て
い
ま
す
。所
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
も
の
に

は
、修
了
証
を
発
行
し
、履
歴
書
に
記
載
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

語
学
力
向
上

　
生
命
科
学
領
域
あ
る
い
は
就
職
し
て
か
ら
、英
語
力
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
、そ
れ
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
語
学
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。英
語
が
苦
手

な
新
入
生
の
専
門
英
語
強
化
を
目
的
と
し
た「
英
語
に
よ

る
専
門
講
義
初
級
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
導
入
し
、ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
基
礎
用
語
の
習
得
、海
外
情
報
収
集
能
力
、国
際
学

会
発
表
、海
外
留
学
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を

図
る
よ
う
に
し
、専
門
的
か
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
テ
ス
ト
の
導
入
に

よ
り
教
養
教
育
に
お
け
る
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
、定

期
的
に
受
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、自
分
の
英
語
力
を
常
に

確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。大
学
院
生
命
科
学
研

究
科
で
実
施
さ
れ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
へ
の
学
部
生

の
積
極
的
な
参
加
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

女
子
運
動
部
の
活
躍

〔
陸
上
部
〕

　
９
月
29
日
に
全
日
本
大
学
女
子
駅
伝
の
関
東
地
区
予
選

会
が
千
葉
県
で
実
施
さ
れ
、板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
本
拠
地

を
置
く
陸
上
部
女
子
長
距
離
部
門
が
創
部
２
年
目
で
そ
の

大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。10
月
27
日（
日
）に

第
31
回
全
日
本
大
学
女
子
駅
伝
が
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
、

出
場
し
総
合
18
位
の
成
績
で
し
た
。

〔
サ
ッ
カ
ー
部
〕

　
本
年
４
月
に
創
部
さ
れ
た「
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
」は
、２

部
で
５
位
と
大
健
闘
し
て
い
ま
す
。引
き
続
き
板
倉
運
動

部
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
９
４
９
年
宮
城
県
仙
台
市
生
ま
れ
、１
９
５
５
年
よ
り
浦
和
在
住
。東
洋
大
学

工
学
部
応
用
化
学
卒
業
、同
大
学
院
博
士
課
程
修
了
、工
学
博
士（
東
洋
大
学
）。

（
株
）ア
リ
ミ
ノ
を
経
て
、１
９
９
７
年
生
命
科
学
部
助
教
授
、２
０
０
８
年
同
教

授
、２
０
１
２
年
12
月
生
命
科
学
部
長
、２
０
１
０
年
地
域
活
性
化
研
究
所
長
。専

門
分
野
は
、応
用
微
生
物
学
、酵
素
科
学
、香
粧
品
化
学
。 生

命
科
学
部
の
取
り
組
み

生
命
科
学
部
長
　
岡
崎

　渉
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平
成
25
年
度
に
新
設
し
た
学
部

「
食
環
境
科
学
部
」

食
環
境
科
学
部
教
授

１
．生
命
科
学
部
食
環
境
科
学
科
か
ら
食
環
境
科
学
部

　
へ
と
改
組

　
①
生
命
科
学
部
食
環
境
科
学
科（
入
学
定
員
１
０
０

名
）の
募
集
を
停
止
し
、食
環
境
科
学
部
食
環
境
科

学
科（
入
学
定
員
１
２
０
名
）を
設
置
し
ま
し
た
。こ

の
食
環
境
科
学
科
に
は
、フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻

（
入
学
定
員
70
名
）と
ス
ポ
ー
ツ
・
食
品
機
能
専
攻

（
入
学
定
員
50
名
）を
設
け
ま
し
た
。

　
②
食
環
境
科
学
部
健
康
栄
養
学
科（
入
学
定
員
１
０
０

名
）を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

２
．食
環
境
科
学
部
の
概
要

　
近
年
、平
均
寿
命
の
伸
長
と
出
生
率
の
長
期
的
な
低
下

に
よ
り
、２
０
５
０
年
に
は
、ほ
ぼ
３
人
に
１
人
が
65
歳

以
上
と
な
る
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
と
と
も
に
、食
生
活

の
多
様
化
に
よ
る
食
習
慣
の
乱
れ
や
運
動
不
足
等
に
よ

り
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
、食
と
健
康
に
関
わ
る
問
題
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
生
命
科
学
部
食
環
境
科
学
科
で
は
、こ
れ
ら
の
課
題
に

対
し
て
、こ
れ
ま
で
食
環
境
科
学
に
お
け
る
一
つ
の
側
面

と
し
て
捉
え
、栄
養
指
導
に
関
連
す
る
科
目
を
配
置
し
て

対
応
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、傷
病
者
の
療
養
の
た
め
の

栄
養
指
導
、あ
る
い
は
個
人
の
栄
養
状
態
等
に
応
じ
た
健

康
の
保
持
・
増
進
の
た
め
の
栄
養
指
導
な
ど
、栄
養
に
関
す

る
知
識
・
技
能
が
高
度
化
し
、専
門
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、平
成
25
年
４
月
よ
り
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス

に
、こ
れ
ま
で
の
生
命
科
学
部
食
環
境
科
学
科
を
基
礎
と

し
た
食
環
境
科
学
科
と
、管
理
栄
養
士
を
養
成
す
る
健
康

栄
養
学
科
の
２
学
科
を
擁
す
る
食
環
境
科
学
部
を
新
し

く
設
置
し
ま
し
た
。

　
食
環
境
科
学
部
で
は
、食
品
の
機
能
科
学
や
栄
養
・
健

康
科
学
を
総
合
的
に
探
究
し
、こ
れ
を
高
度
な
栄
養
指
導

に
発
展
さ
せ
、生
命
と
健
康
、食
の
安
全
に
係
る
分
野
で

活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、国
民
が
生
涯
に
わ
た
り
健

康
的
で
明
る
く
、活
力
あ
る
生
活
が
送
れ
る
社
会
づ
く
り

に
貢
献
し
て
行
き
ま
す
。ま
た
、こ
れ
ら
の
こ
と
は
、本
年

６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
国
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
総
合
戦
略
に
お
い
て
も
、国
際
社
会
の
先
駆
け
と

な
る
健
康
長
寿
社
会
の
実
現（
健
康
寿
命
の
延
伸
）と
し

て
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

３
．食
環
境
科
学
科
の
概
要

　
食
環
境
科
学
科
は
、フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
と
ス

ポ
ー
ツ
・
食
品
機
能
専
攻
の
２
専
攻
と
し
て
い
ま
す
。

　
○
フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
で
は
、こ
れ
ま
で
の
生
命

科
学
部
食
環
境
科
学
科
の
教
育
を
踏
襲
し
、食
品
の

機
能
科
学
、栄
養
・
健
康
科
学
、食
品
の
安
全
、あ
る

い
は
食
育
を
通
し
た
食
文
化
の
維
持
・
向
上
な
ど
の

専
門
知
識
を
学
び
、健
康
の
視
点
か
ら
食
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
総
合
力
の
育
成
、先
端
的
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
基
礎
と
し
た
食
品
機
能
と
食
品

の
安
全
を
高
度
に
追
及
で
き
る
専
門
能
力
の
育
成

を
行
い
、食
環
境
を
総
合
的
に
理
解
し
食
の
安
全
を

追
及
す
る
食
品
技
術
者
を
養
成
し
ま
す
。

　
○
ス
ポ
ー
ツ
・
食
品
機
能
専
攻
で
は
、生
命
科
学
の
知

識
を
基
礎
に
、栄
養
学
、食
品
学
、衛
生
学
、人
体
の

構
造
と
機
能
、健
康
増
進
の
た
め
の
運
動
と
食
品
が

持
つ
機
能（
栄
養
）の
関
係
を
学
び
、身
体
活
動
に
伴

う
食
事
・
栄
養
の
摂
り
方
な
ど
の
専
門
知
識
を
修
得

し
、食
品
機
能
が
人
体
に
お
よ
ぼ
す
影
響
か
ら
生
命

の
営
み
を
科
学
的
に
探
究
す
る
食
品
機
能
科
学
、ス

ポ
ー
ツ
栄
養
科
学
を
熟
知
し
た
食
品
技
術
者
を
養

成
し
ま
す
。ま
た
、こ
の
専
攻
で
は
、板
倉
キ
ャ
ン
パ

ス
に
あ
る
陸
上
競
技
部
女
子
長
距
離
部
門
及
び

サ
ッ
カ
ー
部
女
子
部
と
連
携
し
、学
部
教
育
を
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
中
で
実
践
し
ま
す
。

４
．健
康
栄
養
学
科
の
概
要

　
健
康
栄
養
学
科
で
は
、生
命
科
学
分
野
の
幅
広
い
知
識

を
有
し
、健
康
と
食
と
の
間
を
つ
な
ぐ
専
門
的
知
識
と
技

術
を
修
得
し
、医
療
・
福
祉
・
栄
養
行
政
の
分
野
の
専
門
職

を
目
指
し
て
、社
会
に
貢
献
で
き
る
高
度
な
知
識
と
技
術

力
を
も
っ
た
管
理
栄
養
士
と
し
て
、地
域
社
会
に
参
画

し
、人
々
の
生
活
の
質（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
：Quality of Life

）の
向

上
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
養
成
し
ま
す
。管
理
栄
養
士
の

活
躍
の
範
囲
は
今
後
、給
食
サ
ー
ビ
ス
か
ら
メ
デ
ィ
カ
ル

サ
ポ
ー
ト
へ
と
移
行
の
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
、今
後
の

職
業
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

５
．さ
い
ご
に

　
こ
れ
ら
の
２
学
科
を
統
合
し
て
食
環
境
科
学
部
と
す

る
こ
と
に
よ
り
、食
品
の
機
能
を
総
合
的
に
探
究
し
、こ

れ
を
高
度
な
栄
養
指
導
に
発
展
さ
せ
、健
康
格
差
を
生
ま

な
い
社
会
創
り
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。ま

た
、板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
併
設
さ
れ
て
い
る
生
命
科
学
部

と
の
協
働
に
よ
り
、再
生
医
療
、革
新
的
医
療
診
断
シ
ス

テ
ム
の
開
発
な
ど
、総
合
大
学
の
強
み
を
生
か
し
て
健
康

寿
命
の
延
伸
に
取
り
組
み
ま
す
。さ
ら
に
、板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス
に
あ
る
陸
上
競
技
部
女
子
長
距
離
部
門
及
び
サ
ッ

カ
ー
部
女
子
部
と
も
連
携
し
、ス
ポ
ー
ツ
栄
養
科
学
を
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
中
で
実
践
し
、発
展
さ
せ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、甫
水
会
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

食
環
境
科
学
部
長
　
林

　清

１
９
５
２
年
　
愛
知
県
刈
谷
市
に
生
ま
れ
る
。名
古
屋
大
学
農
学
部
農
芸
化
学
科

卒
業
。農
林
省
　
食
品
総
合
研
究
所
研
究
員
、農
林
水
産
省
首
席
研
究
開
発
企
画

官
、（
独
）農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
　
理
事
、食
品
総
合
研
究
所
　
所

長
を
へ
て
、２
０
１
３
年
４
月
よ
り
現
職
。

専
門
は
食
品
科
学
、微
生
物
利
用
、酵
素
利
用
。博
士（
農
学
）　

主
な
著
書
は
、食
品
技
術
総
合
事
典（
朝
倉
書
店
）、総
合
　
調
理
用
語
辞
典（
社
団

法
人
　
全
国
調
理
師
養
成
施
設
協
会
）、Biocatalysis and A

gricultural 
B

iotechnology

（C
R

C
 P

ress

）等
多
数
。

平成25（2013）年度より、
2学部4学科2専攻体制に

平成21（2009）年度

生命科学部
・生命科学科（入学定員100名）
・応用生物科学科（入学定員100名）
・食環境科学科（入学定員100名）

平成25（2013）年度

生命科学部
・生命科学科（入学定員100名）
・応用生物科学科（入学定員100名）

食環境科学部
・食環境科学科（入学定員120名）
　フードサイエンス専攻[入学定員70名]
　スポーツ・食品機能専攻[入学定員50名]
・健康栄養学科（入学定員100名）
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新体育館完成予想図（平成26年4月完成予定）

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
生
活
支
援
学
科
教
授 社

会
貢
献
活
動
の
中
で
培
う
実
践
力

  

来
年
、ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
学
部
開
設
10
周
年

を
迎
え
ま
す
。｢

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン｣

と
い
う
名
称
の
学

部
を
設
置
し
た
の
は
東
洋
大
学
が
最
初
で
す
が
、今
や
、

こ
の
名
称
が
つ
い
た
学
部
、学
科
や
コ
ー
ス
を
設
置
し

て
い
る
大
学
、短
期
大
学
、高
校
は
相
当
数
に
上
っ
て
い

ま
す
。｢

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学｣

を
構
想
さ
れ
た
初
代
古

川
孝
順
学
部
長
を
は
じ
め
、開
設
準
備
に
当
た
っ
た
教

職
員
の
慧
眼
に
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、｢

本

家｣

と
し
て｢

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学｣

の
理
念
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
は
、「
21
世
紀
の
生
活
を
デ
ザ
イ
ン

し
、創
造
す
る
」た
め
の「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
」で
す
。学
生

が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
で
主
に
学
ん
で
い
る
の
は
、高
齢
者
、

障
害
者
、子
ど
も
な
ど
へ
の
支
援
方
法
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
健
康
づ
く
り
、利
用
者
を
意
識
し
た
も
の
づ
く
り
や
ま

ち
づ
く
り
、な
ど
で
す
が
、一
つ
の
問
題
に
対
し
、総
合
的
、

統
合
的
に
取
り
組
む
力
を
養
え
る
と
こ
ろ
に
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
学
部
の
強
み
が
あ
り
ま
す
。こ
の
目
的
を
達
成
す
る

方
法
の
一
つ
と
し
て
、ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
で
は
社
会

の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
つ
つ
、教
職
員
と
学
生
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
活
動
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
。例
え
ば
、主
に
地
元
朝
霞
市
の
住
民
を
対
象
と
す
る
、

地
域
子
育
て
支
援
の
た
め
の「
子
育
て
サ
プ
リ
」、高
齢
の

方
々
を
対
象
と
す
る
健
康
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

「K
eep A

ctive

」、小
学
生
の
学
ぶ
力
や
生
き
る
力
の

向
上
を
め
ざ
し
、市
、企
業
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
と
も
に
共

同
で
実
施
す
る｢

子
ど
も
大
学
あ
さ
か｣

の
ほ
か
、北
区

で
は
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
や
見
守
り
の
支

援
を
行
う｢

高
齢
者
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー｣

あ
る
い
は
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
対
す
る｢

復
興
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト｣

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
ま
す
。い
ず
れ
も
、社
会
貢
献
と
と
も
に
学
生
の
視
野

を
広
げ
、実
践
力
を
つ
け
る
貴
重
な
機
会
に
な
っ
て
い

ま
す
。特
に
、｢

子
ど
も
大
学
あ
さ
か｣

の
実
践
に
よ
っ
て
、

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
、昨
年
、子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
心
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、日
々
教
育
活
動
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
る
団
体
に
贈
ら
れ
る｢

埼
玉
・
教
育
ふ
れ
あ

い
賞｣

を
受
賞
し
ま
し
た
。

  

こ
の
ほ
か
の
取
り
組
み
と
し
て
、生
活
支
援
学
専
攻
で

は
、卒
業
生
と
の
交
流
を
通
じ
て
在
校
生
が
現
場
を
知
る

機
会
と
な
る｢

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
セ
ミ
ナ
ー｣

が
行
わ
れ
、子

ど
も
支
援
学
専
攻
で
は
、２
年
生
ゼ
ミ
で
卒
業
生
が
体
験

談
を
話
す
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。健
康
ス
ポ
ー
ツ
学
科

で
は
学
生
の
自
主
運
営
活
動
と
し
て
、保
健
体
育
教
員
志

望
の
学
生
た
ち
が
週
一
回
学
年
を
問
わ
ず
参
加
で
き
る

勉
強
会
が
開
か
れ
、ま
た
解
剖
学
の
自
主
勉
強
会
の
成
果

は
学
会
や
紀
要
で
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。人
間
環
境
デ
ザ

イ
ン
学
科
で
は
、製
品
開
発
に
携
わ
っ
た
一
流
の
技
術
者

を
招
き
講
演
い
た
だ
き
、自
ら｢

デ
ザ
イ
ン
思
考｣

の
過
程

を
体
験
す
る｢

デ
ザ
イ
ン
未
来
塾｣

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、日
常
の
講
義
や
演
習
を
補
完
し
、卒
業
後
社

会
で
活
躍
す
る
力
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。国
家
試
験

に
つ
い
て
の
指
導
も
行
わ
れ
て
お
り
、例
え
ば
、本
年
の

社
会
福
祉
士
の
国
家
試
験
は
、合
格
率
全
国
平
均
１
８
．

８
％
と
い
う
難
関
で
し
た
が
本
学
部
で
は
４
２
．９
％
と

健
闘
し
ま
し
た
。

  

卒
業
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、｢

他
の
人
に
誇
り
を
持
っ
て

薦
め
ら
れ
る
学
部
の
良
い
点｣

の
項
目
で
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

学
部
は｢

資
格
取
得
指
導｣｢

教
育
内
容｣｢

教
員｣

が
全
学

で
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
こ
と
も
、ご
紹
介
し
た
教
育
活
動
な

ど
に
対
す
る
学
生
の
評
価
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
自
負

す
る
と
と
も
に
、さ
ら
に
充
実
し
た
教
育
を
め
ざ
し
て
新

体
育
館
の
建
設
や
学
生
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
整
備
な
ど
、施

設
面
で
も
拡
充
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
保
護
者
や
家
族
の
皆
様
が
朝
霞
校
舎
を
直
に
見
て
い

た
だ
く
機
会
と
し
て
、甫
水
会
首
都
圏
13
支
部
の
会
員
の

方
に
は
、毎
年
朝
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
る
甫
水
懇

談
会
の
ほ
か
、学
園
祭
や
講
演
会
が
あ
り
ま
す
。講
演
会

は
、春
は
学
術
講
演
会
、秋
は
市
民
大
学
講
座
と
し
て
本

学
教
員
な
ど
が
講
演
し
て
い
ま
す
。来
年
は
学
部
開
設
10

周
年
の
記
念
行
事
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、是
非
朝

霞
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、キ
ャ
ン
パ
ス

や
こ
こ
で
学
ぶ
学
生
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

存
じ
ま
す
。

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
長
　
白
石
　弘
巳

１
９
７
９
年
東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
卒
業
。１
９
８
９
年
同
大
大
学
院
修
了(

医

学
博
士)

。専
門
は
精
神
医
学
、精
神
保
健
学
。２
０
０
５
年
４
月
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学

部
開
設
に
伴
い
着
任
。２
０
１
３
年
４
月
か
ら
学
部
長
。精
神
疾
患
に
罹
患
し
た
人

の
地
域
生
活
支
援
、家
族
支
援
、精
神
保
健
福
祉
法
制
度
な
ど
に
関
す
る
研
究
の
傍

ら
、国
や
東
京
都
等
自
治
体
の
精
神
、障
害
分
野
の
各
種
委
員
を
歴
任
。
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６
月
30
日
の
日
曜
日
に
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
甫
水
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
、梅
雨
の
合
間
の
暑
い
中
、約
８
０
０
名

の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
前
10
時
30
分
に
開
会
し
た
懇
談
会
は
、竹
村
牧
男
学

長
と
大
熊
廣
一
常
務
理
事
の
挨
拶
に
続
い
て「
採
用
側
か

ら
見
た
就
職
活
動
の
現
状
と
学
生
の
傾
向
」と
題
し
た
就

職
講
演
会
が
、午
後
の
全
体
会
で
は
甫
水
会
会
長
の
ご
挨

拶
、各
学
部
長
の
紹
介
が
行
わ
れ
、そ
の
後
、会
員
の
皆
様

に
は
各
学
部
別（
文
・
経
済
・
経
営
・
法
・
社
会
・
国
際
地
域

学
部
）の
説
明
会
場
へ
と
移
動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
が
担
当
す
る
法
学
部
は
１
号
館
３
階
の
教
室
を
会

場
と
し
、１
２
３
名
の
会
員
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
学

部
・
学
科
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
受
付
で
２
〜
４
年
生
の
保
護
者
の
皆
様
に
は
成

績
表
を
、１
年
生
の
保
護
者
の
皆
様
に
は
履
修
登
録
確
認

表
を
配
付
し
て
会
場
に
集
合
い
た
だ
き
、最
初
に
櫻
本
正

樹
法
学
部
長
が
法
学
部
の
教
育
方
針
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、２
〜
４
年
生
の
保
護
者
の
皆
様

は
法
学
部
教
員
と
の
個
人
面
談
へ
と
移
り
、６
名
の
法
学

部
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
、受
付
で
配
付
し

た
成
績
表
を
見
な
が
ら
単
位
修
得
状
況
な
ど
を
説
明
し
、

質
問
に
答
え
る
形
で
懇
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
保
護
者
の
皆
様
か
ら
は
、授
業
の
出
席
状
況
は
、順
調

に
卒
業
で
き
る
の
か
、法
学
部
を
卒
業
し
た
後
の
進
路

は
、大
学
院
へ
の
進
学
状
況
は
、公
務
員
試
験
の
合
格
状

況
は
、な
ど
様
々
な
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
個
人
面
談
と
並
行
し
て
１
年
生
の
保
護
者
の
皆
様
に

は
、別
会
場
で
学
生
生
活
に
関
す
る
こ
と
、授
業
に
関
す

る
こ
と
の
他
に
、法
学
検
定
試
験
対
策
講
座
、公
務
員
試

験
対
策
講
座
、夏
季
休
暇
中
に
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
行
う
短

期
語
学
セ
ミ
ナ
ー
、外
国
人
教
員
と
昼
食
を
と
り
な
が
ら

英
会
話
を
楽
し
む
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
チ
、模
擬
裁

判
、法
律
討
論
会
、毎
日
昼
休
み
に
実
施
し
て
い
る
個
人

面
談
な
ど
、法
学
部
が
独
自
に
開
催
し
て
い
る
行
事
を
紹

介
し
、こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、学
生
生
活
を
一
層
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
た
だ
く

よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
し

て
、毎
月
14
日
に
大
学
お
よ
び
法
学
部
の
現
況
を
お
知
ら

せ
す
る
法
学
部
独
自
の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス「
14（
ト
ー

ヨ
ー
）メ
ー
ル
」へ
の
ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、順
番
待
ち
の
方
や
面
談
が
終
了
し
た
方
に
は
、

説
明
会
と
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
校
舎
見
学
会
に
ご

参
加
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

見
学
会
は
、昨
年
迎
え
た
創
立
１
２
５
周
年
を
記
念
し
て

建
設
し
た
８
号
館
な
ど
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
諸
施
設
を
ご

覧
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
面
談
終
了
後
は
、２
号
館
16
階
の
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
を
会

場
に
懇
親
会
が
行
わ
れ
、会
員
の
皆
様
と
教
職
員
が
懇
談

を
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
、今
年
度
の
懇
談
会
の
様
子
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
今
回
参
加
い
た
だ
け
な
か
っ

た
皆
様
に
は
、い
ず
れ
機
会
が
あ
れ
ば
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
、学
生
た
ち
が
学
習
し
て
い
る
様
子

を
ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
今
回
の
面
談
、懇
親
会
を
通
じ
て
保
護
者
の
皆
様
が
、学

習
の
様
子
だ
け
で
な
く
、特
に
卒
業
後
の
進
路
に
大
き
な

関
心
を
お
持
ち
で
あ
り
、就
職
支
援
な
ど
大
学
に
対
す
る

期
待
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　
東
洋
大
学
は
、哲
学
を
教
育
理
念
に
据
え
た
、伝
統
あ

る
総
合
大
学
で
す
。本
学
で
は
、総
合
大
学
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
て
、学
生
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、充
実

し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
多
彩
な
メ

ニ
ュ
ー
を
揃
え
て
い
ま
す
。学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、授
業

だ
け
で
な
く
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、大
学
と
い
う
学

び
の
場
を
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
、幅
広
い
教
養
を

身
に
付
け
る
と
と
も
に
、自
己
の
専
門
を
深
め
、社
会
人

と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、大
き
く
成

長
し
て
ほ
し
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。そ
し
て
卒
業
後

に
、東
洋
大
学
で
学
ん
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
目
標
に
、こ
れ
か
ら
も
支
援
を
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

教
務
部
法
学
部
教
務
課 

課
長

　吉
田  

和
弘

白
山
校
舎
甫
水
懇
談
会
に
協
力
し
て

平
成
二
十
五
年
度 

四
校
舎
﹁
甫
水
懇
談
会
﹂

平
成
二
十
五
年
度 

四
校
舎
﹁
甫
水
懇
談
会
﹂
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平
成
25
年
６
月
30
日（
日
）川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
、１
７
９
名
の
父
母
を
お
迎
え
し
甫
水
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、理
工
学
部
長
、総
合
情
報
学
部
長
の
挨
拶
の

後
、グ
ロ
ー
バ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
・
副
セ
ン

タ
ー
長
、小
島
貴
子
理
工
学
部
准
教
授
の「
親
力
で
決
ま

る
！
就
職
活
動
で
の
成
長
と
希
望
」の
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
近
年
の
甫
水
懇
談
会
に
お
か
れ
て
は
、一
番
関
心
の
あ

る
講
演
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
講
演
会
終
了
後
に
個
別
面
談
が
行
わ
れ
、工
学
部
、理

工
学
部
、総
合
情
報
学
部
に
分
か
れ
て
、各
学
科
の
教
員

に
よ
る
面
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、ご
父
母
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
質
問
の
多
い
就
職
相
談
も
個
別
に
実

施
し
ま
し
た
。

　
自
由
見
学
に
お
い
て
は
、機
械
工
学
科
製
図
室
、応
用

化
学
学
生
実
験
室
、図
書
館
、バ
イ
オ
・
ナ
ノ
セ
ン
タ
ー
・

ベ
ー
タ
棟
、硬
式
野
球
場
、陸
上
競
技
場
な
ど
を
自
由
に

見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。緑
豊
か
な
広
大
な
学
習
環

境
を
見
て
い
だ
だ
け
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
今
年
度
、川
越
校
舎
に
お
い
て
は
、基
盤
教
育
に
お
け

る
、哲
学
・
自
校
教
育
の
重
視
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
、

国
際
化
の
推
進
の
た
め
の
英
語
科
目
の
充
実
を
図
る
た

め
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

　
理
工
学
部
に
お
い
て
は
、「
こ
れ
か
ら
の
技
術
者
は
、産

業
構
造
の
多
様
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る

技
術
・
価
値
観
な
ど
の
変
化
に
対
し
て
、自
己
の
本
質
を
見

失
わ
ず
柔
軟
に
対
応
で
き
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、自
己

の
本
質
を
見
失
わ
な
い
生
き
方
＝
哲
学（
フ
ィ
ロ
ソ

フ
ィ
ー
）を
持
ち
、探
求
す
る「
理
の
知
」と
か
た
ち
づ
く
る

「
工
の
知
」の
観
点
か
ら
次
世
代
も
の
づ
く
り
技
術
の
展
開

を
担
う
こ
と
の
で
き
る
実
践
的
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
を

目
指
す
」こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
総
合
情
報
学
部
に
お
い
て
は
、文
理
の
枠
を
超
え
、社

会
・
経
済
・
文
化
・
芸
術
・
環
境
・
心
理
な
ど
の
多
様
な
分
野

で
情
報
を
的
確
に
収
集
・
編
集
・
表
現
し
、情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）が
促
す
知
識
社
会
を
先
導
す
る
人
材
、「
第
一

級
の
情
報
の
作
り
手
・
使
い
手
」を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
、こ
の
よ
う
な
そ
れ
ぞ

れ
の
学
部
の
特
色
に
応
じ
て
、甫
水
懇
談
会
の
他
、学
習

相
談
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。成
績
、授
業
内
容
、学
生
生

活
な
ど
で
不
安
を
抱
え
た
学
生
に
、さ
ら
に
行
事
の
み
で

は
な
く
教
学
課
窓
口
、教
員
の
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、教
職
員
が
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、学
習
支
援
体
制
と
し
て
は
、基
礎
科
目
学
習
支

援
室（
数
学
・
物
理
）、英
語
学
習
支
援
室
が
あ
り
ま
す
。

　
教
員
な
ど
に
よ
る
き
め
の
細
か
い
対
応
を
し
て
い
ま

す
の
で
、気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
甫
水
懇
談
会
は
、ご
子
女
の
学
習
状
況
、学
習

環
境
を
知
る
機
会
で
す
、ぜ
ひ
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

川
越
事
務
部
教
学
課

　課
長

　須
田

　文
子

川
越
校
舎
甫
水
懇
談
会
に
協
力
し
て
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６
月
22
日
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
甫
水
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
１
０
０
名
を
超
え
る
父
母

を
お
迎
え
し
、盛
況
の
う
ち
に
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
を

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
21
年
４
月
に
国
際
地
域
学
部
が
白
山
第
２
キ
ャ
ン

パ
ス
に
移
転
し
た
後
、板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
は
生
命
科
学
部

生
命
科
学
科
、生
命
科
学
部
応
用
生
物
科
学
科
、生
命
科
学

部
食
環
境
科
学
科
の
１
学
部
３
学
科
で
運
営
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。こ
の
た
び
平
成
25
年
４
月
に
生
命
科
学
部
食
環

境
科
学
科
を
基
礎
と
し
、食
環
境
科
学
科
、健
康
栄
養
学
科

を
擁
す
る
食
環
境
科
学
部
を
開
設
す
る
運
び
と
な
り
、新

た
な
２
学
部
体
制
と
な
っ
て
初
の
甫
水
懇
談
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
当
日
は
大
熊
廣
一
常
務
理
事
の
挨
拶
に
始
ま
り
生
命

科
学
部
、食
環
境
科
学
部
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
長
挨
拶
の

後
、株
式
会
社
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ニ
ン
グ
研
究
所
よ
り

人
事
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
櫻
井
照
士
氏
を
お
招
き

し
、「
今
、ど
ん
な
学
生
が
就
職
活
動
で
結
果
を
出
し
て
い

る
か
？
」と
題
し
た
50
分
に
わ
た
る
講
演
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。櫻
井
氏
は
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
て

い
る
学
生
対
象
の
キ
ャ
リ
ア
講
演
会
等
に
も
お
招
き
し

ご
講
演
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。企
業
で
の
採
用
経
験
及

び
人
材
育
成
業
務
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
説
得
力
あ
る

ト
ー
ク
が
学
生
に
も
評
判
の
講
師
で
す
。保
護
者
の
皆
様

に
と
り
ま
し
て
は
お
子
様
の
就
職
活
動
そ
し
て
就
職
が

一
番
の
関
心
事
で
あ
り
、ま
た
心
配
事
と
な
っ
て
い
る
か

と
存
じ
ま
す
の
で
、ご
興
味
を
持
っ
て
聴
講
し
て
い
た
だ

け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
講
演
終
了
後
は
各
学
科
に
分
か
れ
、学
科
説
明
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。学
科
長
に
よ
る
学
科
の
教
育
内
容

等
の
説
明
を
お
聞
き
い
た
だ
い
た
こ
と
で
お
子
様
が
本

学
で
学
ん
で
い
る
事
の
一
端
を
ご
理
解
い
た
だ
け
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
行
っ
た
個
別
面
談
で
は
教
員
に
加
え
、事
務

課
職
員
が
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、近
年
は
お

子
様
の
成
績
表
を
保
証
人
様
宛
に
、年
２
度
お
送
り
し
、

ご
家
庭
で
ご
確
認
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
か
、成
績
に
関

す
る
質
問
は
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。や
は
り
、一
番

の
質
問
は
就
職
活
動
、就
職
支
援
に
つ
い
て
で
し
た
。板
倉

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、キ
ャ
リ
ア
形
成
・
就
職
支
援
室
を
設
置

し
専
属
で
２
名
の
相
談
員
を
配
置
し
て
い
る
他
、事
務
課

に
も
担
当
者
を
置
き
、諸
々
の
就
職
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
・
講

演
会
の
企
画
、運
営
は
も
ち
ろ
ん
、い
つ
で
も
学
生
の
質
問

に
応
じ
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。就
職
活
動
は

３
年
次
に
い
き
な
り
始
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。低

学
年
の
う
ち
か
ら「
今
何
を
す
る
べ
き
か
」を
考
え
行
動
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、低
学
年
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
も
重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。

　
最
後
は
、10
万
坪
の
広
大
な
自
然
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、学
生
食
堂
で
和
や
か
に

懇
親
会
を
行
い
、無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
学
部
と
な
っ
た
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
生
命（
命
）」

「
環
境
」「
食
」「
健
康
」「
栄
養
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
教
育
・
研

究
活
動
に
邁
進
す
る
と
と
も
に
、社
会
に
貢
献
し
、グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、学

生
・
教
員
・
職
員
が
一
環
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
る
所

存
で
す
。ご
父
母
の
皆
様
に
も
引
き
続
き
ご
支
援
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

板
倉
事
務
部
板
倉
事
務
課

　課
長

　吉
田

　邦
子

板
倉
校
舎
甫
水
懇
談
会
に
協
力
し
て
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●
朝
霞
校
舎
に
お
け
る
甫
水
会
懇
談
会

　
今
年
度
は
六
月
二
十
二
日（
土
）午
後
十
二
時
三
十
分

よ
り
当
校
舎
の
講
義
棟
三
一
四
教
室
に
お
い
て
、全
体
会

と
し
て
甫
水
会
役
員
か
ら
の
開
会
宣
言
と
挨
拶
、ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
学
部
長
の
挨
拶
、就
職
に
関
す
る
講
演
と
続

き
、そ
の
後
、ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
各
学
科
・
専
攻
ご

と
の
説
明
会
お
よ
び
各
種
個
別
相
談
会
、キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
、懇
親
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
予
定
通
り
進
行
し
た
。

　
保
護
者
の
参
加
は
九
十
名
ほ
ど
で
し
た
が
、全
体
会
の

挨
拶
で
は
本
学
が
目
指
す「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
」の
育
成

に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
学
生
支
援
へ
の
期

待
、対
応
等
が
述
べ
ら
れ
た
。就
職
に
関
す
る
講
演
会
で

は
、不
肖
柴
田
よ
り「
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
卒
業
生
の
進
路
」

と
題
し
て
、今
年
三
月
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
卒
業
生

の
卒
業
後
の
進
路
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
し
た
各
学

科
・
専
攻
ご
と
の
進
路
実
態
を
説
明
し
、そ
の
進
路
の
特

徴
的
な
事
柄
を
分
析
し
て
、今
後
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学

部
学
生
の
就
職
活
動
へ
の
準
備
、ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
道

筋
、支
援
策
の
ヒ
ン
ト
を
提
示
し
た
と
い
う
内
容
で
し

た
。提
示
例
と
し
て
、「
企
業
と
本
学
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
」の
デ
ー
タ
を
示
し
、企
業
が
採

用
基
準
と
し
て
重
視
す
る
項
目
と
学
生
が
面
接
等
で
ア

ピ
ー
ル
す
る
項
目
を
比
較
し
て
、特
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
著
し

い
例
と
し
て
、学
生
は「
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
や
所
属
サ
ー

ク
ル
ク
ラ
ブ
活
動
」を
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
い
る

も
の
の
、企
業
側
は
ま
っ
た
く
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
な

い
こ
と
を
紹
介
し
た
。ま
た
、企
業
が
実
際
に
行
っ
た
採

用
活
動
プ
ロ
セ
ス
と
学
生
が
実
際
に
行
っ
た
就
職
活
動

プ
ロ
セ
ス
を
そ
の
実
施
率
か
ら
の
比
較
で
、企
業
等
採
用

者
が
学
生
に
求
め
て
い
る
項
目
と
学
生
が
就
職
活
動
で

重
視
し
て
い
る
項
目
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
例
示
し
、今
後
、ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
学
生
の
就
職
活
動
が
効
果
あ
る
も

の
と
す
る
具
体
策―

採
用
側
の
意
図
な
ど
的
確
な
情
報

収
集
活
動
と
速
や
か
な
学
生
へ
の
情
報
還
元
を
図
り
つ

つ
、各
種
の
就
職
講
座
、相
談
業
務
な
ど
の
ル
ー
テ
ィ
ン

活
動
を
通
じ
て
決
め
細
や
か
な
支
援
を
し
て
い
く
こ
と

な
ど
の
説
明
を
行
っ
た
。

●
朝
霞
校
舎
お
よ
び
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
紹
介

　
朝
霞
校
舎
は
一
九
七
七（
昭
和
五
十
二
）年
に
開
校
し

た
の
で
す
が
、当
時
は
、東
洋
大
学
の
本
部
校
舎
で
あ
る

白
山
校
舎（
東
京
都
文
京
区
白
山
五
丁
目
）の
五
学
部（
文

学
部
、経
済
学
部
、経
営
学
部
、法
学
部
、社
会
学
部
お
よ

び
第
二
部
）の
一
年
か
ら
四
年
生
の
一
貫
授
業
体
制
で
し

た
。し
か
し
、校
舎
、校
地
が
狭
隘
で
学
生
収
容
能
力
も
限

界
に
達
し
て
い
ま
し
た
。こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
、現

在
の
朝
霞
校
舎
の
用
地
を
取
得
し
、前
述
の
白
山
校
舎
五

学
部
の
一
、二
年
生
が
授
業
を
展
開
す
る
校
舎
と
し
て
現

在
に
至
り
ま
し
た
。当
時
は
都
内
に
あ
っ
た
ほ
と
ん
ど
の

総
合
大
学
が
、本
学
と
同
じ
理
由
で
郊
外
に
移
転
し
て
い

き
ま
し
た
。二
〇
〇
五（
平
成
十
七
）年
に
こ
の
五
学
部
の

一
、二
年
生
が
白
山
校
舎
で
の
一
貫
教
育
が
可
能
と
な
っ

た
こ
と
に
伴
う
移
転
に
よ
り
、新
た
に
、ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
学
部
が
誕
生
し
ま
し
た
。来
年
は
学
部
開
設
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ（Q

uality O
f Life

＝
生
活
の
質
）の
考
え
方
に
基
づ
き
、生
命
の
営
み
と
生

活
を
ど
の
よ
う
に
描
く
の
か
、そ
の
こ
と
に
関
す
る
教
育

と
研
究
を
行
う
学
部
で
す
。生
活
上
の
困
難
や
障
害
、又
、

そ
の
支
援
の
方
法
、心
身
機
能
や
健
康
の
維
持
・
促
進
、生

活
環
境
の
整
備
や
街
づ
く
り
ま
で
人
々
の
生
活
に
係
る

諸
問
題
を
総
合
的
に
分
析
し
、そ
れ
ら
に
対
応
す
る
政
策

や
技
術
の
あ
り
方
を
、理
論
と
実
践
の
両
面
か
ら
学
生
に

修
得
さ
せ
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。又
、地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
地
域
住
民
、行
政
の
期
待
に
応
え
る
住
民
参

加
型
の
特
色
あ
る
学
部
教
育
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

●
本
学
の
将
来
構
想
と
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部

　
二
十
一
世
紀
に
あ
る
べ
き
本
学
の
姿
は
、百
二
十
五
年

前
に
学
祖
井
上
円
了
が
唱
え
た「
諸
学
の
基
礎
は
哲
学
に

あ
り
」「
独
立
自
活
」の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
て
い
ま
す
。物

事
の
本
質
を
見
極
め
る
力
を
持
ち
、自
立
し
た
東
洋
大
生

を
世
に
送
り
出
す
こ
と
で
す
。現
在
の「
グ
ロ
ー
バ
ル
人

財
」の
育
成
の
た
め
の
三
本
柱
で
あ
る「
哲
学
教
育
」「
国

際
化
教
育
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」は
、自
己
を
探
求
し
、多
様

な
価
値
観
に
触
れ
、自
律（
自
立
）し
た
社
会
人
と
し
て
の

東
洋
大
生
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
で
す
。そ
の
方
向
性
の

枠
組
み
で
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
教
育
も
展
開
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
終
わ
り
に

　
現
在
建
設
中
の
新
体
育
館
お
よ
び
学
生
ホ
ー
ル
、テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
設
置
、来
年
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
図
書
館

な
ど
キ
ャ
ン
パ
ス
内
諸
施
設
設
備
の
再
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。正
課
、課
外
活
動
、学
習
の
場
面
に
お
い
て
、こ

の
諸
施
設
を
大
い
に
利
用
す
る
よ
う
保
護
者
の
皆
様
か

ら
も
ご
子
弟
に
お
話
を
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

●
朝
霞
校
舎
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
左
記
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
電
話
〇
四
八―

四
六
八―

六
三
一
一

　
朝
霞
事
務
部
　
朝
霞
事
務
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

朝
霞
事
務
部

　部
長

　柴
田

　幹
男

平
成
二
十
五
年
度「
朝
霞
校
舎
甫
水
会
懇
談
会
に
協
力
し
て
」
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　「
文
３
．６
％ 

１
５
８
」「
経
３
．８
％ 

１
３
１
」「
営
３
．

６
％ 

１
３
４
」「
法
４
．２
％ 
１
２
３
」「
社
５
．１
％ 

１
６
７
」

「
国
３
．８
％ 

８
３
」

　
首
都
圏（
東
京
都
・
神
奈
川
県
・
埼
玉
県
・
千
葉
県
・
茨
城

県
）に
お
住
い
で
、白
山
校
舎
に
通
学
さ
れ
る
ご
子
女
の

保
証
人（
父
母
、保
護
者
）を
対
象
と
す
る「
甫
水
懇
談
会
」

（
平
成
25
年
６
月
３
０
日
）の
デ
ー
タ
を「
学
部
、出
席
率
、

出
席
者
数
」の
順
に
記
し
て
み
ま
し
た
。白
山
全
体
が
７

９
６/

１
９
９
２
６
名
＝
３
．９
９
％
と
い
う
出
席
率
は
低

い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
昨
年
度
の
６

５
１
名
に
比
し
て
、２
２
％
の
ア
ッ
プ
は
素
直
に
喜
ん
で

い
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
ょ
う
。今
後
更
に
出
席
者
の
増

加
を
目
指
す
な
ら
、社
会
学
部
の
出
席
率
が
な
ぜ
群
を
抜

い
て
高
い
の
か
、過
去
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
の
検
証
が

必
要
で
す
。

　
甫
水
懇
談
会
の
内
容
で
す
が
、全
体
会
冒
頭
の
竹
村
牧

男
学
長
の
ご
挨
拶
の
骨
子
を「
井
上
円
了
の『
哲
学
教
育
』

を
基
に
し
た『
人
間
力
育
成
』」は
、「
現
東
洋
大
の
目
指
す

『
国
際
的
通
用
力
育
成
』に
適
う
も
の
」と
、筆
者
は
解
釈

致
し
ま
し
た
。

　
次
に
東
洋
大
学
常
務
理
事
で
あ
り
、甫
水
会
常
任
理
事

で
あ
る
大
熊
廣
一
生
命
科
学
部
長
教
授
よ
り「
白
山
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
国
際
地
域
学
部
・
法
科
大
学
院
の
講
義
開
始
、

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス
コ
ア
と
連
動
し
た
英
語
教
育
・
短
期
留
学

支
援
・
キ
ャ
ン
パ
ス
内
英
会
話
講
座
開
設
、社
会
で
求
め

ら
れ
る
汎
用
的
能
力
・
態
度
・
志
向
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
導

入
、井
上
円
了
哲
学
塾（
講
師
陣
：
堺
屋
太
一
・
安
藤
忠
雄
・

細
川
護
熙
・
梅
原
猛
な
ど
）の
開
設
」が
さ
れ
る
と
の
大
学

近
況
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
更
に
、ｋ
ｋ
．Ａ
Ｂ
Ｃ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
山
本
み

ど
り
ｃ
ｃ
よ
り「
現
大
学
生
の
最
大
の
短
所
は『
実
体
験

の
不
足
』で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
日
常
を
過
ご
す
必
要

が
あ
る
」と
の
講
演
が
さ
れ
た
後
、応
援
指
導
部
の
演
舞

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
、甫
水
会
村
田
薫
会
長
は「
甫
水
会
員
で
あ
る
と

同
時
に
本
学
イ
ン
ド
哲
学
科
生
で
も
あ
り
、充
実
し
た
学

生
生
活
を
送
っ
て
い
る
」と
の
挨
拶
を
致
し
、文
系
６
学

部
長
教
授（
文
・
中
山
尚
夫
教
授
、経
済
・
小
川
芳
樹
教
授
、

経
営
・
旭
貴
朗
教
授
、法
・
櫻
本
正
樹
教
授
、社
会
・
森
田
明

美
教
授
、国
際
地
域
・
藤
井
敏
信
教
授
）の
紹
介
が
あ
り
、

次
い
で
学
部
・
学
科
ご
と
の
会
場
に
分
か
れ
、方
針
説
明

後
履
修
状
況
や
進
路
の
個
別
面
談
が
行
わ
れ
、同
時
進
行

で
事
務
局
職
員
に
よ
る
生
活
相
談
・
就
職
相
談
・
校
舎
見

学
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
16
階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
、寛

い
だ
雰
囲
気
の
中
で
甫
水
会
員
・
教
員
・
職
員
間
の
胸
襟

を
開
い
た
会
話
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
世
に「
面
倒
見
の
よ
い
大
学
」を
謳
う
大
学
は
数
多
あ

り
ま
す
。し
か
し
筆
者
に
と
っ
て
三
度
目
の
甫
水
懇
談
会

を
俯
瞰
す
る
に
、こ
こ
ま
で
懇
切
丁
寧
な
父
母
会
・
保
護

者
会
を
実
施
し
て
い
る
大
学
は
ほ
と
ん
ど
東
洋
大
の
み

で
あ
り
、こ
の
稀
有
な
ソ
フ
ト
が
永
久
的
に
継
承
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
こ
と
を
筆
者
は
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
時
あ
た
か
もglobalism

の
真
っ
只
中
で
す
。東
洋
大
が

国
際
化
のhard&

soft

整
備
に
傾
注
す
る
の
は
当
然
で
あ

り
、他
大
学
の
後
塵
を
拝
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し

僭
越
の
誹
り
を
覚
悟
で
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
頂
く
な
ら
、

我
が
国
の
外
国
語
修
得
の
体
系
は
聖
徳
太
子（
の
代
）に

よ
り
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
、漱
石
に
よ
っ
て
そ
の
近
代
的
表
現

を
既
に
得
て
お
り
、そ
の
文
化
的
継
承
は
連
綿
と
成
さ
れ

て
き
た
と
筆
者
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
。で
な
け
れ
ば
今

日
の
日
本
の「
国
際
成
人
力
調
査―

読
解
力
世
界
一
」の

説
明
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　
そ
の
詳
細
を
語
る
に
は
字
数
が
尽
き
て
お
り
ま
す
が
、

即
ちglobality

は「
過
程
」で
あ
っ
て
、「
目
的
」で
は
あ
り

ま
せ
ん
。過
日
、某
外
国
語
会
話
学
校
のnative speaker

と
接
す
る
機
会
を
得
た
折
、彼
曰
く"In the near 

future that tool w
ill oust us from

 our offi
ce

…
."

と
。彼
の
予
見
が
正
鵠
を
得
る
で
あ
ろ
う
と
、筆
者
は
必

ず
し
も
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
少

な
か
ら
ぬ
示
唆
を
与
え
ら
れ
た
の
で
は
あ
り
ま
し
た
。

東
洋
大
学
甫
水
会
副
会
長

　須
田

　龍
一

白
山
校
舎
甫
水
懇
談
会
に
出
席
し
て
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７
月
末
、栃
木
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
支
部
総
会

（
甫
水
懇
談
会
）に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。多
く
の
ご
父
母

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、特
に
新
入
生
の
保
護
者
の

方
が
四
割
と
大
学
入
学
に
際
し
て
の
不
安
と
期
待
が
大

き
く
反
映
し
て
い
る
も
の
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。保
護
者

の
方
々
と
大
学
の
教
職
員
の
交
流
や
説
明
会
は
非
常
に

有
意
義
な
も
の
で
あ
り
、全
国
規
模
で
行
わ
れ
て
い
る
甫

水
懇
談
会
に
よ
る
東
洋
大
学
の
姿
勢
は
参
加
者
の
方
々

か
ら
も
大
き
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
学
側
か
ら
の
説
明
に
お
い
て
は
ま
ず
、事
務
局
か
ら

学
生
の
就
職
状
況
と
就
職
活
動
に
勤
し
ん
で
い
る
学
生

へ
の
保
護
者
の
方
々
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な

例
を
挙
げ
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
が
な
さ
れ
、就
職

活
動
状
況
や
就
職
に
対
す
る
不
安
が
か
な
り
解
消
し
た

の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。次
に
、大
学
側
代

表
と
し
て
資
料「
大
学
の
い
ま
」を
基
に
大
学
全
体
の
現

況
を
報
告
し
ま
し
た
。東
洋
大
学
創
立
者
・
井
上
円
了
先

生
に
つ
い
て
東
洋
大
学
の
基
礎
理
念「
哲
学
」を
説
明
し
、

福
川
伸
次
理
事
長
と
竹
村
牧
男
学
長
の
人
柄
を
踏
ま
え

て
大
学
の
方
針
等
に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
の
東
洋
大
学
創
立
１
２
５
周
年
記
念
を
機
に「
未
来

へ
の
飛
躍
」を
目
指
し
た
東
洋
大
学
の
取
り
組
み
と
、各

キ
ャ
ン
パ
ス
の
概
要
・
施
設
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

特
に
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
」を
育
成
す
る
三
つ
の
柱
と
し

て
、「
哲
学
教
育
」、「
国
際
化
」と「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」に
つ

い
て「
数
字
で
見
る
東
洋
大
学
」の
デ
ー
タ
を
示
し
な
が

ら
詳
細
に
説
明
し
、高
い
就
職
率
や
企
業
か
ら
の
求
人
数

の
多
さ
な
ど
か
ら
、就
職
に
対
し
て
の
不
安
に
つ
い
て
若

干
で
も
安
心
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
説
明
に
お
い
て
、理
工
系
の
学
部
は
就
職
率

が
高
い
が
原
級
率
も
高
い
こ
と
を
取
り
あ
げ
、理
工
学
部

長
と
し
て
、「
４
年
間
で
の
卒
業
」と「
就
職
決
定
」を
最
重

要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
具
体
例
を
あ

げ
て
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
。大
学
の
講
義
内
容
を
理
解

す
る
こ
と
が
困
難
な
学
生
に
は
学
習
支
援
室
の
利
用
を

勧
め
、出
席
不
良
な
学
生
に
関
し
て
は
必
修
科
目
を
中
心

に
出
席
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
学
生
・
保
護
者
の
方
に
連
絡
を

し
、半
期
ご
と
に
保
護
者
の
方
々
へ
の
説
明
会（
学
修
相

談
会
）を
実
施
し
、学
生
・
保
護
者
・
教
職
員
の
協
力
に
よ

る
学
生
の「
４
年
間
で
の
卒
業
」と「
学
士
力
の
質
保
証
」

へ
の
取
り
組
み
へ
の
保
護
者
の
方
々
の
ご
理
解
と
協
力

を
求
め
ま
し
た
。就
職
に
関
し
て
は
保
護
者
の
方
々
の
関

心
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、事
務
局
か
ら
の
就
職
の
説
明
は

高
く
評
価
さ
れ
、グ
ロ
ー
バ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン

タ
ー
の
設
置
と
そ
の
活
動
に
関
心
が
高
い
よ
う
で
し
た
。

し
か
し
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
利
用
学
生
が
あ
ま
り
多

く
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、「
担
当
者
が
怖
い
か

ら
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
な
い
」と
の
学
生
か
ら
の
意
見
が

あ
る
と
の
こ
と
で
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
担
当
者
の
熱
意

が
学
生
に
は
伝
わ
り
に
く
い
場
合
も
あ
る
よ
う
で
あ
り
、

大
学
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
踏
ま
え
て
学
生
へ

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
指
導
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
教
育
と
就
職
に
関
し
て
の
質
問
に
加
え
て
、保
護
者
の

方
か
ら
次
の
よ
う
な
質
問
や
要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

○
卒
業
式・入
学
式
に
お
い
て
保
護
者
の
出
席
者
数
制
限

が
あ
る
が
、出
席
者
数
の
制
限
を
し
な
い
で
ほ
し
い
。

○
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
街
灯
・
女
子
寮
な
ど
、セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
・
安
全
面
に
不
安
が
あ
る
。

○
板
倉
・
朝
霞
・
川
越
の
学
生
食
堂
を
白
山
キ
ャ
ン
パ

ス
な
み
に
充
実
し
て
ほ
し
い
。

○
留
学
や
語
学
研
修
、さ
ら
に
協
定
校
語
学
留
学
へ
の

関
心
が
高
い
。

○
甫
水
会
の
役
員
の
方
々
は
名
札
を
つ
け
て
い
る
が
、

大
学
側
の
教
職
員
の
名
札（
部
署
・
氏
名
）も
着
用
し

た
方
が
良
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
多
く
の
質
問
・
要
望
が
な
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、前
年
時
に
も
同
様
の
質
問
事
項
が
あ
り
、大
学

と
し
て
即
時
に
対
応
可
能
な
も
の
も
あ
り
、あ
る
い
は
過

去
の
質
問
事
項
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
の
説
明

が
き
ち
ん
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
大
学
と
し
て
こ
の
よ
う
な
懇
親
会
は
、保
護
者
の
方
々

の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、ま
た
保
護
者
の

方
々
の
要
望
等
の
情
報
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会

と
し
て
貴
重
で
あ
り
、「
未
来
あ
る
若
者
」の
育
成
を
目
指

し
、保
護
者
の
方
々
と
大
学
教
職
員
が
理
解
・
協
力
し

合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
工
学
部
長（
兼
）工
学
部
長

　吉
田  

泰
彦

平
成
二
十
五
年
度 

栃
木
県
支
部
総
会
に
出
席
し
て

平
成
二
十
五
年
度

支
部
総
会︵
甫
水
懇
談
会
︶に
出
席
し
て

平
成
二
十
五
年
度

支
部
総
会︵
甫
水
懇
談
会
︶に
出
席
し
て
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８
月
３
日
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
た
東
洋
大
学
甫
水
会

石
川
県
支
部
甫
水
懇
談
会
・
支
部
総
会
に
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。大
学
か
ら
は
中
山
文
学
部
長
と
職
員
３

名
で
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。私
た
ち
職
員
は
主

に
ご
父
母
と
の
面
談
を
行
い
ま
し
た
。面
談
で
は
成
績
表

を
基
に
し
た
学
業
状
況
の
確
認
と
注
意
事
項
の
伝
達
を

行
い
ま
し
た
。成
績
表
は
父
母
へ
送
付
す
る
シ
ス
テ
ム
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、成
績
表
の
見
方
な
ど
の
理
解
に
難
し

い
部
分
も
あ
る
た
め
、丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
に
努
め
ま

し
た
。石
川
県
支
部
へ
の
参
加
に
際
し
、面
談
を
希
望
す

る
方
々
の
ご
子
女
の
成
績
内
容
を
各
学
部
教
務
担
当
者

か
ら
事
前
に
詳
細
を
知
ら
せ
て
い
た
だ
き
、正
確
な
内
容

を
ご
父
母
に
お
伝
え
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。面
談
で

は
就
職
に
関
す
る
相
談
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。ご
父
母
の

話
し
か
ら
も
石
川
県
は
関
西（
大
阪
）圏
へ
の
大
学
進
学

が
多
く
、Ｕ
タ
ー
ン
就
職
に
際
し
て
は
企
業
側
の
関
東
の

大
学
に
関
す
る
認
識
が
低
い
の
で
は
と
い
う
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。ご
父
母
に
は
ご
子
女
に
対
し
本
学
の
キ
ャ

リ
ア
支
援
は
充
実
し
て
い
る
の
で
積
極
的
な
キ
ャ
リ
ア

支
援
室
の
利
用
と
キ
ャ
リ
ア
支
援
行
事
へ
の
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
学
が
国
際
化
の
推
進
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
な

か
、留
学
に
関
す
る
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。学
内
を
問
わ

ず
学
外
に
も
多
く
の
留
学
支
援
が
あ
り
、ご
父
母
に
は
そ

の
留
学
の
内
容
に
不
安
も
多
く
、ま
た
、大
学
が
実
施
す

る
留
学
制
度
を
知
り
た
い
と
い
う
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

ご
子
女
が
在
学
期
間
中
に
留
学
を
志
望
す
る
場
合
に
は

国
際
推
進
課
ま
た
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
担
当
窓
口
を
ご

利
用
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
甫
水
懇
談
会
の
面
談
で「
東
京
で
何
を
し
て

い
る
か
わ
か
ら
な
い
」、「
大
学
に
あ
ま
り
行
っ
て
い
な

い
よ
う
だ
」な
ど
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
近
年
は
ご
子
女
と
ご
父
母
を
結
ぶ
連
絡
手
段
と
し
て
、

携
帯
電
話
、メ
ー
ル
、ま
た
、簡
単
に
利
用
で
き
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン（T

w
itter

・

Facebook

・LIN
E

な
ど
）な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。ご
父
母
の
も
と
を
離
れ
一
人
暮
ら

し
や
合
宿
所
・
寮
生
活
を
始
め
る
と
、い
つ
し
か
連
絡
の
間

隔
が
あ
き
、自
分
自
身
の
用
事
が
あ
る
と
き
に
し
か
連
絡

を
し
な
く
な
る
よ
う
で
す
。大
学
進
学
前
に
は
目
で
見
え

て
い
た
ご
子
女
の
姿
・
様
子
が
、離
れ
離
れ
で
暮
ら
す
こ

と
に
よ
っ
て
、必
要
な
と
き
に
必
要
な
こ
と
だ
け
の
や

り
取
り
し
か
し
な
く
な
り
、大
学
の
成
績
や
就
職
活
動

の
こ
と
、ま
た
、学
生
生
活
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
的
な
こ

と
な
ど
、便
利
な
ツ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
す
が
、断
片
的
に

し
か
見
え
伝
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
心
配
と
不
安
が
多
く

あ
る
そ
う
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
が
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
て

も
大
学
生
活
を
ご
子
女
と
一
緒
に
過
ご
す
た
め
に
は
、

ご
子
女
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
欠
か
さ
な
い
こ

と
で
あ
り
、ま
た
、便
利
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
を『
効
果
的
』に
利
用
す
る
こ
と
で
親
子
の
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、石
川
県
の
ご
父
母
の
皆
様
と
お
話
し
が
で
き

た
こ
と
で
、ご
子
女
と
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
ご
父
母

の
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、会
話
の
中
か

ら
大
学
へ
の
期
待
も
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
学
が
ご
父
母
の
ご
期
待
に
応
え
、ご
子
女
の
大
学
で

の
生
活
が
ま
す
ま
す
充
実
す
る
よ
う
に
更
に
努
め
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。ご
父
母

の
皆
様
に
は
、面
談
で
話
し
た
内
容
を
ご
子
女
に
お
伝

え
い
た
だ
き
、ご
父
母
と
ご
子
女
が
一
緒
に
大
学
生
活

を
過
ご
し
て
い
く
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

存
じ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
は
、こ
の
よ
う
な
機
会
を
賜
り
、甫
水
会
本

部
、各
支
部
役
員
の
皆
様
、ま
た
、甫
水
会
会
員
の
皆
様
に

対
し
、あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、ご

子
女
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
致
し
ま
す
。

学
生
部
学
生
生
活
課 

課
長

　市
橋

　敏
之

石
川
県
支
部
総
会（
甫
水
懇
談
会
）に
出
席
し
て
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私
が
新
潟
県
支
部
の
役
員
に
選
出
さ
れ
た
の
が
四
年

前
の
甫
水
懇
談
会
・
支
部
総
会
の
日
で
し
た
。選
出
な
ん

て
か
っ
こ
良
い
感
じ
で
は
な
く
、「
来
年
の
甫
水
懇
談
会
・

支
部
総
会
の
受
付
の
お
手
伝
い
を
し
て
頂
け
ま
せ
ん

か
？
」と
受
付
係
の
役
員
の
方
に
聞
か
れ
て
の
で
、「
お
手

伝
い
な
ら
し
ま
す
よ
」と
言
っ
た
事
が
、イ
コ
ー
ル
新
役

員
選
出
と
言
う
事
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、新
役
員
紹
介

で「
一
年
生
役
員
の
荒
川
さ
ん
」と
紹
介
さ
れ
て
び
っ
く

り
仰
天
し
、同
じ
同
学
年
役
員
の
方
々
も「
し
て
や
ら
れ

た
」と
皆
さ
ん
口
々
に
し
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
四
年
間

の
役
員
経
験
は
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
の
は

私
だ
け
で
な
く
、同
じ
気
持
ち
で
役
員
活
動
さ
れ
て
い
る

方
々
ば
か
り
で
し
た
。選
出
方
法
も
二
年
前
よ
り
、支
部

総
会
後
の
休
憩
時
間
に
一
年
生
の
保
護
者
の
方
々
に
、役

員
活
動
を
説
明
し
て
支
部
運
営
を
お
手
伝
い
し
て
頂
け

る
方
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
二
五
年
度
の
甫
水
懇
談
会
・
支
部
総
会
は
七
月
二
一
日

の
日
曜
日
、会
場
は
毎
年
同
じ
新
潟
市
中
央
区「
ホ
テ
ル

イ
タ
リ
ア
軒
」新
潟
で
は
老
舗
ホ
テ
ル
で
創
業
明
治
七
年

の
洋
食
店
か
ら
ホ
テ
ル
と
な
っ
た
、伝
統
と
格
式
の
あ
る

ホ
テ
ル
で
、こ
の
五
階「
春
日
の
間
」に
て
午
後
一
時
よ
り

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
若
き
井
上
円
了
先
生
も
洋
食
イ
タ
リ
ア
軒
で
食
事
し

た
と
か
し
な
い
と
か…

？
　
私
の
空
想
で
す
。

　
来
賓
者
も
例
年
よ
り
大
勢
で
、甫
水
会
常
任
理
事
・
大

熊
廣
一
教
授
ほ
か
大
学
職
員
九
名
を
派
遣
し
て
頂
き
ま

し
た
。初
め
て
校
友
会
新
潟
県
支
部
長
を
お
誘
い
し
、校

友
会
と
甫
水
会
の
交
友
を
図
る
為
、支
部
長
の
植
木
宏
様

へ
ご
連
絡
し
た
所
、校
友
会
全
国
支
部
長
会
議
と
重
な

り
、代
理
と
し
て
本
間
直
彦
様
が
ご
臨
席
す
る
事
と
な
り

ま
し
た
。幹
事
役
の
川
越
事
務
部
・
岡
田
課
長
と
打
ち
合

わ
せ
を
重
ね
た
末
、甫
水
懇
談
会
や
個
人
面
談
が
、式
次

第
通
り
以
上
の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
で
終
え
る
事
が
で
き
、

ホ
ッ
と
胸
を
撫
で
下
し
ま
し
た
。支
部
役
員
全
員
も
、役

割
分
担
を
し
っ
か
り
と
果
し
、最
高
の
甫
水
懇
談
会
・
支

部
総
会
に
し
よ
う
と
心
掛
け
、参
加
六
三
名
の
会
員
の

方
々
を
お
迎
え
で
き
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
、支
部
長
の「
開
会
の
挨
拶
」、続
い
て「
甫
水

会
代
表
の
挨
拶
」を
大
熊
教
授
に
し
て
頂
き
、「
成
績
表
の

見
方
に
つ
い
て
」、「
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
つ
い
て
」と

続
き
、「
校
友
会
支
部
長
の
挨
拶
」、「
大
学
代
表
の
挨
拶
と

報
告
・
説
明
」を
再
び
大
熊
教
授
に
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
新
潟
県
支
部
総
会
で
各
議
案
の
説
明
と
承
認

し
て
頂
き
支
部
長
と
し
て
肩
の
荷
を
下
す
事
が
出
来
ま
し

た
。忙
し
く
楽
し
い
貴
重
な
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
第
三
部
は
昨
年
ま
で
就
職
説
明
会
と
同
時
開
催
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、今
年
は
就
職
説
明
会
を
単
独
開
催

に
致
し
ま
し
た
の
で
、そ
の
代
り
に
講
演
会「
東
洋
大
学

の
学
生
生
活
と
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
」と
い
う
テ
ー
マ
で

学
生
部
・
太
田
次
長
よ
り
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。親
元

か
ら
離
れ
一
人
暮
ら
し
の
不
安
、環
境
の
変
化
に
戸
惑
う

学
生
が
い
ま
す
。そ
こ
で
実
際
あ
っ
た
出
来
事
や
犯
罪
や

病
気
に
対
処
す
る
大
学
側
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
や
予
防
策

な
ど
を
講
演
し
て
頂
き
、会
員
の
方
々
に
役
立
て
て
頂
け

れ
ば
幸
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
第
四
部
の
懇
親
会
は
過
去
最
高
の
四
二
名
の
会
員
の

参
加
に
び
っ
く
り
致
し
ま
し
た
。会
員
と
来
賓
者
と
で
会

話
に
花
が
咲
き
親
睦
を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。特
に

他
支
部
の
保
護
者（
元
々
新
潟
の
方
で
お
子
様
も
新
潟
の

高
校
卒
業
）の
方
が
新
潟
県
支
部
の
総
会
の
参
加
可
否
の

確
認
の
電
話
を
私
の
所
に
頂
き
、即
時
参
加
を
お
願
い
し

ま
し
た
。そ
の
保
護
者
の
方
が
、参
加
し
て
参
考
に
な
っ

た
と
絶
賛
さ
れ
て
い
ま
し
た
。私
は
一
般
会
員
の
方
々

が
、他
支
部
行
事
の
参
加
を
大
い
に
行
え
る
甫
水
会
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
事
が
言
え
る
の
は
新
潟
県

支
部
役
員
が
努
力
し
た
賜
物
と
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
東
洋
大
学
と
校
友
会
そ
し
て
甫
水
会
の
益
々

の
発
展
と
御
健
勝
を
祈
念
し
て
、井
上
円
了
先
生
生
誕
の

地
、新
潟
県
支
部
が
大
い
に
盛
り
上
が
る
事
を
願
い
ま
し

て
報
告
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

甫
水
会
新
潟
県
支
部
前
支
部
長

　荒
川

　和
夫

甫
水
会
新
潟
県
支
部
総
会･

甫
水
懇
談
会
を
終
え
て
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太
陽
と
緑
の
国
み
や
ざ
き
。記
録
的
な
猛
暑
の
中
、七

夕
の
日
に
、宮
崎
市
内
の
東
洋
大
学
Ｏ
Ｂ
が
経
営
さ
れ
る

「
ホ
テ
ル 

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
宮
崎
」で
宮
崎
県
支
部
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
甫
水
会
宮
崎
県
支
部
の
会
員
数
は
、昨
年
の
23
名
か
ら

30
名
と
増
え
ま
し
た
が
、全
国
59
支
部
の
中
で
も
小
さ
い

支
部
で
す
。本
校
と
遠
く
離
れ
て
い
る
地
方
と
っ
て
、子

ど
も
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
東
洋
大
学
を
知
る
絶
好

の
機
会
と
し
て
、総
会
に
は
、会
員
、校
友
会
の
方
々
な
ど

21
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
崎
支
部
で
は
、本
部
と
の
連
携
に
よ
り
会
員
相
互
の

親
睦
、子
ど
も
の
有
意
義
な
る
学
生
生
活
の
支
援
を
活
動

の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。支
部
総
会
は
、会
務
審
議
、甫
水

懇
談
会
、個
別
面
談
に
加
え
、谷
口
前
支
部
長
が
確
立
さ

れ
た
地
元
企
業
に
よ
る
就
職
説
明
会
、大
学
グ
ッ
ズ
付
懇

親
会
な
ど
、会
員
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
催
し
に
よ
り
楽
し

み
な
が
ら
東
洋
大
学
を
知
り
、学
生
を
支
援
す
る
こ
と
に

配
意
し
ま
し
た
。ま
た
、総
会
の
運
営
に
は
、支
部
役
員
が

事
前
の
企
画
会
議
を
行
い
、当
日
の
司
会
、参
加
者
の
誘

導
、写
真
記
録
な
ど
役
割
を
分
担
し
て
円
滑
な
運
営
に
心

掛
け
て
い
ま
す
。こ
れ
も
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
学
生
生

活
を
願
う
親
心
と
支
部
役
員
同
士
の
仲
の
良
さ
の
賜
物

か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
肝
心
の
総
会
は
、永
山
副
支
部
長
が
後
の
就
職
説
明
会

ま
で
の
全
体
進
行
を
行
い
、開
会
、あ
い
さ
つ
に
続
き
、来

賓
紹
介
後
、参
加
者
全
員
の
自
己
紹
介
が
ア
イ
ス
ブ
レ
ー

ク
と
な
り
、和
ん
だ
雰
囲
気
で
始
ま
り
ま
し
た
。議
事
の

審
議
で
は
、石
坂
副
支
部
長
が
議
長
で
仕
切
ら
れ
、原
案

通
り
御
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。特
に
会
務
計
画
に
つ
い

て
は
、会
員
の
集
い
へ
の
参
加
が
少
な
い
状
況
を
改
善
す

る
た
め
、支
部
独
自
の
支
援
を
事
業
化
で
き
ま
し
た
。こ

こ
数
年
、会
員
の
集
い
へ
の
参
加
は
、１
名
程
度
で
し
た

が
、今
年
は
10
名
程
度
の
参
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。本
支

援
事
業
は
、効
果
と
支
部
会
計
を
検
証
し
て
、今
後
の
継

続
の
必
要
性
を
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
甫
水
懇
談
会
で
は
、甫
水
会
の
菅
原
勝
朗
常
任
理
事
、

文
学
部
長
の
中
山
尚
夫
教
授
の
お
二
方
よ
り
甫
水
会
及

び
大
学
の
取
組
み
な
ど
を
御
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。特

に
初
参
加
の
支
部
会
員
に
と
っ
て
は
、本
学
の
学
生
支
援

に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
と
拝

察
し
ま
す
。さ
ら
に
、校
友
会
の
原
田
健
宮
崎
県
支
部
長

か
ら
恒
例
の
井
上
円
了
先
生
と
宮
崎
と
の
関
わ
り
の
御

講
話
に
よ
り
建
学
の
精
神
を
学
び
ま
し
た
。

　
就
職
説
明
会
で
は
、県
内
で
事
業
展
開
を
さ
れ
て
い
る

（
株
）宮
崎
銀
行
、デ
ル（
株
）の
人
事
担
当
の
方
々
よ
り
企

業
と
し
て
欲
し
い
人
材
や
経
営
戦
略
な
ど
滅
多
に
聞
け

な
い
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、会
員
よ
り
多
く
の
質
問
が

な
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
萩
原

剛
志
課
長
補
佐
の
最
近
の
就
職
状
況
の
説
明
に
よ
り
、保

護
者
と
し
て
就
活
を
支
援
し
て
い
く
心
構
え
も
新
た
に

感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
間
、並
行
し
て
萩
原
課
長
補
佐
、川
越
事
務
部
前

原
隆
三
主
任
に
よ
る
個
人
面
談
が
行
わ
れ
、会
員
の
方
々

は
、遠
方
で
暮
ら
す
お
子
様
の
学
事
状
況
等
が
よ
く
御
理

解
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
約
５
時
間
の
総
会
後
、県
校
友
会
の
３
名
の
方
が
合
流

さ
れ
、幹
事
の
迫
田
さ
ん
が
女
子
ア
ナ
並
み
の
進
行
に
よ

る
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。県
校
友
会
和
泉
謙
二
幹
事

長
が
東
洋
大
学
ビ
ー
ル
で
乾
杯
後
、大
学
グ
ッ
ズ
を
景
品

と
し
た
東
洋
大
学
ク
イ
ズ
、ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
大
会
な
ど
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。グ
ッ
ズ
の
一
番
人
気
は
、井
上

円
了
先
生
と
校
歌
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
扇
子
の
よ
う
で
す
。

　
総
会
、懇
親
会
を
通
じ
て
、東
洋
大
学
を
介
し
た
会
員

に
と
っ
て
は
、新
た
な
出
会
い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。特

に
懇
親
会
で
は
、子
ど
も
の
高
校
な
ど
を
紐
解
く
と
旧
知

の
間
柄
の
方
々
も
居
ら
れ
、お
食
事
会
の
お
話
も
あ
っ
た

な
ど
、会
員
相
互
の
交
流
も
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。こ
の

長
時
間
の
宴
も
甫
水
会
事
務
局
関
志
津
雄
様
の
締
め
で

散
会
と
な
り
ま
し
た
が
、大
学
関
係
者
と
支
部
役
員
と
の

二
次
会
が
続
き
、本
部
と
支
部
の
さ
ら
な
る
交
流
に
つ
い

て
闊
達
な
お
話
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、東
洋
大
学
が
縁
で
、出
会
い
、同
じ
価
値

観
で
お
付
き
合
い
が
始
ま
る
支
部
会
員
の
方
々
が
、楽
し

く
、そ
し
て
有
益
な
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
支
部
の
取
組

み
が
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
微
力
な
が
ら
尽
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

甫
水
会
宮
崎
県
支
部
長

　藤
原

　稔

宮
崎
県
支
部
総
会（
甫
水
懇
談
会
）を
終
え
て

　一
期
一
会
を
大
切
に
！

盛り上がったジャンケンポン大会
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Webで成績を各自確認・出力

※経済・経営・国際地域学部および法学部の
　2012年度以降の入学生が対象。

春学期：

秋学期：

文・経
済・経
営・法・社
会・国
際
地
域
学
部
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　授
業
の
内
容
は
大
別
す
る
と
基
盤
教
育
と
専
門
科
目

に
分
け
ら
れ
ま
す
。ま
た
、卒
業
単
位
に
は
な
り
ま
せ
ん

が
、教
員
に
な
る
た
め
の
教
職
課
程
科
目
が
あ
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、授
業
科
目
は
①
必
修
科
目
②
選
択
必
修
科
目

③
選
択
科
目
④
他
学
部
他
学
科
開
放
科
目
に
区
別
さ
れ
、

履
修
で
き
る
年
次（
学
年
）が
指
定
さ
れ
る
な
ど
、ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
体
系
的
な
学
習
が
で
き
る
よ
う
に

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　①
必
修
科
目
と
は
卒
業
要
件
と
し
て
必
ず
修
得
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
授
業
科
目
、②
選
択
必
修
科
目
と
は
特

定
の
科
目
群（
グ
ル
ー
プ
）の
中
か
ら
所
定
の
科
目
数（
単

位
数
）を
選
択
し
修
得
す
る
こ
と
が
卒
業
要
件
に
な
っ
て

い
る
授
業
科
目
、③
選
択
科
目
と
は
任
意
に
選
択
で
き
修

得
単
位
を
卒
業
要
件
の
単
位
数
に
算
入
す
る
授
業
科
目

と
な
り
ま
す
。

　ま
た
、④
他
学
部
他
学
科
開
放
科
目
と
は『
学
生
が
所

属
し
て
い
る
学
部
の
教
育
課
程
表
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

他
学
部
な
ど
の
授
業
科
目
』で
、卒
業
単
位
と
し
て
算
入

さ
れ
ま
す
。他
学
部
他
学
科
開
放
科
目
は
各
学
科
・
コ
ー
ス

に
よ
り
、専
門
科
目
と
併
せ
て
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、専

門
性
が
高
ま
る
こ
と
や
資
格
試
験
に
役
立
ち
ま
す
。
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 26 38 42 56 18 8 12 40 48 56 12
 24    16 24 32    32 
 88～ 74～ 78～ 70～ 64～ 70～ 72～ 82～ 74～ 70～ 72～

 16 8 4 12 6  
4

  8  8

■文学部　2004～2007年度入学生
第　　　　1　　　　部 第　　2　　部

学　科

科目区分

諸 資 格 関 連 科 目
インターンシップ・ボランティア活動
学 習 支 援 特 別 講 座
小 計
必 修 科 目
選 択 必 修 科 目
選 択 科 目
小 計

文 学 部 演 習 科 目
文学部基礎専門科目

英 語
ド イ ツ 語
フ ラ ン ス 語
中 国 語
　 日 本 語

哲

共 通 総 合 科 目

文 

学 

部 

共 

通 

科 

目

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

専
門
科
目

卒 業 必 要 単 位

卒 業 必 要 単 位

英
米
文

史
教

　育

教

　育

イ
ン
ド
哲

イ
ン
ド
哲

英
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

中
国

哲
学
文

日
本
文
学

文
化

日
本
文
学

文
化

124

8 8 104

4 4

●第２部日本文学文化学科：　と　の合計で34単位以上　●史学科：国際コミュニケーション科目は左側＝１年次、右側＝２年次
●　設定なし　●　留学生科目

 12～ 16～ 16～ 16～ 14～ 16～ 16～ 16～ 16～ 16～  16～

 16～ 16～ 14～ 18～ 20～ 18～ 16～ 16～ 14～ 16～  16～
 34 32 36 14 30 38 　　 32 48 42 12 14 32
 30 44 42 56 18 8   14 40 58 56 
 24    16 24  42 20     42
 88～ 76～ 78～ 70～ 64～ 70～  74～ 82～ 82～ 74～ 70～ 74～

 16 
8

 4 
12

 
6

  
4

 
4

  
4

  
4

■文学部　200８～2011年度入学生
第　　　　1　　　　部 第　　2　　部

学　科

科目区分

諸 資 格 関 連 科 目
インターンシップ・ボランティア活動
学 習 支 援 特 別 講 座
小 計
必 修 科 目
選 択 必 修 科 目
選 択 科 目
小 計

文 学 部 演 習 科 目
文学部基礎専門科目

英 語
ド イ ツ 語
フ ラ ン ス 語
中 国 語
　 日 本 語

哲

共 通 総 合 科 目

文 

学 

部 

共 

通 

科 

目

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

専
門
科
目

英
米
文

史
教

　
　育

（
人
間
発
達
専
攻
）

教

　
　育

（
初
等
教
育
専
攻
）

教

　育

イ
ン
ド
哲

イ
ン
ド
哲

英
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

中
国

哲
学
文

日
本
文
学

文
化

日
本
文
学

文
化

124

8 88 104

44

●第２部日本文学文化学科：　と　の合計で34単位以上　●史学科：国際コミュニケーション科目は左側＝１年次、右側＝２年次
●　設定なし　●　留学生科目

学　科

卒 業 必 要 単 位

■文学部　2012年度以降入学生
 第　　2　　部第　　　　1　　　　部

科目区分

諸 資 格 関 連 科 目
キ ャ リ ア 教 育
小 計
必 修 科 目
選 択 必 修 科 目
選 択 科 目
小 計

文 学 部 教 育
文学部基礎専門科目

英 語
ド イ ツ 語
フ ラ ン ス 語
中 国 語
　 日 本 語

哲

共 通 総 合 科 目

文 

学 

部 

共 

通 

科 

目

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

専
門
科
目

英
米
文

史
教

　
　育

（
人
間
発
達
専
攻
）

教

　
　育

（
初
等
教
育
専
攻
）

教

　育

イ
ン
ド
哲

イ
ン
ド
哲

東
洋
思
想

文
化

東
洋
思
想

文
化

英
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

中
国

哲
学
文

日
本
文
学

文
化

日
本
文
学

文
化

124

●第２部日本文学文化学科：　と　の合計で34単位以上　●史学科：国際コミュニケーション科目は左側＝１年次、右側＝２年次
●　設定なし　●　留学生科目
※第1部東洋思想文化学科と第2部東洋思想文化学科は、2013年度以降入学生

12～ 16～ 16～ 16～ 16～ 14～ 16～ 16～ 16～ 16～ 16～ 16～ 16～

16～ 16～

4 4 4 4

16～ 14～ 18～ 20～

8 8 8 10

18～ 16～ 16～ 14～ 16～ 16～ 16～
34

16

34～ 32 38 14 30 26～ 32 48 42 34～ 12 14 32
30～ 20～ 44～ 42～ 54～ 18～ 20～ 14～ 40～ 20～ 58～ 54～
24～ 16～ 24～ 42～ 16～ 42～
88～ 74～ 76～ 80～ 68～ 64～ 70～ 74～ 82～ 82～ 74～ 74～ 68～ 74～

4 8 4 12 6 44

4

4 4 4 4 4



2013
TOYO UNIVERSITY31

 28～ 40～ 24～ 16～

 22 23 48 26

 52④ 45 36

    66

 74～ 68～ 84～ 92～

 12 12

 16  16

■経済学部　2004～2007年度入学生
学　科

科目区分
人 間 探 究 分 野

スポーツ健康科学分野

他 学 部 開 放 科目

必 修 科 目

選 択 科 目 A

選 択 科 目 B

選 択 科 目

小 計

第
1
部
経
済

第
2
部
経
済

一
般
教
養
的
科
目

専
門
科
目

社
会
経
済

シ
ス
テ
ム

国
際
経
済

124

①1年次配当科目→1ヵ国語8単位　
②２年次配当科目→１年次履修言語から１ヵ国語８単位
③３年次配当科目→２年次履修言語から１ヵ国語４単位　
④3・4年次配当科目28単位以上を含む

■経済学部　2008～2011年度入学生 ■経済学部　2012年度以降入学生

■経営学部　2012年度以降入学生

「専門科目」と「一般教養的科目」で最低条件を修得した場合、
卒業要件124単位までの残り単位を、選択科目A、選択科目B、
一般教養的科目の中から自由に選択できます。

英 語

ド イ ツ 語

フランス語

中 国 語

情 報 分 野

小 計

文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野

卒 業 必 要 単 位

8

8
①

12
②
③

 20～ 26～ 16～ 16～

 20 20 38 8

 54④ 46 46 10

    54

 74～ 70～ 84～ 72～

  

 8  

学　科

科目区分
共 通 教 養 科 目

社 会 人 基 礎 科目

留 学 支 援 科 目

他 学 部 開 放 科目

必 修 科 目

選 択 科 目 A

選 択 科 目 B

小 計

第
1
部
経
済

第
2
部
経
済

基
盤
教
育

専
門
科
目

国
際
経
済

総
合
政
策

124

英 語

ド イ ツ 語

フランス語

中 国 語

小 計

語
学
系
科
目

卒 業 必 要 単 位

14
②

16
③

16
①

12
①

12
①

基
盤
教
育

 28～ 40～ 24～ 16～

 20 22 38 6

 54③ 46 46 10

    56

 74～ 68～ 84～ 72～

 12 12

 16  16

学　科

科目区分
教 養 科 目

他 学 部 開 放 科目

必 修 科 目

選 択 科 目 A

選 択 科 目 B

小 計

第
1
部
経
済

第
2
部
経
済

一
般
教
養
的
科
目

専
門
科
目

総
合
政
策

国
際
経
済

124

①1年次配当科目→1ヵ国国語8単位　
②２年次配当科目→１年次履修言語から１ヵ国語８単位
③３・4年次配当科目36単位以上を含む

英 語

ド イ ツ 語

フランス語

中 国 語

小 計

文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野

卒 業 必 要 単 位

8

8
①

8
②

①共通教養科目（哲学・思想分野から選択必修2単位を含む）
②１年次配当科目→ 「英語Ⅰ」４単位および「ドイツ語Ⅰ」、

「フランス語Ⅰ」、「中国語Ⅰ」の中から１ヵ国語４単位必修
２年次配当科目→ 「英語ⅡＡ」２単位および「ドイツ語ⅡＡ」、
「フランス語ⅡＡ」、「中国語ⅡＡ」の３ヵ国語から1ヵ国語２単位選
択必修、「英語ⅡＢ」、「ドイツ語ⅡＢ」、「フランス語ⅡＢ」、「中国語Ⅱ
Ｂ」から２単位選択必修
③基盤教育16単位の中に語学系科目英語の必修８単位を含む
④３・４年次配当科目３６単位以上を含む

■経営学部　2008～2011年度入学生
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 12 12 

 10 10 
 ＊ ＊ 

  26 12

   4

   60

   76以上

■法学部　2004～2007年度入学生
第1部  第2部学　科

科目区分
人 間 探 究 分 野

文化間コミュニケー
ション分野（外国語）

スポーツ健康分野

情 報 分 野

小 計

必 修 科 目

選 択 必 修 科 目

選 択 科 目

小 計

法学部内他学科開放科目

法学部1・2部相互聴講科目

他 学 部 他 学 科 開 放 科 目

学 部 共 通 科 目 注 ）

卒 業 必 要 単 位 数

法

　律

一
般
教
養
的
科
目

専
門
科
目

法

　律

企
業
法

72以上

28以上

124以上

※上記コースは、1年次に希望調査を実施し、2年次から各コースに分かれて履修します。（2012年度以降入学生、第2部法律学科にはこの制度はありません。）

①総合政策コース　②法職コース
③企業法務コース　④国際企業コース
＊2ヵ国語10単位
　（うち1ヵ国語6単位、他1ヵ国語4単位、
　 ただし企業法学科のみ1年次英語必修）
注）2006～2007年度入学生対象

①24
②36
①20
②12
①28
②24

③24
④30

③22
④16

 12 12 

 10 10 
 ＊ ＊ 

  24 12

   4

   56

第1部  第2部学　科

科目区分
人 間 探 究 分 野

文化間コミュニケー
ション分野（外国語）

スポーツ健康分野

情 報 分 野

学 部 留 学 科 目

小 計

必 修 科 目

選 択 必 修 科 目

選 択 科 目

小 計

法学部内他学科開放科目

法学部1・2部相互聴講科目

専門開放科目（他学部他学科開放科目）

他 学 部 他 学 科 開 放 科 目

留学支援科目（英語特別教育科目）

教 職 科 目（ 一 部 分 ）

卒 業 必 要 単 位 数

法

　律

一
般
教
養
的
科
目

専
門
科
目

法

　律

企
業
法

28以上

124以上

72以上

①24
②32
①20
②16
①28
②24

③24
④30

③24
④18

■法学部　2008～2011年度入学生

①公共政策コース　②法職コース
③企業法務コース　④国際企業コース
＊1年次英語4単位・第2外国語4単位必修、
　2年次2単位必修

   

 10 10 
 ＊ ＊ 

 16 16  8
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第1部  第2部学　科

科目区分
共 通 教 養 科 目

ス ポ ー ツ と 健 康

社 会 人 基 礎 科 目

文化間コミュニケー
ション科目（外国語）

学 部 留 学 科 目

小 計

必 修 科 目

選 択 必 修 科 目

選 択 科 目

小 計

法学部内他学科開放科目

法学部1・2部相互聴講科目

専門開放科目（他学部他学科開放科目）

他 学 部 他 学 科 開 放 科 目

留学支援科目（英語特別教育科目）

教 職 科 目（ 一 部 分 ）

卒 業 必 要 単 位 数

法

　律

基
盤
教
育

専
門
科
目

法

　律

企
業
法

28以上

124以上

72以上

36 8
24
8
4

A郡
B郡
C郡

必修 2
10

必修 2
10 必修 2

■法学部　2012年度以降入学生

＊1年次英語4単位・第2外国語4単位必修、
　2年次2単位必修

※日本語は外国人留学生用

■社会学部　2012年度以降入学生

 2 2 2 2 2 2 2
 4 4 4 4 4

 4 4 4 4 4

 6 6 6 6 6

 24～36 24～36 24～36 24～36 24～36 20 20

 30 20 16 20 30 26 22
 22 28 36 34 20 8 10
 14 14 14 14 14
 14 14 14 14 14 28 26

 80～ 76～ 80～ 82～ 78～ 62～ 58～

必 修 科 目
選択必修科目
必 修 科 目
選択必修科目

哲 学 ・ 思 想
自然・環境・生命
日本と世界の文化・歴史
現 代 ・ 社 会
スポーツと健康
総 合

カレント・イングリッシュ
英 語
ド イ ツ 語
フランス語
中 国 語
ハ ン グ ル
※ 日 本 語

基

　盤

　教

　育

共 

通 

教 

養 

科 

目

文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
専
門
学
部
共
通

専 

門 

科 

目

第1部学　科

科目区分

社

　会

社

　会

社
会
福
祉

社
会
福
祉

社
会
文
化

シ
ス
テ
ム

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

社
会
心
理

124

小　　計

小　　　計
キャリア形成科目
卒業必要単位数

社会人基礎
留学支援

（選択）（選択）

 4 4 4 4 4

 
4 4 4 4 4

 12 12 12 12 12

 24～36 24～36 24～36 24～36 24～36 20 20

 28 20 16 20 28 26 18

 24～ 28～ 32～ 34～ 20～ 8 14

 14 14 14 14 14

 14～ 14～ 14～ 14～ 14～ 28 26

 80～ 76～ 76～ 82～ 76～ 62 58

●第２部共通総合科目は人間探究分野（自然・人文・社会）とスポーツ健康分野のみ
（※1）日本語は外国人留学生用
（※2）2007年以前に入学した学生は除く

必 修 科 目

選択必修科目

必 修 科 目

選択必修科目

自 然

人 文

社 会

総 合

実 技

講 義

英 語

ド イツ 語

フランス語

中 国 語

ハングル
（※1）日本語

人
間
探
究
分
野
ス
ポ
ー
ツ

健
康
分
野

文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野

学
科
専
門

学
部
共
通

専 

門 

科 

目

第1部 第2部第2部学　科

科目区分

社

　会

社

　会

社
会
福
祉

社
会
福
祉

社
会
文
化

シ
ス
テ
ム

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

社
会
心
理

124

■社会学部　2008～2011年度入学生

小　　　計

小　　　計
（※2）留学支援科目

卒業必要単位数

（選択）（選択）

20 20
共 
通 

総 

合 

科 

目 
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人 文

社 会

自然情報

総 合

外
国
語
科
目

選
択
必
修

専
門
領
域

学　科

科目区分

国
際
観
光

124124

■国際地域学部　2008～2011年度入学生

健康科学 選　　択

選択（上記外国語より）

卒業必要単位数

2

2

2

2

8

22

24

国
際
地
域

2

2

2

2

10

2

2

2

30

28

22 36

共
通
総
合
領
域

中国語

ハングル

フランス語

ドイツ語

スペイン語

マレー・インドネシア語

タイ語

一般教養的
教育科目

哲 学 ・ 思 想

自 然・環 境・生 命

日本と世界の文化・歴史

現 代 ・ 社 会

ス ポ ー ツ と 健 康

総 合

必 　 　 修

選 択 必 修

選 　 　 択

社 会 人 基 盤 科 目

留 学 支 援 科 目

学 部 共 通 教 養 科 目

必 修 科 目

選 択 科 目

専
門
教
育
科
目
群

学　科

科目区分

国
際
観
光

124 124

■国際地域学部　2012年度以降入学生

卒業必要単位数

22

国
際
地
域

44

89

22

43

2628

2830

2822

2

基
盤
教
育
科
目
群

学
部
共
通

教
育
科
目
群

共通教養科目

語学教育科目

英語（必修）

必修科目

国際地域：選択必修科目
国際観光：第1選択科目

国際地域：選択必修科目
国際観光：コース必修・選択必修科目

国際地域：選択科目
国際観光：第2選択科目

キャリア支援科目
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第
１
部
で
は
２
年
終
了
時
ま
で
に
卒
業
に
必
要
な
単
位

の
う
ち
48
単
位
以
上
を
修
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
、３
年
生

へ
の
進
級
は
で
き
ま
せ
ん
。３
年
生
へ
の
進
級
が
で
き
な

か
っ
た
学
生
に
対
し
て
、教
員
が
面
接
に
よ
る
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、在
学
年
数
４
年
を
過
ぎ
て
も
３
年
生
に

進
級
で
き
な
い
場
合
は
学
則
に
基
づ
き
退
学
と
な
り
ま
す

（
休
学
期
間
は
在
学
年
数
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
）。

　
第
１
部
で
１
年
終
了
時
に
修
得
単
位
が
20
単
位
以
下
、２

年
次
春
学
期
終
了
時
に
修
得
単
位
30
単
位
以
下
の
単
位
僅

少
者
に
対
し
て
も
面
接
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
２
０
１
１
年
度
以
前
入
学
生

　
４
年
次
最
初
の
セ
メ
ス
タ
お
よ
び
最
終
セ
メ
ス
タ

で
各
１
科
目
以
上
履
修
し
、か
つ
４
年
次
で
専
門
科
目

を
２
科
目
以
上
修
得

　
第
１
部
経
済
学
科
、第
２
部
経
済
学
科
は
、４
年
次
最

初
の
セ
メ
ス
タ
お
よ
び
最
終
セ
メ
ス
タ
で
１
科
目
以
上

履
修
し
、か
つ
４
年
次
で
専
門
科
目
を
２
科
目
以
上
修
得

　
国
際
経
済
学
科
は
、第
７
セ
メ
ス
タ
に
て
２
単
位
以
上

履
修
し
、か
つ
第
８
セ
メ
ス
タ
以
降
に
お
い
て
専
門
選
択

科
目
Ａ
、専
門
必
修
科
目
ま
た
は
語
学
系
科
目
か
ら
合

計
６
単
位
以
上
修
得

　
所
属
の
学
科
に
よ
り
、４
年
次
に
つ
い
て
は
卒
業
要
件
を

満
た
し
た
う
え
で
、以
下
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
と
卒
業
で

き
ま
せ
ん
。

・
２
０
０
５
〜
２
０
１
１
年
度
入
学
生（
総
合
政
策
学
科
除
く
）

・
２
０
１
２
年
度
入
学
生

経
済
学
部
・
経
営
学
部

国
際
地
域
学
部
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４
年
次﹇
第
７
セ
メ
ス
タ
以
降
﹈に
は
、卒
業
単
位
と
し

て
認
め
ら
れ
る
科
目
を
春
学
期
２
単
位
、秋
学
期
２
単
位

以
上
履
修
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
際
地
域
学
科
国
際
地
域
専
攻
と
国
際
観
光
学
科
は
、

最
終
セ
メ
ス
タ
に
卒
業
論
文
の
執
筆
が
必
要
で
す
。

　
国
際
地
域
学
科
地
域
総
合
専
攻
は
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

特
性
上
最
終
セ
メ
ス
タ
前
に
卒
業
要
件
を
満
た
し
て
し

ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、最
終
セ
メ
ス
タ
で
１
科
目
以

上
の
履
修
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
部
、第
２
部
と
も
全
学
科
で「
演
習
」が
必
修
科
目

で
す
。ま
た
、第
１
部
社
会
学
科
で
は「
卒
業
論
文
」、第
１

部
社
会
福
祉
学
科
で
は「
卒
業
課
題
研
究
」が
必
修
科
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
第
１
・
２
部
　
２
０
１
２
年
度
以
降
入
学
生

4月 1日（月）～04月25日（木）

4月 1日（月）～ 4月 5日（金）

4月 4日（木）・ 5日（金）

4月 8日（月）

4月 2日（火）～ 4月13日（土）

7月24日（水）

8月 8日（木）～ 9月20日（金）

9月21日（土）

10月 1日（火）～10月15日（火）

11月 1日（金）～11月 4日（月）

12月24日（火）～ 1月 4日（土）

1月21日（火）

1月22日（水）～ 1月28日（火）

2月 6日（木）

2月下旬

3月上旬

3月中旬

3月23日（日）

宮崎県支部総会

国
際
地
域
学
部

■文・経済・経営・法・社会・国際地域学部
2013年度　年間スケジュール（抜粋）
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東
洋
大
学
の
学
生
を
哲
学
と
国
際
的
視
野
を
兼
ね
備

え
た
真
の「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
」に
成
長
さ
せ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
、静
か
に
強
力
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

昨
年
６
月
、文
部
科
学
省
の
募
集
し
た
表
題
の
事
業
コ
ン

ペ
に
応
募
し
、見
事
採
択
さ
れ
ま
し
た（
タ
イ
プ
Ｂ
・
特
色

型
に
１
１
１
大
学
応
募
、31
大
学
採
択
）。こ
れ
に
よ

り
、’12
年
度
か
ら
５
年
間
に
わ
た
り
毎
年
１
億
円
近
い
財

政
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
採
択
を
受
け
た
国
際
地
域
学
部
が
構
想
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
像
と
は
、「
現
場
主
義
」に
立
ち
国
の
内
外
の

「
地
域
づ
く
り
」や「
観
光
振
興
」に
貢
献
す
る
国
際
的

な
視
野―

T
hink G

lobally, A
ct Locally―

を
持
っ

た
職
業
人
で
す
。こ
の
育
成
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

今
年
４
月
、専
門
の
部
署
・
ス
タ
ッ
フ
が
組
織
さ
れ
、国

際
地
域
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
フ
ィ
ス（
研
修
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
３
名
ほ
か
）と
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー（
ネ
イ

テ
ィ
ブ
講
師
２
名
ほ
か
）を
開
設
し
ま
し
た
。学
生
は
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
訪
ね
て
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
り
、ラ
ン
ゲ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

相
談
を
予
約
し
て
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
の
熱
心
な
個
別
指

導
を
受
け
た
り
、TO

E
F

L

やT
O

E
IC

の
対
策
講
座
、長

期
休
暇
中
の
特
別
講
座
を
受
講
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、Ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
新
た
に
開
発
し
、学
生

の
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
可
視
化
と
成
果
分
析
を
実
施
す
る

体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
支
援
体
制
、サ
ー

ビ
ス
や
シ
ス
テ
ム
は
、す
べ
て
無
料
で
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
ず
、入
学
前
か
ら
１
年
次
に
設
定
さ
れ
る
導
入
期
は
、入

学
前e-Learning

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
始
ま
り
、入
学
後
の

T
O

EFL/T
O

EIC

特
別
講
座
、学
内
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

SA
IH

A
T

、語
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。続
く
２
年
次
か
ら
３
年
次
前
半
の
発
展
期
に
は
、長
期

留
学
も
視
野
に
い
れ
、ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
指

導
、専
門
性
を
重
視
し
た
海
外
国
際
地
域
学
研
修
や
海
外

拠
点
研
修
と
い
っ
た
現
地
研
修
に
取
り
組
み
ま
す
。さ
ら

に
、３
年
次
後
半
か
ら
４
年
次
の
展
開
期
で
は
、卒
業
や
就

職
を
意
識
し
て
、海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ゼ
ミ
専
門
研

修
、卒
業
論
文
の
英
語
で
の
執
筆
と
い
っ
た
学
び
の
集
大
成

と
な
る
内
容
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、卒
業
後
に
は

国
内
外
の
地
域
づ
く
り
や
観
光
振
興
の
現
場
の
ほ
か
、国
際

展
開
を
図
る
民
間
企
業
等
へ
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

　
最
後
に
左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。今
後
は
、設
定
し

た
ノ
ル
マ
を
実
績
化
す
る
努
力
が
求
め
ら
れ
、達
成
で
き

な
い
と
補
助
金
の
減
額
も
あ
り
ま
す
。’13
年
度
卒
業
生
か

ら
は
、TO

EFL

ス
コ
ア
で
５
５
０
点
相
当
に
到
達
し
た

学
生
を
１
０
０
名
超
輩
出
す
る
計
画
で
す
。

　
是
非
と
も
ご
子
息
に
海
外
経
験
を
積
む
よ
う
お
声
掛

け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
当
事
業
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
は
、若
い
世
代
の「
内

向
き
志
向
」を
克
服
す
べ
く
国
際
的
な
経
験
を
積
ま
せ
る

こ
と
で
す
。例
え
ば
、全
学
で
実
施
す
る
海
外
語
学
セ
ミ

ナ
ー
や
交
換
留
学
、そ
れ
に
各
学
部
で
実
施
す
る
研
修
な

ど
の
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
出
来
る
だ
け
多
く
の
学

生
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
支
援
策
と
し
て
、一
定
の
条
件
を
満
た
し

た
学
生
に
は
返
済
の
必
要
が
な
い
奨
学
金
の
支
給
も
し

て
い
ま
す
。単
位
認
定
も
可
能
な「
海
外
国
際
地
域
学
研

修
」で
は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
引
率
の
も
と
、効
果
的

で
安
全
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
へ
の
プ
ロ
セ
ス
図
で
す
。

学
生
が
無
理
な
く
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
、１
年

次
か
ら
４
年
次
ま
で
を「
導
入
期
」「
発
展
期
」「
展
開
期
」の

３
期
に
分
け
た
段
階
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業
の
展
開

国
際
地
域
学
部
教
務
課
課
長
補
佐

　玉
田

　誠

（
国
際
地
域
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
フ
ィ
ス
担
当
）

Eポートフォリオを開発

国際地域グローバルオフィスと
ランゲージセンター

卒業後
国内外の地域づくりや観光振興の現場へ

国際展開を図る民間企業へ

１年生

２年生

３年生

４年生

語学中心の
研修

学内留学
SAIHAT

・TOEFL/TOEIC
 特別講座
・SCAT
・外国語で学ぶ
 専門科目
・フォローアップ講座

・English
 Community Zone
・Language
 Exchange Partner

・大使リレー講義

・国際学生
 シンポジウム
・国内研修

・日本研究

専門性重視の
研修

専門的研究
（ゼミ研修、インターンシップ）

卒業論文
（海外研究、インターンシップ）

導
入
期

発
展
期 長

　期

　留

　学
展
開
期

〈表１〉本構想において実現する達成目標

※上記の「海外留学経験者数」は、いずれも単位取得を伴う海外留学経験者で
　あり、単位取得を伴わない海外留学経験者は含まない。

本構想において
実現する達成目標

国際地域学部
（昼夜合計）

うち海外留学
未経験者数　（A）

海外留学経験者数
（B）

卒業［予定］者数
（C）

比率
（（A＋B）/C）

海外留学経験者数

3カ月未満

3カ月～1年

1 年 超

内訳

2011 2012 2013 2014 2015 2016

55.5%

550人

190人

115人

168人

190人

162人

28人

0人

48.4%

550人

162人

104人

147人

162人

140人

22人

0人

39.8%

550人

135人

84人

126人

135人

118人

17人

0人

34.5%

530人

110人

73人

105人

110人

96人

14人

0人

434人

98人

98人

79人

19人

0人

462人

40人

40人

34人

6人

0人

結果 計画

卒業時の外国語
カスタンダード
 TOEFL 550/
 TOEIC 730
を満たす学生数

【                    】

国
際
地
域
学
部
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川
越
事
務
部
教
学
課 

主
任

　笠
原

　隆

（平成25年度以降入学生）

自然・環境・生命

スポーツと健康

社会人基礎科目

日本と世界の歴史・文化

教職関係科目
他学部他学科専門科目

　
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、年
度
を
二
学
期
に
分
け
、半

年
単
位
で
授
業
が
完
結
す
る
セ
メ
ス
タ
制
を
採
用
し
て

い
ま
す
。学
生
が
集
中
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、学
生
の
理
解
度
を
把
握
し
や
す
く
す
る
た
め
で
す
。

　
学
習
支
援
の
取
り
組
み
と
し
て
、学
修
相
談
会
の
開

催
、基
礎
科
目（
英
語
・
数
学
・
物
理
）学
習
支
援
室
の
設

置
、学
生
休
暇
中
の
数
学
補
習
講
座
、出
席
不
良
者
へ
の

連
絡
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
理
工（
工
）学
部
で
は
、低
学
年
か
ら
教
養
科
目
と
と
も

に
、教
学
や
物
理
、化
学
等
の
理
工
学
共
通
の
基
礎
科
目

を
学
ぶ
こ
と
で
、上
位
学
年
に
配
さ
れ
た
各
学
科
の
専
門

科
目
へ
と
段
階
的
に
学
習
し
て
い
き
ま
す
。履
修
登
録
で

き
る
単
位
数
は
理
工
学
部
で
は
、一
セ
メ
ス
タ
あ
た
り
24

単
位
、一
年
間
で
は
48
単
位（
工
学
部
で
は
一
セ
メ
ス
タ

あ
た
り
25
単
位
、一
年
間
で
は
50
単
位
）を
上
限
と
し
て

い
ま
す
。

　
総
合
情
報
学
部
で
は
、情
報
を
扱
う
た
め
の
基
礎
と
な

る
科
目
を
一
年
次
に
配
し
て
い
ま
す
。ま
た
、演
習
形
式

の
科
目
を
多
く
配
し
、実
践
的
な
ス
キ
ル
も
磨
き
ま
す
。

学
問
内
容
に
よ
り
４
つ
に
大
別
し
た
専
門
科
目
を
設
け

る
こ
と
で
、学
生
ご
と
に
異
な
る
文
理
を
超
え
た
多
様
な

将
来
の
目
標（
業
種
・
職
種
）に
総
合
的
に
対
応
し
ま
す
。

履
修
登
録
で
き
る
単
位
数
は
、一
セ
メ
ス
タ
あ
た
り
24
単

位
、一
年
間
で
は
、48
単
位
を
上
限
と
し
て
い
ま
す
。

　
理
工（
工
）学
部
で
は
、三
年
生（
第
６
セ
メ
ス
タ
）終
了

理
工（
工
）・
総
合
情
報
学
部

時
に
卒
業
論
文
・
卒
業
研
究
着
手
条
件（
理
工
学
部
に
つ

い
て
は【
表
】を
参
照
く
だ
さ
い
）の
単
位
を
修
得
し
て
い

な
け
れ
ば
、「
卒
業
論
文
・
卒
業
研
究
着
手
不
可
」と
な
り
、

履
修
は
で
き
ま
せ
ん
。四
年
生
に
進
級
し
て
も
研
究
室
に

配
属
さ
れ
ず
、そ
の
時
点
で
原
級（
留
年
）が
確
定
し
ま
す
。

　
総
合
情
報
学
部
は
、卒
業
論
文
・
卒
業
研
究
着
手
条
件

は
な
く
、卒
業
要
件（【
表
】を
参
照
く
だ
さ
い
）を
満
た
せ

ば
卒
業
と
な
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
学
部
も
、し
っ
か
り
し
た
目
標
を
持
っ
て
学

習
計
画
を
立
て
、努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（平成21～24年度入学生）
科目区分

一
般
教
養
科
目

専
門
科
目

自　　然

人　　文
人間探究分野

社　　会

総　　合

文化間コミュニケーション分野

他学部他学科聴講科目

2

16

26

4

92

124

要件単位数科目区分

基
盤
教
育

英
語
科
目

専
門
科
目

4
6
21

10
14
6

77

124

要件単位数
哲 学・思 想

現 代・社 会

総 　 　 合
留学支援科目

小 　 　 計

合 計 合 計

必 修 科 目
選択必修科目
小 　 　 計
必 修 科 目
選択必修科目
選 択 科 目
小 　 　 計

小 　 　 計

人間形成分野

ウ ェ ル ネ ス

留学支援科目

必 修 科 目

選択必修科目

選 択 科 目

小 　 　 計
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（平成21～24年度入学生）

（平成21～24年度入学生）

（平成25年度以降入学生）

2

2
10
10
10
10
10
10

9
6
6
4
6
6

6
2
6
4
2
4

2
2

6
2

2
3
3
3

2

6
6
6
6
6
6

26
28
25
24
24
24

15
14
28
30
12
21

24
24
16
ー

ー

ー

ー

4

70
70
74
70
70
70

124
124
124
124
124
124

2

2
10
10
10
10
10
10

9
6
6
4
6
6

6
2
6
4
2
4

2
2

6
2

2
3
3
3

2

6
6
6
6
6
6

26
28
25
24
24
24

7
14
20
20
4
12

24
16
14

53
50
56
60
60
50

104
104
104
104
104
104

（平成 25年度以降入学生）

哲学・
思想

自然・
環境・
生命

現代・
社会

スポー
ツと健
康

留学
支援
科目

社会
人基
礎科
目

日本
と世
界の
歴史・
文化

哲学・
思想

自然・
環境・
生命

現代・
社会

スポー
ツと健
康

総合
教養

総合
教養

科目区分

科目区分

科目区分

科目区分

留学
支援
科目

社会
人基
礎科
目

副専
攻科
目群

副専
攻科
目群

日本
と世
界の
歴史・
文化

※誌面の都合上、工学部の卒業要件、卒着条件を掲載できません。入学時に学生に配付している履修要覧をご確認ください。

基盤教育群 理工学共通科目群 専門科目群

基盤教育群 理工学共通科目群 専門科目群
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原
則
と
し
て
授
業
科
目
は
、春
学
期
ま
た
は
秋
学
期
の

い
ず
れ
か
に
開
講
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
授
業
時
間
は
左
記
の
通
り
で
す
が
、実
験
の
よ
う

に
１
日
に
２
〜
３
時
限
連
続
で
行
う
科
目
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、短
期
間
に
集
中
し
て
開
講
さ
れ
る
科
目
も

あ
り
ま
す
。

　
例
年
甫
水
懇
談
会
で
は
、新
入
生
の
保
護
者
に
対
し
て

は
、学
生
が
ど
の
よ
う
な
授
業
を
履
修
し
て
い
る
の
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る「
履
修
登
録
確
認
表
」を
、２
年
生

以
上
の
学
生
の
保
護
者
に
対
し
て
は「
甫
水
会
用
成
績
表
」

を
作
成
し
、説
明
資
料
と
し
て
い
ま
す
。今
回
は
１
年
を
春

学
期
・
秋
学
期
に
分
け
て
授
業
、試
験
お
よ
び
成
績
評
価

を
行
う
セ
メ
ス
タ
制
の
仕
組
み
や
履
修
方
法
な
ど
を
次
に

掲
載
し
ま
す
。

　
な
お
、今
後
の
学
年
歴
に
つい
て
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　
　
冬
季
休
暇
期
間
　
12
月
24
日
（火）
〜
１
月
４
日
（土）

　
　
授
業
再
開
　
１
月
６
日
（月）

　
　
秋
学
期
授
業
終
了
　
１
月
25
日
（土）

　
　
秋
学
期
試
験
期
間
　
２
月
３
日
（月）
〜
２
月
８
日
（土）

　
　
春
季
休
暇
期
間
　
２
月
10
日
（月）
〜
３
月
31
日
（月）

　
　
３
月
卒
業
単
位
充
足
者
発
表
　
２
月
24
日
（月）

　
　
３
月
卒
業
決
定
者
発
表
　
３
月
11
日
（火）

　
　
卒
業
式
　
３
月
23
日
（日）

　
　
在
校
生
秋
学
期
成
績
発
表
　
３
月
下
旬

　
生
命
科
学
部
・
食
環
境
科
学
部
で
は
、セ
メ
ス
タ
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。こ
の
制
度
は
、１
年
を
春
学
期
と
秋
学

期
の
２
つ
の
学
期（
セ
メ
ス
タ
）に
分
け
、４
年
間
で
８
つ
の
セ

メ
ス
タ
を
段
階
的
に
積
み
上
げ
て
卒
業
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。半
年
単
位
で
授
業
が
完
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、授
業

効
果
を
高
め
、学
生
が
集
中
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、学
生

の
理
解
度
を
把
握
し
や
す
く
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

板
倉
事
務
部
板
倉
事
務
課

生
命
科
学
部
・
食
環
境
科
学
部

　
履
修
で
き
る
単
位
数
は
各
学
期
24
単
位
ま
で
で
す
。学

期
ご
と
の
定
め
ら
れ
た
期
間
に
W
E
B
履
修
登
録
を
行

う
こ
と
に
よ
り
授
業
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
次
に
説
明
す
る
卒
業
論
文
着
手
条
件
を
３
年
終
了
時

ま
で
に
満
た
す
よ
う
、１
年
生
の
う
ち
か
ら
計
画
的
に
履

修
し
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。特
に
、生
命

科
学
部
に
お
い
て
は
、定
め
ら
れ
た
学
年
の
必
修
科
目
を

き
ち
ん
と
修
得
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
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平
成
25
年
度
４
月
、こ
れ
ま
で
の
生
命
科
学
部
食
環
境
科

学
科
を
基
礎
と
し
た
食
環
境
科
学
科
と
管
理
栄
養
士
を
養

成
す
る
健
康
栄
養
学
科
の
２
学
科（
２
専
攻
）を
擁
す
る
、東

洋
大
学
の
11
番
目
の
学
部
と
し
て
食
環
境
科
学
部
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
平
均
寿
命
の
伸
長
と
出
生
率
の
低
下
で
、２
０
５
０
年
に

は
、ほ
ぼ
３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
老
年
人
口
と
な
る
超

高
齢
化
社
会
が
到
来
し
ま
す
。さ
ら
に
、糖
尿
病
や
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
増
加
す
る
昨

今
、生
活
習
慣
の
改
善
、特
に
食
生
活
の
改
善
が
社
会
的
に

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
と
ニ
ー
ズ
に
対
し
、食
環
境
科

学
部
で
は
、食
品
の
機
能
科
学
や
栄
養・健
康
化
学
を
総
合

的
に
探
求
し
、こ
れ
を
高
度
な
栄
養
指
導
に
発
展
さ
せ
、生

命
と
健
康
、食
の
安
全
に
係
る
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
で
、国
民
が
生
涯
に
わ
た
り
健
康
的
で
明
る

く
、活
力
あ
る
生
活
が
送
れ
る
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

食
環
境
科
学
部
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

食
環
境
科
学
科
フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻

　
先
端
的
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
基
礎
に
、食
品
機
能
と

安
全
、未
利
用
資
源
の
有
効
活
用
、最
新
の
分
析
技
術
を
修

得
し
ま
す
。食
品
の
安
全・安
心
を
高
度
に
追
求
で
き
る
、食

品
技
術
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
し
ま
す
。新
規
食
品
や

素
材
の
開
発
研
究
、検
査
業
務
、食
品
産
業
分
野
な
ど
各

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

食
環
境
科
学
科
ス
ポ
ー
ツ・食
品
機
能
専
攻

　
運
動
と
食
品
が
持
つ
機
能（
栄
養
）の
関
係
を
学
び
、身
体

活
動
に
伴
う
食
事・栄
養
の
摂
り
方
な
ど
の
専
門
知
識
を
修

得
し
、食
品
機
能
が
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
か
ら
生
命
の
営
み

を
化
学
的
に
探
求
す
る
食
品
機
能
学
、ス
ポ
ー
ツ
栄
養
科
学

を
熟
知
し
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

健
康
栄
養
学
科

　
管
理
栄
養
士（
栄
養
士
）養
成
施
設
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。資
格
取
得
だ
け
に
重
き
を
お
か
ず
、研
修
能
力
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
兼
ね
備
え
、チ
ー
ム
医
療
や
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
栄
養
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
強
化
し
、「
食
と
健

康
」の
未
来
を
見
据
え
た
専
門
性
の
高
い
栄
養
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
で
き
る
管
理
栄
養
士
の
養
成
を
目
指
し
ま
す
。

学
科（
専
攻
）の
特
色

食環境科
学部

フードサイエンス
専攻

スポーツ・
食品機能
専攻

健康栄養
学科

食環境科
学科

　
卒
業
論
文
・
卒
業
研
究（
必
修
）に
着
手
す
る
の
は
４
年

次
の
は
じ
め
か
ら
で
す
が
、着
手
す
る
た
め
に
は
３
年
次
終

了
ま
で
に
次
の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

条
件
が
ひ
と
つ
で
も
足
り
な
け
れ
ば
、卒
業
論
文
・
卒
業
研

究
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、卒
業
延
期
と
な
り
ま
す
。

な
お
、修
得
単
位
は
、卒
業
に
必
要
な
科
目
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
る
も
の
と
し
ま
す
。各
領
域
の
分
類
は
次
項「
卒
業

要
件
」の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総修得単位数
一般教養的教育科目
外国語科目

専攻領域の
必修科目
専攻領域の
選択必修科目

専攻領域の選択科目、
各要件単位を
上回って修得した科目

105単位以上

27単位

24単位

34単位以上

25単位

34単位

26単位以上

21単位

24単位

40単位以上

実験科目9単位を
含めて２１単位以上

26単位

38単位以上

人文４単位以上を含む１２単位以上
必修４単位および選択必修４単位以上を含む８単位以上

生命科学科
2008年度
入学生

生命科学科
2009～2012年度

入学生

応用生物科学科
2009～2012年度

入学生

食環境科学科
（生命科学部）
2009～2012年度

入学生

2008～2012年度入学生生命科学部卒業論文着手条件
　
な
お
、食
環
境
科
学
部
は
、平
成
25
年
度
開
設
と
な
り
在
籍

学
生
は
１
年
生
の
み
で
す
の
で
、卒
業
論
文
着
手
条
件
に
つ

い
て
は
割
愛
し
ま
す
。
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2013年度入学生
生命科学科 応用生物科学科

1.総単位数
2.共通教養科目の哲学・思想
3.共通教養科目の自然・環境・生命
４.共通教養科目の文化間コミュニケーション
５.基盤教育科目
６.専門科目
７.専門科目の必修科目

８.専門科目の選択必修科目

９.専門科目の選択必修科目（生命科学科）
10.専門科目の選択科目、各要件単位を上回って
修得した科目（応用生物科学科）

105単位以上
4単位以上
4単位以上

必修4単位を含む６単位以上
20単位以上

70単位以上
28単位

上記7・8を含め３２単位以上

基礎科学および４分野
すべてについて

それぞれ４単位以上

基礎科学16単位
各自のコース６単位を

含む２２単位

26単位

42単位以上

110単位以上

̶

　生
命
科
学
部・食
環
境
科
学
部
で
は
次
の
資
格
を
取
得
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。な
お
各
資
格
の
取
得
に
は
、そ
れ
ぞ
れ

条
件
が
あ
り
ま
す
。

諸
資
格
に
つ
い
て

生命科学部・食環境科学部取得可能資格

（2008年度
入学生のみ）

○

教育
職員
免許状

中学教諭１種理科・
高等学校
教諭１種理科
栄養教諭１種

危険物取扱者（甲種）受験資格

食品衛生管理者及び
食品衛生監視員（任用資格）

管理栄養士（栄養士）

バイオ技術者認定試験受験資格
フードスペシャリスト受験資格

生命科学部

応用生物
科学科

健康栄養
学科フード

サイエンス
専攻

スポーツ・
食品機能
専攻

食環境科学科
（2013年度入学生）

食環境科
学科

（2009～
2012年度
入学生）

生命
科学科

食環境科学部

○ ○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○

○

○
○（予定） ○（予定） ○（予定）

○

○
○

○

○

○

○

　管
理
栄
養
士
と
は
、指
定
養
成
施
設
を
修
了
し
、管
理

栄
養
士
国
家
試
験
に
合
格
し
、厚
生
労
働
大
臣
よ
り
免
許

を
受
け
た
者
と
栄
養
士
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の

専
有
業
務
は
、病
院
や
福
祉
施
設
、事
務
所
に
お
け
る
給

食
管
理
・
栄
養
指
導
、個
人
の
栄
養
指
導
に
い
た
る
ま
で
、

そ
の
専
門
性
と
範
疇
は
と
て
も
広
範
で
す
。さ
ら
に
、近
年

の
少
子
高
齢
化
社
会
を
背
景
に
、予
防
医
学
や
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
、介
護
医
療（
Q
O
L
）な
ど
、医
療
の
場
に
お
い
て

も
栄
養
士
法
に「
傷
病
者
に
対
す
る
背
景
に
、療
養
の
た
め

必
要
な
栄
養
の
指
導
」と
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、管
理

栄
養
士
が
医
師
や
看
護
師
と
手
を
携
え
て
果
た
せ
る
役

割
は
大
き
い
も
の
で
す
。

管
理
栄
養
士
免
許

2 栄養士養成施設
修業年限２年
修業年限３年
修業年限４年

1 管理栄養士養成施設
修業年限４年 栄

養
士
免
許
取
得

管
理
栄
養
士
国
家
試
験

実務経験３年以上

②

①

実務経験２年以上
実務経験１年以上

管
理
栄
養
士
に
つ
い
て
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生命科学部卒業要件 2008～2012年度入学生

人文
社会

自然情報
総合
必修

選択必修
中国語
ハングル
フランス語
ドイツ語
スペイン語

マレー・
インドネ
シア語

タイ語

選択必修

選択科目
英語特別
教育科目

留学支援
科目

開放領域（他学科）

一般教
養的

教育科目
１２単位

外国語
科目
８単位
以上

共
通
総
合
領
域

　20
単
位
以
上

専
攻
領
域

　90
単
位
以
上

１２単位
（人文から
４単位以上）

授業科目区分 卒業要件単位数 卒業要件単位数 卒業要件単位数 卒業要件単位数

基礎科学 基礎科学 基礎科学
基礎科学

専門科学

16単位
以上

10単位
以上

細胞利用

生物利用

環境保全

細胞制御
科学

ゲノム・情報
科学

生命環境
科学

16単位以上

10単位以上
（３コースの

中から
１分野を
選択）

26単位以上

10単位以上
（３コースの

中から
１分野を
選択）

16単位以上

10単位以上
（３コースの

中から
１分野を
選択）

バイオ
サイエンス
バイオエンジニア

リング
地球環境
生物学

必修科目

33単位
１年次５単位　
２年次１２単位
３年次１０単位
４年次6単位

31単位
１年次6単位
２年次１２単位
３年次7単位
４年次6単位

27単位
１年次6単位
２年次8単位
３年次7単位
４年次6単位

31単位
１年次4単位
２年次１２単位
３年次9単位
４年次6単位

合計 124単位 12４単位 12４単位 12４単位

選択
健康
科学
科目

４単位
４単位以上

４単位
４単位以上

４単位
４単位以上

４単位
４単位以上

１２単位
（人文から
４単位以上）

１２単位
（人文から
４単位以上）

１２単位
（人文から
４単位以上）

生命科学科
2008年度
入学生

生命科学科
2009～
2012年度
入学生

応用生物科学科
2009～
2012年度
入学生

2009～
2012年度
入学生

食環境科学科
（生命科学部）

選
択
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2013年度入学生食環境科学部卒業要件

授業科目区分

基盤
教育
科目

専門
科目

自然・環境・生命

哲学・思想

日本と世界の文化・歴史

現代・社会

スポーツと健康

総合

文化間コミュニケーション

社会人基礎科目

英語特別教育科目

日本語科目
留学支援
科目

共通教養
科目

合計

選択

選択必修

必修

生命科学科

卒業要件単位数

応用生物科学科

卒業要件単位数

124単位 124単位

20単位 20単位

90単位

6単位

4単位

4単位

6単位

4単位

4単位

34単位

40単位以上 90単位

36単位

22単位以上

2013年度入学生生命科学部卒業要件

授業科目区分

基盤
教育
科目

専門
科目

自然・環境・生命

哲学・思想

日本と世界の文化・歴史

現代・社会

総合

スポーツと健康

文化間コミュニケーション

社会人基礎科目

英語特別教育科目

日本語科目

留学
支援
科目

共通
教養
科目

合計

選択

選択必修

必修

食環境科学科
フードサイエンス専攻

食環境科学科
スポーツ・食品機能専攻 健康栄養学科

卒業要件単位数 卒業要件単位数 卒業要件単位数

124単位 124単位

20単位 20単位

90単位

6単位

4単位

4単位

6単位 6単位

4単位

4単位

55単位

20単位以上 90単位

46単位

22単位以上

124単位

20単位

4単位

4単位

90単位

31単位

26単位以上



2013
TOYO UNIVERSITY 44

　
朝
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
生
活
支
援

学
科
、健
康
ス
ポ
ー
ツ
学
科
、人
間
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

の
3
学
科
で
構
成
さ
れ
、そ
の
う
ち
生
活
支
援
学
科
は
生

活
支
援
学
専
攻
と
子
ど
も
支
援
学
専
攻
の
2
専
攻
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。ど
の
学
科
、専
攻
で
も
多
く
の
資
格
を

目
指
す
こ
と
が
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
お

り
、学
生
の
資
格
取
得
に
向
け
た
意
欲
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
1
年
を
4
月
か
ら
9
月
ま

で
の
春
学
期
と
10
月
か
ら
3
月
ま
で
の
秋
学
期
に
分
け

て
授
業
を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
期
末
に
成
績
を
発
表
し

ま
す
。こ
れ
を
セ
メ
ス
タ
制
と
呼
び
ま
す
。セ
メ
ス
タ
制

の
利
点
は
よ
り
広
い
科
目
の
選
択
肢
を
設
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、学
生
の
理
解
度
を
成
績
と
い
う
形
で
把

握
し
や
す
く
な
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
期
の
開
始
時
に
、学
生
は
履
修
登
録
を

行
い
ま
す
。学
生
は
各
自
、自
分
の
興
味
・
関
心
や
資
格
取

得
に
必
要
な
授
業
を
選
択
し
て
登
録
を
行
い
ま
す
。春
・

秋
と
も
最
大
24
単
位
ま
で
履
修
登
録
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。年
間
で
48
単
位
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、各
学
科
と
も
学
年
ご
と
の
必
須
科
目
を
配
置
す
る
こ

と
で
、大
学
に
必
ず
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
し
て
い
ま
す
。な
お
、資
格
取
得
に
配
慮
す
る
た
め
、

生
活
支
援
学
科
生
活
支
援
学
専
攻
で
介
護
福
祉
士
コ
ー

ス
に
配
属
す
る
学
生
は
各
学
期
に
お
い
て
28
単
位
履
修

登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、教
職
課
程
を
履
修

す
る
学
生
は
、教
育
職
員
免
許
状
取
得
の
た
め
の
科
目
に

限
り
、最
大
24
単
位
の
制
限
を
越
え
て
履
修
登
録
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
で
は
出
席
を
重
視
す
る
授
業

が
多
く
、単
位
の
認
定
に
際
し
て
は
授
業
回
数
の
2
/
3

以
上
の
出
席
を
条
件
と
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、休
講
と

な
っ
た
科
目
は
必
ず
補
講
を
行
っ
て
お
り
、そ
の
実
施
率

は
1
0
0
％
で
す
。

　
2
0
1
3
年
に
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
が
行
わ
れ
、

す
べ
て
の
学
科
・
専
攻
に
お
い
て
基
盤
教
育
と
し
て
社
会

人
基
礎
科
目
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、従
来

よ
り
も
さ
ら
に
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
意
識
し
た
授

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
養

成
は
社
会
の
急
務
で
あ
る
と
考
え
、選
択
科
目
の
外
国
語

に
従
来
の
英
語
、中
国
語
、韓
国
語
に
ド
イ
ツ
語
、フ
ラ
ン

ス
語
が
加
わ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、T
O
E
I
C
試
験
の

対
策
授
業
を
開
講
し
、合
わ
せ
て
一
部
の
学
科
で
は
英
語

の
必
修
科
目
の
時
間
数
を
増
や
し
た
り
す
る
こ
と
で
、英

語
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
で
は
単
位
の
修
得
状
況
に
関

わ
ら
ず
４
年
生
ま
で
進
級
し
て
い
き
ま
す
。た
だ
し
、人

間
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
お
い
て
は
卒
業
研
究
・
卒
業
制

作
の
着
手
条
件
を
設
け
て
い
ま
す
。こ
の
条
件
を
充
足
で

き
な
い
場
合
、卒
業
研
究
・
卒
業
制
作
を
履
修
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、必
然
的
に
４
年
間
で
の
卒
業
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

進
級
と
卒
業

人
間
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
卒
業
研
究
・
卒
業
制
作
着
手
条
件

3
年
生
6
セ
メ
ス
タ
終
了
時
ま
で
に
1
・
2
年
次
の
必
修
科
目
を
す

べ
て
修
得
し
て
い
る
こ
と
、か
つ
、卒
業
要
件
単
位
を
１
０
０
単
位

以
上
修
得
し
て
い
る
こ
と
。

4
年
生
7
セ
メ
ス
タ
終
了
時
ま
で
に
各
自
が
所
属
す
る
コ
ー
ス
の

デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅱ
Ａ
を
修
得
し
て
い
る
こ
と
。

学生が卒業するために最低修得しなければならない単位数（2012年度以前入学生）
子ども支援学専攻

健康スポー
ツ学科

人間環境デ
ザイン学科

生活支援学
専攻

2009年度
2010年度

入学生

2011年度
2012年度

入学生

一
般
教
養
的
科
目

専
門
科
目

人間探究分野

8

12

4

16

22

46
76

124

12

4

16
8

22

46
76

124

12

4

16
8

18

46
72

124

12

4
2

18
8

36
5

30
74

124

12

4

16
8

14
2

53
77

124

文化間コミュニケーション分野
スポーツ健康分野
留学支援科目

学部共通科目

学科専門科目

小　　計

小　　計
学生が卒業するために必要な最低単位数

経営と管理の知識

読解と表現

必修科目
選択科目
必修科目
選択必修科目
選択科目

人間と生活の理解

総　　合

社会と自然の理解

朝
霞
事
務
部
朝
霞
事
務
課 

主
任　

小
澤

　一
善

各
学
期
の
終
了
時
に
単
位
の
修
得
状
況
が
芳
し
く
な
い

学
生
に
対
し
て
は
専
任
教
職
員
に
よ
る
面
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
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資
格
取
得
に
つ
い
て

　ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
で
は
多
く
の
資
格
、ま
た
は
受

験
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。資
格
に
は
そ
れ

ぞ
れ
取
得
の
た
め
の
条
件
が
あ
り
、一
部
の
資
格
は
入
学

直
後
の
1
年
次
の
春
学
期
か
ら
継
続
的
に
学
修
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
資

格
の
取
得
と
卒
業
を
同
時
に
目
指
す
た
め
に
は
、漠
然
と

い
く
つ
も
の
資
格
を
目
指
す
よ
り
も
、本
当
に
自
分
の
将

来
に
必
要
な
資
格
は
何
か
を
よ
く
考
え
、そ
の
た
め
に
授

業
に
集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。ま
た
、資

格
取
得
を
目
指
す
学
生
は
そ
の
他
の
学
生
と
比
較
し
た

基
盤
教
育

専
門
科
目

共通教養科目

生活支援
学専攻

8

12

4

16

18

48
74
124

子ども支
援学専攻

12

4

16
8

18

46
72
124

健康スポー
ツ学科

12

8

22
8

38

30
81
124

2

人間環境デ
ザイン学科

12

6

18
8

14
5
43
77
124

文化間コミュニケーション
スポーツ健康

留学支援科目
社会人基礎科目

学部共通科目

学科専門科目

小　　計

小　　計
学生が卒業するために必要な最低単位数

現代・社会

哲学・思想

必修科目
選択科目
必修科目
選択必修科目
選択科目

自然・環境・生命

総　　合

日本と世界の文化・歴史

学生が卒業するために最低修得しなければならない単位数（2013年度以降入学生）

取得可能な資格

社会福祉士 受験資格

受験資格

○

受験資格

受験資格

受験資格

○

○

任用資格

○

生活支援学
専攻

受験資格

受験資格

○

受験資格

○

○

任用資格

○

子ども支援学
専攻

受験資格

受験資格

受験資格

受験資格

受験資格

受験資格

○

○

○

任用資格

○

○

○

○

○

健康スポーツ
学科

受験資格

受験資格

受験資格

任用資格

○

○

人間環境
デザイン学科

精神保健福祉士

保育士

介護福祉士

A.D.I.

健康運動指導士

健康運動実践指導者

障害者スポーツ指導者

レクリエーション・インストラクター

第一種衛生管理者

公認スポーツ指導者

一級建築士

二級建築士

木造建築士

社会福祉主事

高等学校教諭１種（福祉）

幼稚園教諭１種

高等学校教諭１種（保健）

中学校教諭１種（保健）

高等学校教諭１種（保健体育）

中学校教諭１種（保健体育）

養護教諭１種

高等学校教諭１種（工業）

高等学校教諭１種（工芸）

2011年度以前

2012年度以降

教
育
職
員
免
許
状

場
合
、授
業
の
時
間
割
に
制
約
が
生
じ
ま
す
。そ
の
た
め
、

必
要
な
授
業
は
一
度
の
履
修
で
単
位
を
修
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、予
習
、復
習
を
欠
か
さ
ず
、毎
回
授
業
に

出
席
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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し
ょ
う
。青
春
時
代
の
良
き
出
会
い
の
場
は
、学
生
生
活

を
輝
い
た
も
の
に
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。サ
ー
ク
ル

活
動
は
、趣
味
や
特
技
を
共
有
す
る
仲
間
た
ち
と
自
主
的

に
取
り
組
む
場
で
あ
り
ま
す
が
、所
属
学
生
は
社
会
や
大

学
に
お
け
る
ル
ー
ル
や
モ
ラ
ル
を
遵
守
し
、授
業
へ
の
支

障
が
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
公
認
サ
ー
ク
ル
は
、約
三

〇
〇
団
体
あ
り
ま
す（
二
〇
一
三
年
四
月
現
在
）。公
認

サ
ー
ク
ル
と
は
、大
学
所
定
の
手
続
き
を
取
り
顧
問
が
就

任
し
て
お
り
、大
学
に
登
録
を
し
て
い
る
団
体
で
す
。一
部

体
育
会
加
盟
運
動
部
四
五
部
、一
部
文
化
団
体
連
合
加
盟

サ
ー
ク
ル
一
九
部（
音
楽
系
一
五
、芸
術
・
演
劇
系
三
、ス

ポ
ー
ツ
系
一
）一
部
公
認
サ
ー
ク
ル
二
五
〇
サ
ー
ク
ル（
音

楽
系
八
、芸
術
系
一
五
、学
術
系
六
二
、メ
デ
ィ
ア
系
八
、語

学
・
国
際
交
流
系
五
、法
律
系
五
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
系
一
七
、

ゲ
ー
ム
系
五
、ア
ウ
ト
ド
ア
系
一
三
、サ
ッ
カ
ー
系
一
八
、

ダ
ン
ス
系
七
、武
道
系
五
、バ
ト
ミ
ン
ト
ン
系
六
、テ
ニ
ス

系
五
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
系
一
三
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
系

三
、野
球
系
三
、そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
系
五
二
）、二
部
体
育
会

加
盟
運
動
部
一
二
部
、二
部
文
化
団
体
連
合
加
盟
サ
ー
ク

ル
三
部
、二
部
公
認
サ
ー
ク
ル
三
七
サ
ー
ク
ル
、学
生
文
化

団
体
本
部
六
団
体
で
す
。学
生
部
で
は
、体
育
会
は
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
、サ
ー
ク
ル
は
学
生
生
活
課
が
担
当
し
て

い
ま
す
。体
育
会
に
は
昼
間
部
生
を
構
成
員
と
す
る
一
部

体
育
会
と
夜
間
部
生
を
構
成
員
と
す
る
二
部
体
育
会
が

あ
り
、各
々
規
約
を
設
け
て
組
織
さ
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。体
育
会
所
属
の
各
運
動
部
に
は
部
長
・
監
督
・
コ
ー
チ

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。体
育
会
名
誉
会
長
は
学
長
、体
育

会
会
長
に
は
慣
例
に
よ
り
学
生
部
長
が
就
任
し
て
い
ま

す
。体
育
会
で
は
、年
度
ご
と
に
部
の
活
動
報
告
を
ま
と

め
た「
白
山
ス
ポ
ー
ツ
」を
発
行
し
て
お
り
、今
年
度
は
五

一
号
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
冊
子
は
、四
月
上
旬
に
新

入
生
を
対
象
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
一
部
体
育
会
加
盟
運
動
部
四
五
部
を
対
象
に
、過
去
三

年
間
の
実
績
を
ベ
ー
ス
に
諸
種
の
基
準
に
よ
り
強
化
部
・

準
強
化
部
を
選
出
し
て
、大
学
は
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。＊
硬
式
野
球
部
、＊
陸
上
競
技
部（
長
距
離
・
短
距
離
、

女
子
長
距
離
）、ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部（
ホ
ッ
ケ
ー
・
ス

ピ
ー
ド
・
フ
ィ
ギ
ュ
ア
）、レ
ス
リ
ン
グ
部
、空
手
道
部
、ス

キ
ー
部（
ア
ル
ペ
ン
・
ジ
ャ
ン
プ
・
ラ
ン
ナ
ー
）、相
撲
部
、

ボ
ク
シ
ン
グ
部
、サ
ッ
カ
ー
部（
男
子
・
女
子
）〈
以
上
、九

部
が
強
化
部
〉、柔
道
部
、＊
ラ
グ
ビ
ー
部
、バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
、＊
水
泳
部
、剣
道
部〈
以
上
、五
部
が
準
強
化

部
〉（
＊
は
、法
人
特
別
強
化
部
）で
す
。こ
れ
ら
の
運
動
部

は
、折
に
触
れ
東
洋
大
学
の
名
を
高
め
る
ば
か
り
で
な

く
、大
学
ス
ポ
ー
ツ
界
を
リ
ー
ド
し
た
り
支
え
た
り
し
て

い
ま
す
。勿
論
、こ
れ
ら
強
化
部
・
準
強
化
部
以
外
の
運
動

部
の
活
躍
に
も
、目
を
見
張
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.toyo.ac.jp

）に
も
、

競
技
結
果
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、御
覧
下
さ
い

ま
せ
。

　
ご
父
母
の
皆
様
方
も
、東
洋
大
学
の
学
生
に
温
か
い
御

声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
〇
二
〇
年
、東
京
で
再
び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
り
、意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。一
九
六
四
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、東
海
道
新

幹
線
を
始
め
、首
都
高
速
道
な
ど
、交
通
の
整
備
が
行
わ
れ

ま
し
た
。ま
た
、世
の
中
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、大
学
に
お
け

る
体
育
会
活
動
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
時
期
で
あ

り
ま
し
た
。一
九
六
〇
年
代
の
東
洋
大
学
は
白
山
キ
ャ
ン
パ

ス
に
文
学
部・経
済
学
部・法
学
部
そ
し
て
社
会
学
部
の
四

学
部
が
あ
り
、川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
に
工
学
部
が
開
設
さ
れ

て
、総
合
大
学
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
頃
で
も
あ

り
ま
し
た
。本
学
に
お
け
る
体
育
会
所
属
の
運
動
部
の
多

く
は
、こ
の
時
期
に
創
部
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
て
、二
〇
二
〇

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、ど
の
よ
う
な
整
備
が
な

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。新
た
に
創
設
さ
れ
る
サ
ー
ク
ル
や

運
動
部
は
、ど
の
よ
う
な
競
技
を
行
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　
東
洋
大
学
に
は
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
様
々
な

分
野
で
の
サ
ー
ク
ル
が
存
在
し
、所
属
学
生
は
学
内
学
外

を
問
わ
ず
に
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。学
生
生
活
に
と
っ
て

必
要
で
あ
り
か
つ
貴
重
な
場
と
し
て
、サ
ー
ク
ル
活
動
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。サ
ー
ク
ル
活
動
で
の
経
験
は
人
生
の
糧

と
な
り
、サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
出
会
う
仲
間
た
ち

は
、人
生
の
友
に
な
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で

輝
く
学
生
生
活
、サ
ー
ク
ル
・
課
外
活
動

学
生
部
長（
法
学
部
教
授
）   

小
林  

秀
年
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め
の「
就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」が
進
行
中
で
す
。併
せ

て
、業
界
・
職
種
研
究
、Ｓ
Ｐ
Ｉ
等
適
性
試
験
対
策
、マ

ナ
ー
・
ス
ー
ツ
・
メ
イ
ク
ま
で
、行
事
は
多
彩
で
す
。大
学

の
授
業
の
合
間
に
参
加
で
き
る
の
で
無
理
な
く
準
備
が

進
み
ま
す
。現
時
点
で
進
路
を
決
め
て
い
な
い
方
も
、公

務
員
・
教
員
志
望
で
も
、セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
は

社
会
で
働
く
大
人
と
な
る
自
立
へ
の
準
備
に
役
立
ち
ま

す
。自
分
に
は
関
係
な
い
と
、自
ら
学
び
の
範
囲
や
将
来

の
可
能
性
を
狭
め
て
し
ま
う
の
は
残
念
で
す
。大
学
行
事

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
に
つ
い
て

　
経
団
連
が
政
府
等
の
要
請
を
受
け「
採
用
選
考
に
関
す

る
倫
理
憲
章
」が
見
直
さ
れ
、新
た
に「
採
用
選
考
に
関
す

る
指
針
」と
し
て
、２
０
１
６
年
４
月
入
社
の
就
職
活
動

か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、こ
れ
ま
で
３
年
生
の
12
月
か
ら
開
始
さ

れ
て
い
た
会
社
説
明
会
等
の
情
報
解
禁
が
３
年
生
の
３

月
か
ら
に
、４
年
生
４
月
か
ら
の
面
接
な
ど
の
採
用
選
考

が
４
年
生
の
８
月
か
ら
の
実
施
と
な
り
ま
す
。後
ろ
倒
し

に
す
る
こ
と
で
、学
習
時
間
が
確
保
さ
れ
、留
学
の
機
会

等
が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
で
は
、変
更
の
第
１
期
と
な

る
現
２
年
生
が
不
安
や
混
乱
を
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
十
分
な
情
報
収
集
と
情
報
提
供
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。特
に
、「
後
ろ
倒
し
」と
い
う
言
葉
に
反
応
し
準
備

も
後
ろ
倒
し
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
喚
起
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
は
、後
ろ
倒
し
は「
就
職
活
動
期
間
の
短
縮
」を

意
味
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
以
上
に
準
備
を
整
え
て
選
考
に

臨
む
こ
と
が
重
要
で
す
。内
定
日
は
従
前
ど
お
り
の
10
月

１
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、こ
れ
ま
で
６
ヶ
月
あ
っ
た

選
考
期
間
は
２
ヶ
月
に
な
り
、大
手
か
ら
中
小
へ
と
移
る

流
れ
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
な
り
合
う
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。さ
ら
に
、外
資
系
企
業
等
経
団
連
に
属
さ
な
い

企
業
の
動
き
に
注
意
が
必
要
で
す
。公
務
員
採
用
試
験
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、来
年
２
月
に
発
表
予
定
で
す
が
、同

時
期
に
重
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
就
職
活
動
の
円
滑
な
ス
タ
ー
ト
の
た
め
に
は
事
前
準
備

が
重
要
で
す
が
、そ
れ
は
直
前
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。低
学
年
か
ら
意
欲
的
・
積
極
的
に

学
生
生
活
を
送
る
こ
と
で
、大
学
で
の
学
び
を
深
め
、対
人

力
や
課
題
解
決
力
を
育
て
る
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。以
下

に
つ
い
て
、意
識
を
持
っ
て
活
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　
①
３
年
生
終
了
ま
で
に
必
要
と
さ
れ
る
単
位
を
修

め
る
　
②
得
意
な
科
目
や
領
域
を
持
つ
　
③
卒
業
論

文
・
研
究
は
早
め
に
準
備
を
進
め
る
　
④
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し「
実
際
の
社
会
で
働
く
こ
と
」を
経

験
す
る
　
⑤
ゼ
ミ
、留
学
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、大
学

を
起
点
と
す
る
多
様
な
経
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
　

⑥
新
聞
を
読
む
習
慣
を
身
に
つ
け
る

　
そ
し
て
、い
つ
も
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
で
す
が「
自
発
的
に
挨
拶
を
す
る
」「
正
し
い
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
る
」「
相
手
の
目
を
見
て
話
す
」こ
と
を
ご

家
庭
で
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
保
護
者
の
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
、就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
の
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。本
年
も

各
地
で
開
催
さ
れ
る
甫
水
懇
談
会
に
職
員
が
参
加
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。少
し
で
も
保
護
者
の
皆
様
の
情
報

収
集
や
不
安
解
消
の
お
役
に
立
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
本
稿
で
は
、４
年
生
及
び
３
年
生
の
状
況
、就
職
活
動

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

４
年
生
の
就
職
状
況
に
つ
い
て

　
現
４
年
生
の
内
定
率
は
、10
月
末
時
点
で
６
割
を
超
え

た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。例
年
よ
り
や
や
良
好
で
、求
人

数
も
前
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、ま
だ

多
数
の
学
生
が
卒
業
後
の
進
路
決
定
に
向
け
て
活
動
中

で
す
。例
年
、３
月
末
ま
で
求
人
は
届
き
ま
す
の
で
、あ
き

ら
め
ず
に
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。特
に
こ

れ
か
ら
の
活
動
で
お
勧
め
し
た
い
の
は
、本
学
の
求
人
ナ

ビ
の
活
用
で
す
。企
業
か
ら
直
接
、東
洋
大
学
の
学
生
が

欲
し
い
と
送
ら
れ
る
情
報
で
す
。中
に
は
、少
数
の
大
学

し
か
送
っ
て
い
な
い
確
率
の
高
い
求
人
も
あ
り
内
定
獲

得
に
有
利
と
な
り
ま
す
。ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
ア

ク
セ
ス
が
可
能
で
す
。

　
就
職
活
動
は
、た
く
さ
ん
の
大
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得

る
こ
と
で
円
滑
に
進
み
ま
す
。ぜ
ひ
大
学
の
求
人
情
報
と

就
職
支
援
室
、職
員
・
相
談
員
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

３
年
生
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

　
現
在
、就
職
活
動
の
流
れ
を
理
解
し
準
備
を
進
め
る
た

就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
部 

部
長

　深
野
　弘
美
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トピックストピックス

センター利用・一般入試情報センター利用・一般入試情報

●「TOYO Web Style」がスタート

入学試験情報 掲載内容の詳細は、東洋大学入試情報サイトで必ずご確認ください。
http://www.toyo.ac.jp/nyushi/

☆大学案内や願書を“ペーパーレス化”
2014 年度入試に向け、大学概要や学部・学科の紹介から入試情報の発信、出願・入学手続までを Web で行う日本初の取り組み

「TOYO Web Style」がスタート。これに伴い、全ての入試をインターネット出願へ移行します。受験生の利便性の向上に加え、従来の
紙媒体を大幅に削減。省資源化への取り組みとしても大きな効果を上げています。

☆出願は全てインターネット登録
東洋大学の入学試験は、全てインターネット登録による出願です。
従来の「紙」願書のように取り寄せる必要もなく、ガイドに沿って入力をするので、記入漏れや誤記入も防ぐことができます。
なお、出願には、マイページへの登録が必要になります。

大学入試センター試験の成績により合否を判定します。本学での個別学力検査は行いません。 出願期間によっ
て前期・中期・後期日程があります。

東洋大学独自の一般入試は多彩な入試方式があります。各方式とも、試験日が異なる全ての入試と併願可能です。また、
同一試験日内で併願が可能な学科もあります。各学科ともに複数の入試方式を取り入れており、受験のチャンスが多いこ
とが特徴です。
☆A 方式（3 教科総合入試）☆C 方式（ベスト 2 入試） ☆D 方式（最高得点重視入試） ☆3 月入試

試験会場を選んで受験できます。
2/8・9・10・11
白山キャンパス・朝霞キャンパス・札幌・仙台・郡山・水戸・宇都宮・高崎・千葉・町田・
横浜・新潟・金沢・長野・静岡・名古屋・大阪・広島・福岡
2/27、3/5
白山キャンパス・札幌・仙台・新潟・長野・静岡・大阪・福岡

●センター利用入試（B 方式）: 全学部で実施（複数学科の併願可）

●一般入試 : 全問マークシート方式

「余資なき優暇なき者のために」と学びの門戸を開いた、創立者・井上円了の志を受け継いで、イブニングコース（第 2 部）
では意欲ある人が一人でも多く学ぶことができるよう、新たな入試制度をスタートさせます。この入試制度は、イブニン
グコース（第 2 部）を第一志望とする受験生で、日中は白山キャンパス内の大学事務局などで働きながら、夜間に学ぶこ
とを前提とした入試です。
・入学者全員に奨学金（学費の半額相当 ×4 年間）を給付します。 
・入学検定料は、免除となります。
・希望者は提携学生寮（60,000 円程度 / 月 1 日 2 食付）への入居が可能です。 
※2014 年度の「独立自活」支援推薦入試の出願は締め切りました。

●「独立自活」支援推薦入試

入試方式
前期
中期

4 教科・4 科目型 /
3 教科型 / ベスト 2 型

2 教科型

2 教科型 / ベスト 2 型

2 教科型 / ベスト 2 型
※イブニングコースのみ

1/6（月）～1/17（金）

1/18（土）
1/19（日）

2/14（金）

3/6（木）

3/15（土）

3/19（水）

1/6（月）～2/20（木）

1/6（月）～2/27（木）

1/6（月）～3/10（月）

出願期間 試験日 合格発表日

後期
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東
洋
大
学
は
、２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）に
創
立
１
２

５
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、建
学
の
精
神
に
基
づ
く

「
哲
学
教
育
の
推
進
」、グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社
会
の
現
状

に
対
応
し
、「
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
」な
ど
、国
際
化
を

積
極
的
に
推
進
、生
涯
学
習
に
対
応
し
て
、「
地
域
奉
仕
・

地
域
連
携
」を
深
め
て
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
推
進
す

る
た
め
の
改
革
を
行
っ
て
い
る
。

　
甫
水
会
と
し
て
２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）11
月
23
日

に
開
催
し
た
創
立
１
２
５
周
年
記
念
式
典
等
に
、本
会
員

で
あ
る
父
母
・
保
護
者
の
方
の
参
加
お
よ
び
１
２
５
周
年

へ
の
募
金
活
動
を
行
う
こ
と
と
、関
連
の
行
事
等
に
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
を
提
案
致
し
ま
し
た
。

　
甫
水
会
も
、「
大
学
の
興
隆
発
展
と
学
生
の
健
全
な
る

発
達
」の
た
め
微
力
な
が
ら
大
学
に
協
力
し
て
お
り
ま

す
。ま
た
、大
学
よ
り
甫
水
会
事
業
に
対
す
る
ご
支
援
を

得
な
が
ら
、教
育
の
充
実
強
化
、学
生
の
文
化
、体
育
活
動

事
業
を
奨
励
し
、運
営
致
し
ま
し
た
。

　
大
学
の
ご
理
解
ご
協
力
の
も
と
に
、去
る
平
成
24
年
５

月
26
日
の
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た
事
業
計
画
に
基
き
執

行
し
た
１
年
間
の
事
業
実
施
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
甫
水
会
活
動
報
告

（
平
成
25
年
度
評
議
員
会
資
料
抜
粋
）

平
成
24
年
度
事
業
報
告

評
議
員
会

（1）
　
平
成
24
年
度
評
議
員
会
は
、常
任
理
事
及
び
全
国

59
支
部
支
部
長
と
、１
、０
０
０
名
以
上
の
会
員
を

擁
す
る
支
部
選
出
の
評
議
員
で
構
成
さ
れ
、会
則
第

６
章
評
議
員
第
21
条
に
基
づ
き
、評
議
員
72
名（
定

数
80
名
）、監
事
２
名
が
出
席
し
、平
成
24
年
５
月
26

日
13
時
よ
り
甫
水
会
館
２
階
会
議
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

【
諸
会
議
】

本
部
事
業
関
係

１
．諸
会
議
及
び
行
事

理
事
会

（2）
　
常
任
理
事
と
地
区
長
理
事
で
構
成
さ
れ
、会
則
第
４

章
役
員
第
８
条
に
基
づ
き
、開
催
さ
れ
た
。

①
平
成
23
年
度

　
第
２
回
理
事
会
　
平
成
24
年
４
月
21
日

②
平
成
24
年
度

　
第
１
回
理
事
会
　
平
成
24
年
10
月
27
日

常
任
理
事
会

（3）
　
会
則
第
４
章
役
員
第
９
条
に
基
づ
き
、月
１
回
の

定
例
会
議（
但
し
、７
・
８
月
は
除
く
）及
び
臨
時
会

議
を
開
催
し
、業
務
を
執
行
し
た
。

①
平
成
23
年
度

　
第
９
回
常
任
理
事
会
　
平
成
24
年
４
月
21
日

　
第
10
回
常
任
理
事
会
　
平
成
24
年
５
月
12
日

②
平
成
24
年
度

　
第
１
回
常
任
理
事
会
　
平
成
24
年
６
月
２
日

　
臨
時
常
任
理
事
会
　
　
平
成
24
年
８
月
11
日

　
第
２
回
常
任
理
事
会
　
平
成
24
年
９
月
29
日

　
第
３
回
常
任
理
事
会
　
平
成
24
年
10
月
13
日

　
第
４
回
常
任
理
事
会
　
平
成
24
年
11
月
10
日

　
第
５
回
常
任
理
事
会
　
平
成
24
年
12
月
８
日

　
第
６
回
常
任
理
事
会
　
平
成
25
年
１
月
12
日

　
第
７
回
常
任
理
事
会
　
平
成
25
年
２
月
23
日

　
第
８
回
常
任
理
事
会
　
平
成
25
年
３
月
９
日

常
任
理
事
会
内
委
員
会

（4）
　
必
要
に
応
じ
て
内
部
委
員
会
を
開
催
し
、業
務
を

執
行
し
た
。

役
員
選
考
委
員
会

（5）
　
会
則
第
４
章
役
員
第
６
条
に
基
づ
き
、全
国
59
支

部
よ
り
選
出
頂
き
次
期
役
員
候
補
者
を
選
考
す
る

た
め
、平
成
25
年
１
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
。

評議員会

①
平
成
24
年
５
月
12
日
、関
東
地
区
支
部
長
会
議

（
首
都
圏
地
区
13
支
部
）を
甫
水
懇
談
会
開
催
に

地
区
別
支
部
長
会
議

（6）
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２
部
の
参
加
者
は
３
４
０
名
、第
３
部
の
参
加
者

は
４
２
１
名
、第
４
部
の
参
加
者
は
２
０
４
名
で

あ
っ
た
。

②
四
国
・
瀬
戸
内
海
地
区
連
絡
協
議
会
は
平
成
24
年

11
月
24
日
に
愛
媛
県
に
お
い
て
開
催
し
参
加
者
は

42
名
、近
畿
地
区
連
絡
協
議
会
は
平
成
24
年
12
月

１
日
に
大
阪
に
お
い
て
開
催
し
参
加
者
は
49
名
で

あ
り
援
助
金
を
支
給
し
た
。

②
首
都
圏
地
区
以
外
46
支
部

　
全
国
46
支
部
総
会
の
中
で
甫
水
懇
談
会
と
し

て
開
催
し
、大
学
側
及
び
本
部
役
員
が
出
張

し
、会
員
相
互
の
交
流
も
図
ら
れ
無
事
終
了

し
た
。

会
員
の
集
い
・
就
職
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

（2）

（1）（2）（1）（2） （3）（4）
奨
学
金･･････

「
奨
学
生
規
程
」に
基
づ
き
、常
任

理
事
会
に
お
い
て
選
考
の
結
果
、６
名（
留
学
生
２

名
含
む
）を
採
用
し
た
。

弔
慰
金･･････

「
弔
慰
金
規
程
」に
基
づ
き
、会
員

の
申
請
に
よ
り
６
名
に
支
給
し
た
。

学
生
総
合
補
償
制
度･･････

１
年
生
を
対
象

と
す
る｢

学
生
総
合
補
償
制
度｣

の
傷
害
保
険

へ
の
任
意
加
入
者
は
、９
６
４
名
で
あ
っ
た
。

学
生
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
、学
術
研
究
等
援
助
・

表
彰
制
度･･････

「
援
助･

表
彰
基
準
」に
よ
り
、

１
部
体
育
会
・
２
部
体
育
会
の
団
体
及
び
個
人

へ
表
彰
状
と
褒
賞
金
１
５
１
万
円
を
援
助
し

た
。さ
ら
に
学
生
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル（
文
化
系

サ
ー
ク
ル
）に
対
し
、学
生
部
と
連
携
し
て
申
請

願
い
が
出
さ
れ
た
22
サ
ー
ク
ル
に
44
万
円
援
助

し
た
。な
お
、ス
ポ
ー
ツ
東
洋
等
へ
新
聞
広
告
掲

載
料
と
し
て
22
万
円
援
助
し
た
。

2
．学
生
諸
制
度

甫
水
会
費

甫
水
会
費
は
、入
学
時
及
び
毎
年
授
業
料
払
込

時
に
５
、０
０
０
円
を
徴
収
し
、本
部
か
ら
所
属

会
員
数
１
人
当
り
、１
、５
０
０
円
を
乗
じ（
６

月
暫
定
会
員
数
80
％
支
給･

11
月
確
定
会
員
数

20
％
支
給
）各
支
部
へ
支
部
運
営
費
交
付
金
と

し
て
３
８
、０
６
１
、０
０
０
円
を
支
出
し
た
。

会
員
数
割
傾
斜
援
助
金

会
員
数
割
傾
斜
援
助
金
は
、全
国
59
支
部
の
会
員

数
を
７
ブ
ロ
ッ
ク（
０
か
ら
18
万
円
）に
分
け
、年

１
回
６
月
に
算
定
基
準
に
よ
り
支
出
し
た
。

3
．甫
水
会
費
･
援
助
金
の
交
付

　
伴
う
打
合
せ
会
議
が
行
わ
れ
た
。

②
会
則
第
10
章
第
39
条
に
基
づ
き
、平
成
25
年
２
月

に
地
区
長
主
催
で
全
国
10
地
区
に
お
い
て
本
部
・

支
部
活
動
の
円
滑
な
連
携
と
地
区
の
活
性
化
を

目
的
と
し
、会
議
を
開
催
し
た
。

【
行

　事
】

甫
水
懇
談
会

（1）
①
首
都
圏
地
区
13
支
部（
東
京
都
、神
奈
川
県
、埼
玉

県
、千
葉
県
、茨
城
県
）

　
学
生
が
在
籍
す
る
４
校
舎（
白
山
・
川
越
・
板
倉
・

朝
霞
）で
開
催
さ
れ
、大
学
教
職
員
に
よ
る「
報
告･

個
別
面
談
」を
実
施
し
、支
部
会
員
同
士
の
親
睦

も
深
め
ら
れ
た
。

全
国
59
支
部
長
研
修
会

（7）
①
平
成
24
年
９
月
８
日
、本
部
主
催
で
全
国
59
支
部

長（
代
理
含
）の
参
加
に
よ
る
、｢

甫
水
会
諸
規
程
」

及
び
、｢

支
部
関
係
業
務
処
理
に
関
す
る
取
扱
い｣

を
主
と
し
た
支
部
長
研
修
会
を
開
催
し
た
。

①
平
成
24
年
度「
会
員
の
集
い
・
就
職
活
動
フ
ォ
ー

ラ
ム
」は
、大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、就
職
関
係
の

充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス

井
上
円
了
ホ
ー
ル
に
お
い
て
10
月
27
日（
土
）28

日（
日
）の
２
日
間
に
亘
っ
て
４
部
構
成
で
、開
催

し
た
。

　
初
日
の
第
１
部
で
は
、竹
村
学
長
よ
り
、「
人
間
力

育
成
の
大
学
教
育
を
め
ざ
し
て
」と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
た
。そ
の
後
各
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
が

行
わ
れ
、今
年
度
よ
り
白
山
第
１
キ
ャ
ン
パ
ス
見

学
に
板
橋
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
見
学

コ
ー
ス
に
取
り
入
れ
た
。白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学

部
長
講
演
は
小
川
経
済
学
部
長
よ
り
、「
長
期
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
に
い
か
に
取
り
組
む
べ

き
か
」と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
２
日
目
は
、第
２
部
講
演
会
・
第
３
部
就
職
活
動

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
た
。講
演
会
で
は
、陸
上

競
技
部
酒
井
俊
幸
監
督
よ
り「
お
の
れ
に
克
つ

チ
ー
ム
の
選
手
」と
題
し
て
、選
手
の
活
動
内
容

や
目
標
な
ど
の
講
演
、本
学
名
誉
教
授
講
演
で

は
、中
里
至
正
社
会
学
部
名
誉
教
授
よ
り
、「
劣
化

す
る
日
本
人
の
道
徳
意
識
」と
題
し
、最
近
の
い

じ
め
の
凶
悪
化
、児
童
虐
待
の
増
加
、公
務
員
や

教
員
な
ど
に
よ
る
性
犯
罪
の
多
発
な
ど
の
問
題

点
に
つ
い
て
の
考
え
を
講
演
頂
い
た
。ま
た
、就

職
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援

課
野
口
正
生
課
長
か
ら
東
洋
大
学
の
現
状
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、東
洋
大
学
経
営
・
文
学
部
２

名
の
卒
業
生
の
講
演
、（
有
）ペ
イ
・
フ
ォ
ー
ワ
ー

ド
川
田
英
利
氏
よ
り「「
超
」就
職
氷
河
期
だ
か
ら

こ
そ
絶
対
内
定
！ 

親
と
し
て
我
が
子
に
出
来
る

支
援
と
心
得
」と
題
し
て
、具
体
的
で
実
践
的
な

お
話
が
あ
り
第
１
部
の
参
加
者
は
１
４
７
名
、第

支部名/
日時・校舎

茨　城
埼　北
埼　中
埼　東
埼　南
千葉東
千葉西
城　東
城　西
中　央
城　北
多　摩
神奈川

0801
1101
1102
1103
1104
1201
1202
1301
1302
1303
1304
1305
1401

11
11
5

19
12
5
4
1
1
0
3
2
0

出席者合計

支部
コード 合　計6月9日（土）

板倉校舎
6月9日（土）
朝霞校舎

6月24日（日）
白山校舎

6月24日（日）
川越校舎

74

8
2
8
1

17
5
5
5
6
2

10
10
10

89

48
8

39
54
56
84
65
29
22
18
73
64
91

651

31
28
60
16
30
6
7
9

10
4

19
9
5

234

98
49

112
90

115
100
81
44
39
24

105
85

106

1,,048
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支
部
主
催
の
就
職
説
明（
懇
談
）会
出
張
に
伴
う
大
学

教
職
員
の
旅
費
交
通
費
等
は
大
学
側
に
お
願
い
し
、就

職
説
明
会
開
催
希
望
支
部
に
つ
い
て
講
師
派
遣
な
ど
を

大
学
側
と
協
議
し
ご
支
援･

ご
協
力
を
頂
い
た
。ま
た
、甫

水
会
の
支
部
主
催
行
事
援
助
金
支
給
規
程
に
基
づ
き
、

支
部
総
会
と
同
時
開
催
支
部
に
対
し
て
も
援
助
し
た
。

　
実
施
支
部
に
つ
い
て
は
、後
述
の｢

支
部
主
催
行
事｣

参
照

４
．就
職
問
題

　
会
員
相
互
間
の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
等
を
目
的

と
し
て
広
報
活
動
を
実
施
し
、｢

会
員
の
し
お
り｣

及

び｢

会
報
東
洋｣

の
発
送
に
伴
う
経
費
は
、大
学
側
に

お
願
い
し
た
。

①
新
入
会
員
対
象
の「
会
員
の
し
お
り
」

　
　
　
平
成
25
年
１
月
発
行

②
全
会
員
対
象
の「
会
報
　
東
洋
」

　
　
　
平
成
24
年
12
月
発
行

③
役
員
及
び
支
部
長
対
象
の「
甫
水
会
ジ
ャ
ー
ナ
ル

第
49
号
、50
号
」

　
　
　
平
成
24
年
４
月
・
10
月
発
行

④
大
学
側
に
リ
ン
ク
依
頼
開
示
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
、情
報
活
動
を
強
化
し
た
。

7
．広
報
活
動

体
育
後
援
会
は
、校
友
会
・
本
会
と
で
構
成
し
、本

部
拠
出
金
と
し
て
４
０
０
万
円
援
助
し
た
。

「
井
上
円
了
が
志
し
た
も
の
と
は
」に
対
す
る
援
助

井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
の
企
画･

実
施
に
、

実
行
委
員
会
を
構
成
し
、そ
の
運
営
費
の
一
部
負

担
金
１
５
０
万
円
を
援
助
し
た
。

卒
業
記
念
品

卒
業
記
念
品
購
入
代
金
と
し
て
大
学・校
友
会・本
会
の

三
者
負
担
に
よ
る
分
担
金
１
８
０
万
円
を
援
助
し
た
。

全
学
的
な
行
事
に
対
す
る
援
助

大
学
祭（
白
山
祭･

朝
華
祭･

こ
も
れ
び
祭･

雷
祭
）・

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
援
助
し
た
。

留
学
生
に
対
す
る
援
助

大
学
の
国
際
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、団
体

の
活
動
等
に
対
し
援
助
し
た
。

平
成
24
年
度
甫
水
会
事
業
計
画
に
基
づ
き
執
行
し
た
。

体
育
後
援
会

5
．大
学
事
業（
行
事
）に
対
す
る
協
力

（1）

東
洋
大
学
創
立
１
２
５
周
年
記
念
事
業
に
対
す
る

寄
付
金

平
成
24
年
度
に
大
学
創
立
１
２
５
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、平
成
14
年
度
か
ら
の
１
２
５
周
年
記
念
事

業
積
立
金
５
、０
０
０
万
円
を
取
崩
し
、さ
ら
に
前
期

繰
越
金
か
ら
５
、０
０
０
万
円
を
支
出
し
、１
２
５
周

年
記
念
事
業
の
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
、１
．育

英
事
業
の
展
開
、２
．体
育・ス
ポ
ー
ツ
課
外
活
動
の
充

実
、３
．多
様
な
教
育
機
会
の
提
供
、の
主
と
し
て
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
１
億
円
を
寄
付
し
た
。

大
学・校
友
会
行
事
に
派
遣
、協
力
し
た
。

（1） （2）（3）（4）（5）　
大
学
・
校
友
会
の
年
間
行
事
と
し
て
実
施
す
る
祭

事･

会
議
に
甫
水
会
代
表
者
を
派
遣
、協
力
し
た
。

6
．大
学
･
校
友
会
行
事
等
に
対
す
る
協
力

校
友
会
中
国
出
身
者
会

発
会
式

東
洋
大
学
創
立
１
２
５
周

年
記
念A

utum
n

フ
ェ
ス

（
板
倉
校
舎
）

哲
学
堂
祭

東
洋
大
学
創
立
１
２
５

周
年
記
念
式
典

川
越
体
育
会
功
労
者
表

彰
式

留
学
生
連
合
会
年
末
交

流
会

東
洋
大
学
新
春
セ
ミ

ナ
ー
・
賀
詞
交
歓
会

体
育
後
援
会
第
２
回
運

営
委
員
会

一
部
体
育
会
表
彰
式

二
部
体
育
会
表
彰
式

オ
ー
ル
東
洋
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
ク
ラ
ブ
総
会

校
友
会
学
生
研
究
奨
励

基
金
授
与
式

卒
業
式

⑧
平
成
24
年
９
月
29
日

⑨
平
成
24
年
10
月
14
日

⑩
平
成
24
年
11
月
３
日

⑪
平
成
24
年
11
月
23
日

⑫
平
成
24
年
12
月
５
日

⑬
平
成
24
年
12
月
16
日

⑭
平
成
25
年
１
月
17
日

⑮
平
成
25
年
１
月
31
日

⑯
平
成
25
年
２
月
28
日

⑰
平
成
25
年
３
月
３
日

⑱
平
成
25
年
３
月
16
日

⑲
平
成
25
年
３
月
21
日

⑳
平
成
25
年
３
月
23
日

入
学
式

２
０
１
２
年
度
新
入
留

学
生
歓
迎
会

箱
根
駅
伝
で
優
勝
さ
せ

る
会
総
会

校
友
会
代
議
員
会

校
友
大
会

体
育
後
援
会
第
１
回
運

営
委
員
会

学
祖
祭

①
平
成
24
年
４
月
６
日

②
平
成
24
年
４
月
22
日

③
平
成
24
年
５
月
８
日

④
平
成
24
年
５
月
19
日

⑤
平
成
24
年
５
月
20
日

⑥
平
成
24
年
５
月
31
日

⑦
平
成
24
年
６
月
６
日

（4） （3）
調
整
金

支
部
運
営
費
と
援
助
金
の
合
計
額
が
会
員
数
の

少
な
い
支
部
よ
り
下
回
る｢

逆
転
現
象｣

が
生
じ

た
場
合
に
は
是
正
し
各
支
部
に
対
し
て
、11
月

支
部
運
営
費
に
加
算
し
支
給
し
た
。

支
部
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
等
に
対
す
る
援
助
金

支
部
主
催
行
事
に
対
し
、支
部
主
催
行
事
援
助

金
支
給
規
程
に
よ
り
援
助
し
た
。

援助金内訳

500名以上
500名未満
120名未満
80名未満
70名未満
60名未満
30名未満

0円×
11万円×
12万円×
14万円×
15万円×
16万円×
18万円×

17支部=
8支部=
6支部=
1支部=
2支部=
12支部=
13支部=

0円
880,000円
720,000円
140,000円
300,000円
1,920,000円
2,340,000円
6,300,000円59支部=

会  員  数

（2）
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甫
水
会
本
部
で
は
、情
報
開
発
に
よ
る
大
学
の
教

務
部
門
の
情
報
を
利
用
し
、会
費
納
入
処
理
を
行
っ

て
い
る
。会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
情
報
更
新
は
、

本
会
で
確
認
し
大
学
総
務
課
に
依
頼
し
て
い
る
。ま

た
、支
部
要
請
の
名
簿･

宛
名
ラ
ベ
ル
を
本
部
で
作
成

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
の「
個
人
情
報
保
護
法
」

施
行
後
は
、情
報
の
使
用
・
管
理
等
に
つ
い
て
は
、引

続
き
支
部
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
大
学
と「
個
人
デ
ー
タ
の
提
供
に
伴
う
個
人
情
報

の
機
密
保
持
及
び
安
全
管
理
に
関
す
る
契
約
書
」を

締
結
し
、申
請
に
基
づ
き
取
り
扱
っ
て
い
る
。な
お
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
、新
し
い
デ
ー
タ
を
加

え
な
が
ら
大
学
側
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
を
依
頼

し
、情
報
化
を
促
進
し
て
い
る
。

　
支
部
総
会
開
催
に
つ
い
て
は
、本
部･

支
部
経
費
の
節
減

と
業
務
処
理
の
合
理
化
の
観
点
か
ら
、前
年
度
同
様
、支

部
総
会（
甫
水
懇
談
会
）の｢

案
内
と
出
席
申
込｣

は
本
部
一

括
発
送･

受
取
処
理
し
た
。ま
た
、支
部
総
会
の
中
で
、甫
水

懇
談
会
と
し
て
大
学
関
連
行
事
を
取
り
込
む
形
で
実
施

し
た
。な
お
、今
年
度
も
支
部
総
会
へ
の
大
学
側
出
張
者

（
代
表･

事
務
説
明
者
）の
旅
費
交
通
費
は
、大
学
側
に
お

願
い
し
た
。

①
地
方
支
部
総
会･･･

46
支
部
会
員
数
６
、２
７
９
名

②
開
催
日･･･････････

平
成
24
年
７
月
１
日
〜
８
月
５
日

③
出
張
者･･･････････

甫
水
会
本
部
代
表
者 

延
べ
46
名

④
出
席
者･･･････････

出
席
申
込
予
定
者
１
、２
４
１
名

　
　
　
　
　
　
　
　（
複
数
出
席
者
含
む
）一
括
処
理

　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
る
成
績･

履
修
表
出
力
数

支
部
事
業
関
係

１
．支
部
総
会（
甫
水
懇
談
会
）

　
実
施
支
部
は
以
下
の
通
り
で
あ
り
、甫
水
会
の
支
部
主
催

行
事
援
助
金
支
給
規
程
に
基
づ
き
援
助
金
を
支
出
し
た
。

2
．支
部
行
事

8
．会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

①就職説明（懇談）会
月　日 曜 支　部 出席者数場　所

合           計

6月30日
30日

7月1日
１日
１日
7日
7日
7日
7日
8日
8日
8日
8日

15日
16日
21日
21日
22日
22日
28日
29日
29日
29日
29日

8月4日
5日
5日

9月23日
10月21日
11月10日

10日
10日
11日
18日
18日

12月2日
8日

16日

土
土
日
日
日
土
土
土
土
日
日
日
日
日
月
土
土
日
日
土
日
日
日
日
土
日
日
日
日
土
土
土
日
日
日
日
土
日

岡山県
徳島県
兵庫県
香川県
宮崎県
北海道函館
広島県
福岡県
茨城県
京都・滋賀県
山口県
大分県
千葉県西
新潟県 
埼玉県東
鳥取県
高知県
島根県
愛媛県
佐賀県
長野県
富山県
長崎県
千葉県東
阪奈
福井県
和歌山県
栃木県
群馬県
秋田県
山形県
静岡県
山梨県
青森県
福島県
宮城県
岩手県
鳥取県

ピュアリティまきび
ホテルグランドパレス徳島
姫路市市民会館
JRホテルクレメント高松
ホテルセンチュリー宮崎
五島軒本店
ホテルニューヒロデン
ホテルセントラ－ザ博多
ホテル　マロウド筑波
ホテルグランヴイア京都
山口グランドホテル
大分市コンパルホ－ル
フロ－ラ西船
ホテルイタリア軒
春日部市商工振興センター
ホテルハーベストイン米子
高知会館
ホテル一畑
椿館　本館
佐賀ワシントンホテルプラザ
長野第一ホテル
高志会館
ホテル万松楼
千葉市生涯学習センタ－
太閤園
ホテルリバージュ アケボノ
ホテルアバロ－ム紀の国
コンセーレ
前橋商工会議所
第一会館本館
大手門パルズ
静岡県産業経済会館
岡島ローヤル会館
ラ・プラス青い森
イトーヨーカ堂郡山店5階会議室
KKRホテル仙台
盛岡大通商店街「リリオ2F」
ホテルハーベストイン米子

事務説明者（敬称略）
課長 野口　正生
課長補佐 腰山　雅基
課長 野口　正生
課長補佐 腰山　雅基
課長補佐 中村　健司
課員 高山　泰輔
主任 畠野　真規子
課長補佐 中村　健司
課長 野口　正生
課員 富岡　周平
主任 畠野　真規子
課長補佐 中村　健司
外部講師 川田　英利
課長補佐 藤田　正彦
課長 野口　正生
主任 萩原　剛志
課長補佐 中村　健司
主任 萩原　剛志
課長補佐 中村　健司
課長補佐 須田　憲明
課長補佐 藤田　正彦
課長補佐 中村　健司
課長補佐 須田　憲明
外部講師 川田　英利
主任 萩原　剛志
課長補佐 腰山　雅基
主任 萩原　剛志
課長 野口　正生
課長 野口　正生
課長 野口　正生
課長補佐 須田　憲明
主任 萩原　剛志
課長補佐 腰山　雅基
課長補佐 須田　憲明
主任 畠野　真規子
課長補佐 中村　健司
課長補佐 藤田　正彦
課長補佐 腰山　雅基

16
5

20
9

22
8

20
23
60
10
23
14
83
69
83
13
11
12
14
13
75
28
6

64
20
7
7

155
102
33
40
86
37
12
63
31
8

11
1,313
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③講演・研修会等

②大学施設設備校舎見学会

出席者数=支部長報告による

月　日 曜 支　部 出席者数講演会･研修会等／内容 講演者（敬称略）／場所

合           計

5月3日
6月30日

30日
 ７月 7日

 7日
8日
8日

14日
15日
21日

8月13日
23日

9月1日
10月8日

8日
8日
8日
8日

28日
11月3日

3日
3日

10日
10日
17日
17日
18日
18日
18日
17日
18日
17日
23日
24日
25日

12月1日
2日

1月2日
3日
3日
3日
3日
3日

6～9日
7～9日

26日
2月23日
3月3日

9日
10日

18
63
64
60
27
74
63
38
43

113
100
17
10
23
15
9

42
7

74
77
93
6

65
22
61

109
34
55
77
41

68

42
43
49

103
27
60
46
45
28
15
8
7

92
58
49
69
71

2,380

木
土
土
土
土
日
日
土
日
土
月
木
土
月
月
月
月
月
日
土
土
土
土
土
土
土
日
日
日
土
日
土
金
土
日
土
日
水
木
木
木
木
木
日
月
土
土
日
土
日

大分県
埼玉県中央
東京都城東
茨城県
東京都中央
山形県
東京都城北
埼玉県北
石川県
埼玉県南
徳島県
新潟県
熊本県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
茨城県
埼玉県中央
神奈川県
京都府
埼玉県東
東京都城西
埼玉県北
東京都城東
東京都中央
東京都城北
東京都多摩
千葉県東

千葉県西

愛媛県
神奈川県
阪奈
埼玉県南
山梨県
茨城県
埼玉県東
埼玉県南
東京都中央
兵庫県
北海道室蘭
北海道釧路
千葉県西
埼玉県南
東京都城北
千葉県東
埼玉県東

第52回全国大学相撲宇佐大会
「就職受難時代・親としてすべきこと」
「スポーツを通して学んだこと」
「放射能と健康被害を考える」～発がんリスクとその対策～
「野球を通した人生や人との出逢い等について」
「東京箱根駅伝完全優勝を振り返り」
「東洋大学陸上競技部・強さの秘密」
「激動時代の就職活動と親の支援」
第2回全日本大学選抜相撲金沢大会

「就勝（活）のために今やっておくべきこと」
東洋大学連阿波踊り参加
陸上競技部山古志合宿支援
硬式野球部公式戦応援
第24回出雲全日本大学選抜駅伝競走
第24回出雲全日本大学選抜駅伝競走
第24回出雲全日本大学選抜駅伝競走
第24回出雲全日本大学選抜駅伝競走　
第24回出雲全日本大学選抜駅伝競走
東洋大学発祥の地視察と会員の集い参加＆ＪＡＬ機体整備工場見学
日帰り研修旅行
東洋大学125周年記念行事 横浜港ナイトクルーズ
大学祭見学
富岡製糸場と日本酒酒蔵見学
河口湖セミナーハウス見学会
箱根駅伝コースを巡る会
文学鑑賞・社会見学「東日本大震災、復興支援の旅」
箱根駅伝ミュージアム見学と散策
会員懇親バス旅行
会員親睦日帰り旅行

「中高年齢者の健康体力作り トータルフィットネス
（理論と実践）」
両国・向島文学散歩
～師弟芥川龍之介・堀辰雄の間にスカイツリーをのぞむ
四国・瀬戸内海地区連絡協議会・就職活動フォーラム
アサヒビール神奈川工場見学
近畿地区連絡協議会・就職活動フォーラム
最新の就職戦線開始アドバイス等講演会
第89回東京箱根間往復大学駅伝競走
第89回東京箱根間往復大学駅伝競走
第89回東京箱根間往復大学駅伝競走
第89回東京箱根間往復大学駅伝競走
第89回東京箱根間往復大学駅伝競走
第89回東京箱根間往復大学駅伝競走
第85回日本学生競技選手権大会応援
第85回日本学生競技選手権大会応援
都内バス旅行
日帰り研修旅行
3.11から2年 地震発生後の72時間を生き抜く知恵を学び、横浜で『食』の楽しさを再確認する旅
春の研修旅行
早春講演会

大分県宇佐市総合運動場宇佐相撲場
グローバルキャリア教育センター 副センター長　小島　貴子
元東洋大学陸上競技部監督　川嶋　伸次
東洋大学理工学部生体医工学科 教授　加藤　和則
OB 元西武ライオンズ投手 野球解説者　松沼　博久
陸上競技部長距離部門 コ－チ　佐藤　尚
OB スポーツライター　石井　安里
グローバルキャリア教育センター 副センター長　小島　貴子
石川県金沢市卯辰山相撲場
グローバルキャリア教育センター 副センター長　小島　貴子
徳島市内　阿波踊り演舞場
長岡市山古志
明治神宮球場
出雲駅伝応援
出雲駅伝応援
出雲駅伝応援
出雲駅伝応援
出雲駅伝応援
東京都文京区（麟祥院他）・羽田
鎌倉大仏・長谷寺・鶴岡八幡宮
ロイヤルウイング
白山キャンパス他
富岡製糸場他
河口湖セミナーハウス他
神奈川県箱根
福島県いわき市他
箱根駅伝ミュージアム他
河口湖セミナーハウス・甲斐方面
河口湖他
東洋大学経済学部
名誉教授　佐藤　征夫
東洋大学文学部
名誉教授　竹内　清己
東洋大学OB　今岡　誠他
アサヒビール神奈川工場他
アトランタ・ブレーブス国際スカウト　大屋　博行他
㈲ペイ・フォワ－ド　川田　英利
箱根駅伝応援
箱根駅伝応援
箱根駅伝応援
箱根駅伝応援
箱根駅伝応援
箱根駅伝応援
栃木県立日光霜降アイスアリーナ他
栃木県立日光霜降アイスアリーナ他
国会議事堂・椿山荘・浅草寺・スカイツリー
東京消防庁　本所防災館他
横浜・お台場
哲学堂公園・カップヌードルミュージアム他
春日部市商工振興センター

出席者数=支部長報告による

月　日 曜 支　部 出席者数場　所

合           計

6月30日
12月1日

8日

8日
2月23日

土
土
土

土
土

東京都城東
群馬県
栃木県

埼玉県南
神奈川県

白山校舎
白山校舎・板倉校舎
白山校舎
板橋総合スポーツセンター
板橋総合スポーツセンター
川越校舎

23
34
28

21
25

131



2013
TOYO UNIVERSITY55

（46,097）

79

45,938

80

（8,000）

0

8,000

54,097

甫水会収支関係

甫水会費･･････年額5,000円
25,133名･････････････････････････125,665,000円

526名･･･････････････････････････2,630,000円
25,659名･････････････････････････128,295,000円

第１部会費徴収数
第２部会費徴収数

合 計

平成２4年度会計報告

　平成24年度決算は、４月および５月に開催されました理事会・評議員会において、
承認されました。

平成２4年度一般会計決算報告書
自平成24年4月1日～至平成25年3月31日

貸  借  対  照  表
平成25年3月31日現在 （単位：千円）

（単位：千円）

資　産　の　部 負　債　の　部

（ 流 動 資 産 ）

現 金

普 通 預 金

郵 便 振 替

（ 固 定 資 産 ）

甫水会記念事業積立金

合 計

（570）

335

62 

173

45,527

8,000

54,097 

（ 流 動 資 産 ）

前 受 金

預 り 金

未 払 金

次 年 度 繰 越 金

特定資産次年度繰越金

合 計

128,295

2,186

50,000

90,117

270,598

収　入　の　部 支　出　の　部

甫 水 会 費 収 入

雑 収 入

投 資 活 動 収 入

前 年 度 繰 越 金

合 計

200,750

19,321 

5,000

45,527

270,598 

事 業 費

管 理 費

投 資 活 動 支 出

次 年 度 繰 越 金

合 計

正　  味　  財　  産　  の　  部

一般会計収支計算書
自平成24年4月1日～至平成25年3月31日
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東
洋
大
学
は
、２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）に
創
立
１
２

６
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、建
学
の
理
念
を
踏
ま
え

「
教
育
の
質
」の
向
上
、「
哲
学
教
育
」「
国
際
化
」「
キ
ャ
リ

ア
教
育
」を
実
践
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
積
極
的
に
推
進
、

新
た
な
時
代
に
貢
献
で
き
る
学
生
を
育
成
す
る
た
め
の

改
革
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）４
月
、板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス
に「
食
環
境
科
学
部
」を
新
設
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
文

学
部
の「
イ
ン
ド
哲
学
科
」お
よ
び「
中
国
哲
学
文
学
科
」

を「
東
洋
思
想
文
化
学
科
」に
再
編
成
し
、11
学
部
44
学
科

に
な
り
ま
し
た
。

　
甫
水
会
も
、｢

大
学
の
興
隆
発
展
と
学
生
の
健
全
な
る

発
達｣

の
た
め
微
力
な
が
ら
大
学
に
協
力
し
て
お
り
ま

す
。ま
た
、大
学
よ
り
甫
水
会
事
業
に
対
す
る
ご
支
援
を

得
な
が
ら
、教
育
の
充
実
強
化
、学
生
の
文
化
、体
育
活
動

事
業
を
奨
励
し
、運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。以
下
、平
成
25

年
度
甫
水
会
事
業
計
画
の
概
要
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
甫
水
会
活
動
計
画

（
平
成
25
年
度
評
議
員
会
資
料
抜
粋
）

平
成
25
年
度
事
業
計
画

本
部
事
業
関
係

１
．諸
会
議
及
び
行
事

【
諸
会
議
】

⑴
評
議
員
会

　
常
任
理
事
及
び
全
国
59
支
部
支
部
長
と
１
、０
０
０

名
以
上
の
会
員
を
擁
す
る
支
部
選
出
の
評
議
員
と

で
構
成
さ
れ
、会
則
第
21
条
の
重
要
項
目
に
関
し
て

審
議
を
行
う
最
高
議
決
機
関
で
あ
り
、定
例
会
と

し
て
年
１
回
５
月
に
開
催
す
る
。

⑵
理
事
会

　
常
任
理
事
と
地
区
長
理
事
で
構
成
さ
れ
、本
会
運

営
の
基
本
業
務
に
つ
い
て
常
任
理
事
会
の
執
行
事

項
の
確
認
・
承
認
を
行
う
機
関
で
あ
り
、定
例
会
と

し
て
年
２
回
10
月
及
び
翌
年
４
月
に
開
催
す
る
。

⑶
常
任
理
事
会

　
原
則
と
し
て
、毎
月
１
回
開
催
す
る（
７
・
８
月
は

除
く
）。

　
本
会
運
営
の
基
本
的
業
務
に
つ
い
て
、評
議
員

会
・
理
事
会
等
で
決
定
し
た
事
業
計
画
を
円
滑
に

執
行
す
る
。

⑷
常
任
理
事
会
内
委
員
会

　
必
要
に
応
じ
て
委
員
会
を
開
催
し
、業
務
を
執
行

す
る
。

⑸
役
員
選
考
委
員
会

　
次
期
役
員
を
全
国
59
支
部
よ
り
役
員
候
補
者
を

選
出
し
、１
月
に
役
員
候
補
者
の
選
考
を
行
う
。

⑹
地
区
別
支
部
長
会
議

　
全
国
10
地
区
に
お
い
て
地
区
長
主
催
で
、本
部
・

支
部
活
動
の
円
滑
な
連
携
と
各
地
区
組
織
の
活

性
化
を
目
的
と
し
、地
区
別
支
部
長
会
議
及
び
実

務
研
修
を
２
月
に
実
施
す
る
。

⑺
全
国
59
支
部
長
研
修
会

　
本
部
主
催
で
全
国
59
支
部
長
の
参
加
に
よ
る
会

議
及
び
実
務
研
修
を
９
月
に
開
催
す
る
。

【
行

　事
】

⑴
甫
水
懇
談
会

   

首
都
圏
地
区
支
部（
東
京
都
、神
奈
川
県
、埼
玉

県
、千
葉
県
、茨
城
県
）の
会
員
は
、学
生
が
在
籍

す
る
校
舎（
白
山
・
川
越
・
板
倉
・
朝
霞
）で
大
学
教

職
員
に
よ
る「
履
修
・
成
績
及
び
学
生
生
活
・
就

職
」等
に
つ
い
て
説
明
・
面
談
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、首
都
圏
地
区
支
部
以
外
の
会
員
は
、各
支

部
主
催
の
行
事「
支
部
総
会
」等
の
中
で
、甫
水
懇

談
会
と
し
て「
履
修
・
成
績
及
び
学
生
生
活
・
就

職
」等
に
つ
い
て
、大
学
か
ら
代
表
者（
教
員
）と

事
務
説
明
者
よ
り
説
明
・
面
談
を
実
施
す
る
。

⑵
会
員
の
集
い
・
就
職
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
、就
職
関
係
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

２
日
間
に
亘
り
10
月
に
実
施
す
る
。な
お
、遠
隔
地

支
部
会
員
に
つ
い
て
は
、前
年
度
通
り
規
定
額
の

交
通
費
を
補
助
す
る
。

２
．学
生
諸
制
度

⑴
奨
学
金
制
度

　
会
員
が
不
測
の
事
故
等
で
家
計
が
急
変
し
、修
学

が
困
難
と
な
っ
た
学
生
に
対
し
、規
定
に
よ
り
学

業
・
課
外
活
動
に
優
秀
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、

常
任
理
事
会
の
議
を
経
て
、原
則
と
し
て
１
年
間

の
奨
学
金
給
付
を
月
額
３
０
、０
０
０
円
と
し
、

会
員
の
出
願
に
基
づ
き
所
定
の
選
考
で
採
用
す

る
一
般
学
生
は
、15
名
と
す
る
。な
お
、留
学
生
で

学
業
優
秀
者
は
、大
学
の
推
薦
に
よ
り
奨
学
金
給

付
を
２
名
に
行
う
。

⑵
弔
慰
金
制
度

   

不
測
の
事
故
等
で
会
員
の
ご
子
女
が
死
亡
し
た
時

に
、そ
の
遺
族
に
対
し
て
弔
慰
金
３
０
、０
０
０
円

を
支
給
す
る
。

⑶
学
生
総
合
補
償
制
度

　
１
年
生
対
象
の
任
意
加
入
、｢

学
生
総
合
補
償
制

度｣

の
案
内
を
す
る
。

⑷
学
生
ク
ラ
ブ・サ
ー
ク
ル
、学
術
研
究
等
援
助・表
彰
制
度

　「
援
助
・
表
彰
基
準
」に
よ
り
、１
部
体
育
会
・
２
部

体
育
会
の
団
体
及
び
個
人
へ
表
彰
と
援
助
を
す

る
。活
動
と
し
て
学
生
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動

（
運
動
部
・
文
化
部
・
学
術
研
究
サ
ー
ク
ル
・
ゼ
ミ

等
）を
学
生
部
と
連
携
し
て
そ
の
活
動
を
賞
賛
・

奨
励
す
る
。文
化
系
サ
ー
ク
ル
に
対
し
て
も
全
面

的
に
支
援
す
る
。
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⑴
甫
水
会
費

　
甫
水
会
費
は
、入
学
時
及
び
毎
年
授
業
料
払
込
時

に
５
、０
０
０
円
を
徴
収
し
、本
部
か
ら
所
属
会
員

数
１
人
当
り
１
、５
０
０
円
を
乗
じ
年
２
回（
６
月

暫
定
会
員
数
80
％
支
給･

11
月
確
定
会
員
数
20
％

支
給
）各
支
部
へ
支
部
運
営
費
と
し
て
支
出
す
る
。

⑵
会
員
数
割
傾
斜
援
助
金

　
会
員
数
割
傾
斜
援
助
金
は
、全
国
59
支
部
の
会
員

数
を
７
ブ
ロ
ッ
ク（
０
か
ら
18
万
円
）に
分
け
、年

１
回
６
月
に
算
定
基
準
に
よ
り
支
出
す
る
。

⑶
調
整
金

　
援
助
金
の
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
逆
転
現
象
が
生
じ
た

場
合
、11
月
支
部
運
営
費
に
加
算
し
支
出
す
る
。

⑷
支
部
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
等
に
対
す
る
援
助
金

　
支
部
事
業
の
開
催
に
対
し
、支
部
で
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、支
部
主
催
行
事
援
助
金

支
給
規
程
に
よ
り
援
助
す
る
。

３
．甫
水
会
費
･
援
助
金
の
交
付

４
．就
職
問
題

５
．大
学
事
業（
行
事
）に
対
す
る
支
援
協
力

　
父
母
又
は
保
護
者
・
学
生
本
人
と
大
学
就
職
担

当
者
の
、よ
り
密
接
な
連
携
を
保
つ
た
め
、就
職
・

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
と
本
部
役
員
で「
大
学
と
父
母

と
の
協
力
関
係
」に
つ
い
て
協
議
す
る
等
、就
職
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
就
職
活
動
を
進
め
る
実
力
を
養

う
講
座
・
制
度
の
充
実
を
お
願
い
し
て
い
る
。そ
し

て
学
生
の
生
涯
設
計
を
立
て
る
上
で
の
支
援
を
積

極
的
に
進
め
、本
年
度
も
同
様
継
続
す
る
。な
お
、

大
学
教
職
員
の
支
部
就
職
説
明
会
派
遣
旅
費
交
通

費
等
は
大
学
に
お
願
い
し
、就
職
説
明
会
開
催
希

望
支
部
に
つ
い
て
講
師
派
件
な
ど
を
大
学
側
と
協

議
し
て
い
く
。

８
．会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

　
甫
水
会
本
部
で
は
、大
学
の
教
務
部
門
の
情
報
を

利
用
し
、会
費
納
入
処
理
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、本
会
で
確
認
し
大

学
総
務
課
に
依
頼
し
て
い
る
。ま
た
、支
部
要
請
の

宛
名
ラ
ベ
ル
を
本
部
で
作
成
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
の「
個
人
情
報
保
護

法
」施
行
に
よ
り
、情
報
の
使
用
・
管
理
に
つ
い
て

は
、引
続
き
支
部
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　
大
学
と「
個
人
デ
ー
タ
の
提
供
に
伴
う
個
人
情
報

の
機
密
保
持
及
び
安
全
管
理
に
関
す
る
契
約
書
」を

締
結
し
、申
請
に
基
づ
き
取
り
扱
っ
て
い
る
。な
お
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
、新
し
い
デ
ー
タ
を
加

え
な
が
ら
大
学
側
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
を
依

頼
し
、情
報
化
を
促
進
す
る
。

７
．広
報
活
動

　
会
員
相
互
間
の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
等
を
目

的
と
し
て
広
報
活
動
を
実
施
し
、｢
会
員
の
し
お
り｣

及
び｢

会
報  

東
洋｣

の
発
送
に
伴
う
経
費
は
、大
学

側
に
お
願
い
し
て
い
る
。

⑴
新
入
会
員
対
象
の「
会
員
の
し
お
り
」・・・・・・年
１
回

⑵
全
会
員
対
象
の「
会
報
　
東
洋
」・・・・・・・・・・・年
１
回

６
．大
学
･
校
友
会
行
事
等
に
対
す
る
協
力

　
大
学
が
年
間
行
事
と
し
て
実
施
す
る
祭
事
等
に
、

甫
水
会
代
表
者
を
派
遣
・
協
力
す
る
。

   

会
則
に
定
め
る「
目
的
と
事
業
」を
達
成
す
る
た

め
に
、大
学
事
業
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
援
助
・
協

力
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

⑴
体
育
後
援
会

　
体
育
後
援
会
は
、校
友
会
・
本
会
と
で
構
成
し
、ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、本
部
拠
出
金
と

し
て
４
０
０
万
円
支
援
す
る
。

⑵「
井
上
円
了
が
志
し
た
も
の
と
は
」に
対
す
る
援
助

　
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
の
企
画
・
実
施
、

実
行
委
員
会
を
構
成
し
、そ
の
運
営
費
の
一
部
１

５
０
万
円
を
援
助
す
る
。

⑶
卒
業
記
念
品

　
毎
年
度
、卒
業
記
念
品
購
入
代
金
と
し
て
大
学
・
校

友
会
・
本
会
の
三
者
負
担
に
よ
る
分
担
金
１
８
０

万
円
を
援
助
す
る
。

⑷
全
学
的
な
行
事
に
対
す
る
援
助

　
大
学
祭（
白
山
祭･

朝
華
祭･

こ
も
れ
び
祭･

雷
祭
）

の
４
校
舎
及
び
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
白
山
・
川
越
・

朝
霞
・
板
倉
）の
４
校
舎
に
援
助
す
る
。

⑸
留
学
生
に
対
す
る
援
助

　
大
学
の
国
際
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、団
体

の
活
動
等
に
対
し
広
く
援
助
す
る
。

⑶
役
員
及
び
支
部
長
対
象
の「
甫
水
会
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

　
　
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・年
２
回

⑷
大
学
側
に
リ
ン
ク
依
頼
開
示
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
、情
報
活
動
を
強
化
す
る
。
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支
部
事
業
関
係

甫
水
会
収
支
関
係

⑴
支
部
総
会

　
本
部
は
、毎
年
度
の
支
部
総
会
出
席
者
の
意
見
を

ま
と
め
大
学
側
に
提
出
し
て
い
る
が
、特
に
父
母

又
は
保
護
者
と
の
両
談
形
式
を
含
め
多
数
の
意
見

を
頂
い
た
の
で
、今
後
も
改
善
を
行
い
、支
部
総
会

運
営
状
況
を
踏
ま
え
大
学
側
と
協
議
し
て
い
く
。

　
首
都
圏
地
区
13
支
部
は
、白
山
・
川
越
・
板
倉
・
朝

霞
校
舎
で
６
月
に
甫
水
懇
談
会
を
開
催
す
る
の

で
、支
部
総
会
は
別
途
に
独
自
で
開
催
す
る
こ
と

に
な
る
。

　
首
都
圏
地
区
以
外
支
部
に
お
い
て
は
、７
月
〜
８

月
に
支
部
総
会
の
中
で「
甫
水
懇
談
会
」と
し
て
開

催
す
る
。ま
た
、開
催
案
内
お
よ
び
支
部
総
会
出
席

者
集
計
の
本
部
一
括
処
理
は
、前
年
通
り
行
う
。

⑵
就
職
説
明（
懇
談
）会

　
支
部
か
ら
の
開
催
要
望
に
基
づ
き
、日
程
及
び
派

遣
者
依
頼
願
い
に
つ
い
て
大
学
側
と
調
整
し
支
部

へ
報
告
す
る
。な
お
、開
催
申
請
支
部
は
開
催
日
及

び
講
師
派
遣
の
都
合
も
あ
る
の
で
、近
隣
支
部
と

も
調
整
の
上
、申
請
さ
れ
る
よ
う
要
請
す
る
。

⑶
大
学
施
設
設
備
校
舎
見
学
会

　
校
舎
案
内
者
を
派
遣
依
頼
要
請
す
る
関
係
か
ら
、

就
職
説
明（
懇
談
）会
同
様
の
手
順
で
申
請
さ
れ

る
よ
う
要
請
す
る
。首
都
圏
地
区
13
支
部
は
、４

校
舎
の
甫
水
懇
談
会
時
実
施
し
、首
都
圏
地
区
以

外
支
部
は
、本
部
主
催
事
業
の｢

会
員
の
集
い
・
就

職
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

に
お
い
て
同
時
開
催
を
計

画
し
、参
加
さ
れ
る
よ
う
に
要
請
す
る
。

⑷
講
演
・
研
修
会
等

　
本
部
は
、講
演・研
修
会
等
の
講
師
に
つ
い
て
、本
学

教
員
を
希
望
す
る
場
合
、紹
介
を
含
め
協
力
す
る
。

⑴
収
入
に
つ
い
て

　
①
甫
水
会
費
５
、０
０
０
円
に
つ
い
て
は
、｢

大
学

に
委
託
徴
収
を
依
頼｣

し
て
い
る
。

　
　
第
１
部
の
入
学
生
及
び
在
学
生
か
ら
徴
収
し
、

留
学
生
は
除
く
。

　
　
第
２
部
の
入
学
生
及
び
在
学
生
は
、任
意
加
入

と
し
て
本
部
が
徴
収
す
る
。

　
②
雑
収
入
に
つ
い
て
は
、学
生
総
合
補
償
制
度
の

事
務
費
収
入
等
が
あ
る
。

⑵
支
出
に
つ
い
て

【
事
業
費
】

　
①
本
部
関
連
事
業
の
主
要
行
事
で
あ
る
、甫
水
懇

談
会
・
就
職
説
明（
懇
談
）会
・
会
員
の
集
い･

就
職

活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
会
報
発
行
等
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
通
り
大
学
の
協
力
を
得
て
執
行
す
る
。

　
②
支
部
関
連
事
業
の
支
部
主
催
行
事
に
つ
い
て
も
規

定
に
準
じ
て
援
助
し
、各
支
部
の
活
性
化
を
図
る
。

　
③
学
生
協
力
費
に
つ
い
て
は
、本
会
の
目
的
に
基
づ

き
、大
学
祭
・ス
ポ
ー
ツ
大
会
・ク
ラ
ブ・サ
ー
ク

ル
等
の
援
助
を
学
生
部
と
連
携
し
て
交
付
す
る
。

　
④
業
務
委
託
費
に
つ
い
て
は
、労
働
者
派
遣
契
約

書
に
基
づ
き
支
出
す
る
。

　
⑤
人
件
費
は
、事
業
費
関
連
事
務
に
伴
う
人
件
費

を
労
務
契
約
書
に
基
づ
き
支
出
す
る
。

　
⑥
大
学
創
立
１
２
５
周
年
記
念
事
業
支
出
に
つ
い

て
は
、平
成
24
年
度
の
東
洋
大
学
創
立
１
２
５

周
年
記
念
事
業
の
実
施
に
伴
い
寄
付
金
と
し
て

支
出
す
る
。

【
管
理
費
】

　
①
会
議
費
は
、各
会
議
等
に
要
す
る
旅
費
交
通
費

等
で
あ
る
。

　
②
通
信
費
・
印
写
費
・
支
払
手
数
料
・
備
品
費
等
事
務

に
要
す
る
費
用
を
科
目
ご
と
に
計
上
し
て
い
る
。

　
③
人
件
費
は
、事
業
費
関
連
事
務
以
外
の
事
務
に
伴

　
各
支
部
が
中
心
に
な
っ
て
主
催
す
る
行
事
等
に
つ
い

て
は
「
支
部
主
催
行
事
援
助
金
」
支
給
基
準
に
よ
り
、

支
援
・
協
力
す
る
。

う
人
件
費
を
労
務
契
約
書
に
基
づ
き
支
出
す
る
。

　
④
積
立
金
は
、甫
水
会
記
念
事
業
に
向
け
て
の
準

備
積
立
金
を
計
上
し
て
い
る
。

　
⑤
予
備
費
に
つ
い
て
は
、緊
急
支
出
と
し
て
措
置
す
る
。

以
上会員の集い・就職活動フォーラム 甫水懇談会
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平成２5年度予算書

　平成25年度予算は、理事会・評議員会に於いて、事業計画書と共に提出、
報告されました。

　以上の説明、報告を受け「平成25年度一般会計予算書」については、審議の結果、
承認されました。

（単位：千円）

127,000 

1,441 

0 

45,527 

173,968

収　入　の　部 支　出　の　部

甫 水 会 費 収 入

雑 収 入

投 資 活 動 収 入

前 年 度 繰 越 金

合 計

116,013

19,990 

1,000 

1,500 

35,465

173,968 

事 業 費

管 理 費

投 資 活 動 支 出

予 備 費

次 期 繰 越 収 支 差 額

合 計

一般会計収支予算書
自平成25年4月1日～至平成26年3月31日

平成２5年度甫水懇談会・支部総会報告平成２5年度甫水懇談会・支部総会報告

茨   城

埼   北

埼   中

埼   東

埼   南

千 葉 東

千 葉 西

城   東

城   西

中   央

城   北

多   摩

神 奈 川

24

18

8

23

11

2

3

4

2

0

5

2

3

105

18

2

9

2

16

2

10

3

5

4

9

8

18

106

56

16

53

45

104

80

94

42

33

17

78

69

109

796

35

14

57

19

48

4

17

10

9

1

16

20

6

256

133

50

127

89

179

88

124

59

49

22

108

99

136

1,263 出席者合計

支  部  名 6月22日(土)
板倉校舎

6月22日(土)
朝霞校舎

6月30日(日)
白山校舎

6月30日(日)
川越校舎 合計

茨   城

埼   北

埼   中

埼   東

埼   南

千 葉 東

千 葉 西

城   東

城   西

中   央

城   北

多   摩

神 奈 川

1,820 

564 

1,720 

1,552 

2,696 

1,892 

1,818 

992 

620 

405 

1,734 

1,618 

1,792 

19,223 

5.3 

6.2 

3.0 

5.0 

2.9 

2.8 

3.5 

4.5 

4.2 

1.7 

2.4 

2.6 

1.3 

3.3 合　　  計

支  部  名

96

35

51

77

79

53

64

45

26

7

42

42

24

641

※出席者 ※出席者
%会員数

※出席人数は複数出席者を含む 6月暫定会員数
※出席者は報告書による

甫水懇談会出席者数 支部総会出席者数

首都圏１３支部 首都圏１３支部
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平成２６年度甫水懇談会・支部総会開催組合せ及び日程

平成２６年２月開催予定の平成２５年度地区別支部長会議にて最終決定です。

６月２１日 （土）
    ２１日 （土）
    ２９日 （日）
    ２９日 （日）

７月 ５日 （土）
      ６日 （日）
      ６日 （日）

７月１２日 （土）
    １３日 （日）

　　１２日 （土）
    １３日 （日）

７月１９日 （土）
    ２０日 （日）
    ２０日 （日）

７月２６日 （土）
    ２７日 （日）
    ２７日 （日）

８月　２日 （土）
    　３日 （日）

　　　２日 （土）
    　３日 （日）

板 倉 校 舎
朝 霞 校 舎
白 山 校 舎
川 越 校 舎

１周
（１３支部）

2周
（１０支部）

3周
（９支部）

4周
（８支部）

5周
（１０支部）

6周
（9支部）

室 蘭
函 館
宮 崎
福 岡
大 分
広 島
山 口
愛 知
静 岡
群 馬
青 森
岩 手
富 山
旭 川
札 幌
福 井
石 川

岡 山
兵 庫
沖 縄
愛 媛
徳 島
福 島
山 形
秋 田
宮 城
北 見
香 川
高 知
栃 木
三 重
岐 阜

長 野

熊 本
鹿 児 島
京 都・滋 賀

新 潟
山 梨

釧 路
鳥 取
島 根

阪 奈
和 歌 山

長 崎
佐 賀

首都圏地区（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県、茨城県）
支部所属会員対象

学生の在学校舎の甫水懇談会会場に出席

札   幌
函   館
旭   川
北   見
室   蘭
釧   路
青   森
岩   手
宮   城
秋   田
山   形
福   島
栃   木
群   馬
新   潟
富   山
石   川
福   井
山   梨
長   野
岐   阜
静   岡
愛   知

札 幌 市
函 館 市
旭 川 市
北 見 市
苫 小 牧 市
釧 路 市
青 森 市
盛 岡 市
仙 台 市
秋 田 市
山 形 市
郡 山 市
宇 都 宮 市
前 橋 市
新 潟 市
富 山 市
金 沢 市
福 井 市
甲 府 市
長 野 市
岐 阜 市
静 岡 市
名 古 屋 市

116
24
25
19
27
39
84
97

178
133
162
402
679
783
668
109
80
15

212
579
66

513
140

17
4
9
9
8

13
13
20
41
33
38
76
76
77
45
24
28
1

40
89
19
60
18

18
4
9

10
8

14
13
21
35
33
43
72
76
83
62
27
29
1

45
88
16
64
20

47
8

29
92

198
16
31
13
34
69
34
18
26
36
46

111
17
31
52
18
30
31
57

6,194 

13
5
8

16
28
10
10
11
18
20
16
6
6
9

18
28
13
9

26
7

17
13
10

1,075 

13
5
6

17
28
10
10
12
18
20
16
6
8
8

18
26
15
11
28
8

18
12
5

1,109

津 市
京 都 市
京 都 市
大 阪 市
姫 路 市
和 歌 山 市
米 子 市
松 江 市
岡 山 市
広 島 市
山 口 市
徳 島 市
高 松 市
松 山 市
高 知 市
福 岡 市
佐 賀 市
大 村 市
熊 本 市
大 分 市
宮 崎 市
鹿 児 島 市
那 覇 市

三   重
滋   賀
京   都
阪   奈
兵   庫
和 歌 山
鳥   取
島   根
岡   山
広   島
山   口
徳   島
香   川
愛   媛
高   知
福   岡
佐   賀
長   崎
熊   本
大   分
宮   崎
鹿 児 島
沖   縄

合 計

支  部  名 開催場所 会員数 参加者数 申込会員数
（学生数）

6月暫定会員数

支部総会（甫水懇談会）成績・履修出力数

首都圏以外４６支部

支  部  名 開催場所 会員数 参加者数 申込会員数
（学生数）
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今
回
で
５
回
目
を
迎
え
ま
し
た「
会
員
の
集
い
・
就
職

活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
、10
月
26
日（
土
）か
ら
27
日（
日
）

ま
で
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
す
る
予
定
で
あ
り
ま
し

た
が
、台
風
27
号
の
影
響
を
受
け
、キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

な
ど
、初
日
に
予
定
し
て
い
た
行
事
が
全
て
中
止
と
な
り

ま
し
た
。中
止
の
ご
連
絡
が
遅
れ
る
な
ど
、多
く
の
会
員

の
皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
、

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。今
後
は
、こ
の
経
験
を
甫

水
会
の
危
機
管
理
体
制
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、皆
様
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
は
、「
ど
う
か
４
年
間
の
う
ち
に
１
度
は
、お
子
様
が
通

う
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
て
頂
き
、東
洋
大
学
を
見
て
、聞

い
て
、感
じ
て
ほ
し
い
」と
い
う
こ
と
で
す
。私
は（
私
自

身
も
子
供
を
東
洋
大
学
に
通
わ
せ
て
い
る
単
な
る
親
父

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、）毎
年
７
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
全
国
で
開
か
れ
る
支
部
総
会
に
出
席
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。そ
の
際
、１
０
０
％
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、地
方

の
会
員
の
皆
様
は
、お
子
様
に
一
人
住
ま
い
を
さ
せ
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
病
気
は
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。き
ち
ん

と
食
事
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。学
校
に
行
き
勉
強
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」な
ど
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。私

か
ら
は「
一
人
住
ま
い
は
、社
会
人
に
な
る
た
め
に
必
要

な『
自
己
決
定
力
』を
養
う
た
め
の
素
晴
ら
し
い
機
会
で

す
。ご
安
心
く
だ
さ
い
。」と
お
話
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す

が
、お
子
様
を
心
配
す
る
気
持
を
晴
ら
す
こ
と
は
到
底
で

き
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、東
京
見
物
を
兼
ね
て
い
た
だ
い
て

結
構
で
す
の
で
、こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
利
用
し
て
頂
き
、

お
子
様
が
通
う
東
洋
大
を
見
て
、聞
い
て
、感
じ
て
頂
き
、

お
子
様
と
お
話
を
し
て
頂
き
た
い
の
で
す
。お
子
様
は
、

そ
っ
け
な
い
態
度
を
と
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、親
に
甘

え
て
い
る
だ
け
で
、間
違
い
な
く
心
で
は
喜
ん
で
い
ま

す
。ど
う
か
子
供
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。お
願
い
し
ま
す
。

　
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、こ
こ
か
ら
は
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
主
な
内
容
を
お
話
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
午
前
の
部
で
は
、神
田
雄
一
　
東
洋
大
学
副
学
長
と
村

田
薫
　
東
洋
大
学
甫
水
会
会
長
の
ご
挨
拶
を
頂
い
た
後
、

新
井
恭
子
　
硬
式
野
球
部
部
長
・
経
営
学
部
准
教
授
よ
り

「
も
し
ア
ラ
・・・
も
し
も
大
学
野
球
部
の
部
長
新
井
が
ド

ラ
ッ
カ
ー
の『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』を
読
ん
だ
ら
」と
題
し

て
、井
上
博
文
　
東
洋
大
学
名
誉
教
授
よ
り「
東
洋
大
学

と
観
光
教
育
」と
題
し
て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。続
い
て
、

東
洋
大
学
学
生
の
神
山
卓
也
・
英
徳
兄
弟
に
よ
る「
津
軽

三
味
線
」の
演
奏
を
聴
き
、午
前
の
部
を
終
了
い
た
し
ま

し
た
。午
後
の
部
で
は
、深
野
弘
美
　
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支

援
部
部
長
よ
り「
保
護
者
が
知
っ
て
お
き
た
い
就
職
環

境
」に
つ
い
て
、ス
タ
ー
ツ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社
　
杉
山
正
則
様
よ
り「
現
代
の
学
生
と
社
会
で
求
め
ら

れ
る
人
材
の
ギ
ャ
ッ
プ
」に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
、本

学
Ｏ
Ｂ
の
巣
鴨
信
用
金
庫
　
福
島
啓
太
様（
２
０
１
２
年

経
済
学
部
卒
）及
び
Ｏ
Ｇ
の
株
式
会
社
ク
レ
オ
　
中
村
琴

美
様（
２
０
１
０
年
社
会
学
部
卒
）よ
り
、就
職
活
動
の
体

験
談
に
つ
い
て
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。や
は
り
、親
は「
就

職
」と
言
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
敏
感
に
反
応
す
る
の
か
、午

後
の
部
の
講
演
は
、会
場
の
井
上
円
了
ホ
ー
ル
を
埋
め
尽

く
す
ほ
ど
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
、熱
心
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
、今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、「
東
洋
大
学
は
、最
後

の
一
人
が
就
職
す
る
ま
で
、あ
き
ら
め
ず
学
生
の
サ
ポ
ー

ト
を
続
け
て
頂
け
る
」と
確
信
す
る
と
と
も
に
、「
学
生
時

代
に
自
己
決
断
を
す
る
経
験
を
多
く
持
つ
こ
と
」や「
就

職
に
あ
た
っ
て
は
、し
っ
か
り
自
己
分
析
を
す
る
こ
と
」

ま
た
、「
親
は
口
を
出
さ
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
」が

大
切
で
あ
る
と
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。参
加
さ
れ
た
皆
様

は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。残
念
な
が
ら

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
皆
様
は
、来
年
度
、ぜ
ひ
参
加

し
て
何
か
を
感
じ
て
見
て
下
さ
い
。

　
最
後
に
、フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
頂
い

た
東
洋
大
学
職
員
の
皆
様
や
、裏
方
と
し
て
お
手
伝
い
頂

い
た
学
生
の
皆
様
、支
部
役
員
の
皆
様
に
、こ
の
場
を
お

借
り
し
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
洋
大
学
甫
水
会
副
会
長  

永
名  

淳
悟

｢
会
員
の
集
い
・
就
職
活
動
フ
�
�
ラ
ム｣

を
開
催
し
て

｢
会
員
の
集
い
・
就
職
活
動
フ
�
�
ラ
ム｣

を
開
催
し
て
〜
東
洋
大
学
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
〜

〜
東
洋
大
学
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
〜

平
成
　
年
度 

甫
水
会

平
成
　
年
度 

甫
水
会

2525



2013
TOYO UNIVERSITY 62



2013
TOYO UNIVERSITY63

就職・キャリア支援部

国際センター／国際部

文・経済・経営・法・社会・国際地域学部
イブニングコース（2部）

大学院
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板 倉 事 務 課

板 倉 事 務 課

板 倉 事 務 課

板 倉 事 務 課

板 倉 事 務 課

板 倉 事 務 課

板 倉 事 務 課

図書事務課（板倉）

生命科学部・食環境科学部

生命科学部・食環境科学部

サークル活動

キャリア形成・就職支援室
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新
体
育
館

（
仮
称
）

図書館
生活支援学科
実習棟

グラウンド1

グラウンド2

　事務局へご質問・ご相談等ありましたら、ご遠慮なく各キャンパスのテレホン
ガイドによりお尋ねください。担当部課室の電話は、すべて直通になっており
ます。

〈お電話受付時間〉
平日　9：30ー12：45、 14：15ー16：45
土曜　9：30ー12：45
　なお、電話の場合は、必ずご自分の姓名と「学生の学科・学籍番号・名前」を
申し出てください。申し出のない場合は、お断りする場合もございます。また、
内容によってはお電話ではお答えしかねる場合がございますことを合わせて
ご了承ください。
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第８４回日本学生氷上競技選手権大会　総合３位

世界選手権大会出場選手壮行会（円了ホ－ル）
（左二人目:西塔、四人目:宮原、七人目から：萩野・内田・山口・宮本 各選手）

第８９回日本学生選手権水泳競技大会（インカレ）
（左から宮本・地田・原田・内田 各選手）
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第６５回関東大学ボクシングリ－グ大会　一部昇格

杜の都 全日本大学女子駅伝出場（創部２年目）

第９１回全国学生相撲選手権大会　団体戦　優勝
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『会員の集い・就職活動フォ－ラム』

ＯＧ講演:中村琴美氏ＯＢ講演:福島啓太氏 講師:杉山正則氏

受付

津軽三味線:神山卓也・英徳兄弟 講演聴講

神田　雄一副学長
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硬式野球部
陸上競技部
アイススケート部
柔道部
レスリング部
空手道部
スキー部
相撲部
ボクシング部
サッカー部
ラクビー部（準）

バスケットボール部（準）

水泳部（準）

剣道部（準）

陸上競技部女子長距離部門
サッカー部女子部　　 
バレーボール部
ソフトテニス部
ゴルフ部
弓道部
卓球部
合気道部
日本拳法部
少林寺拳法部
自動車部
準硬式野球部
ヨット部

バドミントン部　　　　　 　 　
ワンダーフォーゲル部
ローバースカウト部
アーチェリー部               
アメリカンフットボール部
パワーリフティング・ウェイトトレーニング部
キックボクシング部　　　   　　
射撃部
テニス部
ラクロス部　　　　　　　　　　
ハンドボール部
応援指導部

小　計

小　計

空手道部
柔道部　　　　　　　　　　
卓球部
バスケットボール部
陸上競技部
剣道部　　　　　　　　　
洋弓部

※援助金総額　14,900,000

空手道部
剣道部
柔道部
卓球部
自動車部
軟式庭球部　　　　 　　　 　
軟式野球部
アメリカンフットボール部
ゴルフ部
スキー部

バスケットボール部
バドミントン部　　　　　　  　
バレーボール部
ボディビル部
ワンダーフォーゲル部
弓道部
硬式庭球部
サッカー部　　　　　　　　　 
自転車部　　　　　　　　　　

7
9

21
17
20
16

7
97

7
8

12
25
24
14
34
40

5
30

20,000
20,000
40,000
60,000
60,000
40,000
60,000
80,000
20,000
60,000

40,000
60,000
40,000
40,000
60,000
40,000
60,000
60,000
20,000

880,000

19
28
14
16
33
18
22
27

8
384

20,000
20,000
60,000
40,000
60,000
40,000
20,000

260,000

小　計

小　計

112
114

50
39
35
33
27
24
26
58
78
39
34
41

710

22
19
14
35

6
23
41
13
23

9
8

44
15

13
7

15
36
33
10

6
21
35
27
26
13

514

60,000
40,000
40,000
60,000
20,000
60,000
80,000
40,000
60,000
20,000
20,000
80,000
40,000

40,000
20,000
40,000
60,000
60,000
40,000
20,000
60,000
60,000
60,000
60,000
40,000

1,180,000

3,000,000
2,500,000
1,000,000

530,000
600,000
530,000
530,000
920,000
450,000
850,000
420,000
350,000
800,000
100,000

12,580,000

　東
洋
大
学
甫
水
会（
父
母
又
は
保
護
者
の
会
）は
、東
洋
大
学
の
学

生
ス
ポ
ー
ツ
の
更
な
る
充
実
、発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、昭
和
四
十

七
年
に
大
学
・
父
母
会（
現
甫
水
会
）・
校
友
会
の
三
者
に
よ
っ
て
結

成
さ
れ
た「
東
洋
大
学
体
育
後
援
会
」に
対
し
て
、全
面
的
な
支
援
活

動
を
続
け
て
お
り
ま
し
た
が
、平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
は
、甫
水

会
と
校
友
会
の
二
者
で
、「
東
洋
大
学
体
育
後
援
会
」を
新
た
に
結
成

し
、東
洋
大
学
の
学
生
ス
ポ
ー
ツ
の
更
な
る
充
実
・
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
会
の
事
業
目
的
は「
学
生
及
び
団
体
へ
の
後
援
費
の
交
付
、

優
秀
な
学
生
及
び
団
体
等
へ
の
表
彰
に
関
す
る
事
業
、校
友
・
父
母

等
へ
の
一
般
会
員
募
集
に
関
す
る
こ
と
」と
定
め
、体
育
関
係
の
学

生
及
び
団
体
等
に
対
し
て
そ
の
活
動
を
奨
励
し
、後
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　す
な
わ
ち
、育
英
費
の
給
付
・
合
宿
補
助
費
・
内
外
遠
征
費
の
補

助
・
優
秀
団
体
や
優
秀
選
手
に
対
し
て
の
褒
賞
等
を
行
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
事
業
に
必
要
な
資
金
は
、甫
水
会
・
校
友
会
の
各
本
部

財
源
か
ら
の
拠
出
金
と
、主
と
し
て
校
友
会
員
に
よ
る
賛
助
会
費
と

し
て
の
寄
付
な
ど
で
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
体
育
後
援
会
か
ら
配
分
さ
れ
る
援
助
金
は
、強
化
・

準
強
化
運
動
部（
十
四
部
）と
白
山
第
一
部
体
育
会
・
第
二
部
体
育

会
・
川
越
体
育
会
所
属
の
部
に
と
っ
て
大
切
な
活
動
資
金
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　後
援
会
結
成
以
来
四
十
一
年
、ご
父
母
・
校
友
の
温
か
い
ご
支
援

の
積
み
重
ね
に
よ
り
、東
洋
大
学
の
学
生
ス
ポ
ー
ツ
は
、大
学
の
発

展
と
共
に
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
続
け
、ま
た
、プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
界
に

お
い
て
も
立
派
に
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
体
育
後
援
会
が
、東
洋
大
学
の
学
生
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
対
し
て
の
役
割
を
担
い
続
け
る
た
め
に
は
、援
助
金
の
確
保
が
必

要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
後
と
も
、学
生
達
が
勉
学
に
励
む
と
共
に
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
輝
か
し
い
青
春
を
謳
歌
で
き
る
有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
り
、東

洋
大
学
関
係
者
や
、社
会
の
人
々
に
感
動
を
与
え
続
け
る
こ
と
が
出

来
ま
す
よ
う
、今
年
も
体
育
後
援
会
に
熱
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　な
お
、強
化
・
準
強
化
運
動
部（
十
四
部
）と
白
山
第
一
部
体
育
会
・

第
二
部
体
育
会
・
川
越
体
育
会
所
属
の
部
へ
の
援
助
金
の
一
覧
は
、

下
記
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

〈白山第二部体育会〉 〈川越体育会〉

〈強化・準強化運動部〉 〈白山第一部体育会〉
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※学年の表記は大会時の学年とする。 平成25年10月14日現在　　　学生部スポーツ振興課

サ ッ カ ー
（女子部門）

女子51kg級第2位宮原（社1）･女子63kg級第3位歌田（社4）

○青山学院5-0、○立教3-1、●日本0-3、○青山学院3-0、○明海2-0、●日本0-2

1部第10位（残留）
団体：準優勝
団体2位・個人戦　3位：芳賀（法4）
団体ベスト8
団体優勝・個人戦　優勝：大道（法3）　
個人戦優勝：大道（法3）
団体3位
団体第3位・個人戦　優勝：大道（法3）
団体4位
135kg未満級　3位：岡田（法2）　135kg以上級　3位：中山（法4）
団体ベスト8　個人戦　2位：大道（法3）

ライトウェルター級　第2位：金城（営2）
前期：1勝5敗3分　勝ち点6（11位）
6/1：東京農大○1-1（PK5-4），6/3：流通経済大●2-3
開催中
団体：ベスト8
開催中

5/11対東京農大●（0-9）・5/25対駒沢大○（6-3）・6/8対法政大○（8-1）
6/22対拓殖大●（3-6）・7/13対日本大●（4-5）

女子51kg級第1位宮原（社1）･女子67kg級第3位鈴木紅（社1）
女子51kg級 宮原（社1） 2回戦敗退
青年ﾌﾘｰｽﾀｲﾙ84kg級第3位：金光（済3）

男女ともにベスト１６
男女ともに4回戦出場

ﾌﾘｰｽﾀｲﾙ96kg級 第3位 鈴木勝（済2）･女子63kg級 第3位鈴木紅（社1）･女子63kg級 第2位 歌田（社4）

硬式野球

陸上競技

ア イ ス
ス ケ ート

陸上競技
（女子長距離部門）

レスリング

空 手 道

ス キ ー

相 　 撲

ボクシング

サッカ ー

成　績　等部名 月　日 大会・合宿名 場　所
4月8日～5月28日
9月7日～10月29日
11月4日
1月1日
1月2日～1月3日
3月13日～3月19日
5月1日
5月18日～5月19日
･5月25日～5月26日
6月7日～8日
6月21日
7月6日～17日
8月3日
8月11日
9月6日～8日
10月6日
10月14日
5月18日～26日
9月29日
12月3日～12月17日
1月6日～1月9日
1月6日～1月9日
1月6日～1月9日
1月26日～1月30日
5月25日
9月14日～11月24日
4月27日～4月28日

5月14日～5月17日

6月12日～6月14日

6月15日～6月16日
8月20日～8月23日
8月15日
9月16日～9月19日
10月5日
11月4日
11月18日
5月5日
5月26日
10月14日
2月19日～2月25日
11月10日～11日
4月29日
5月3日
5月5日
5月19日
6月2日
7月14日
8月14日
8月31日
9月8日
5月11日～7月13日

10月6日～8日
4月6日～9月11日
6月1日～6月9日
9月4日～11月24日
6月2日～7月21日
8月24日～11月9日

平成25年度東都大学野球春季リーグ戦（二部）
平成25年度東都大学野球秋季リーグ戦（二部）
全日本大学駅伝対校選手権大会
元旦競歩大会
東京箱根間往復大学駅伝競走
ニューヨークシティハーフマラソン
ＩＡＡＦ World Race Walking Challenge

関東陸上競技対校選手権大会

日本陸上競技選手権大会
日本学生陸上競技個人選手権大会
ユニバーシアード
夏季デフリンピック
世界陸上競技選手権
日本学生陸上競技対校選手権大会

国民体育大会
出雲全日本大学選抜駅伝競走
関東陸上競技対校選手権大会
関東大学女子駅伝対校選手権大会
IIHF世界U20選手権ディビジョンⅡグループＡ日本代表
日本学生氷上競技選手権大会（ホッケー部門）
日本学生氷上競技選手権大会（スピード部門）
日本学生氷上競技選手権大会（フィギュア部門）
国民体育大会冬季大会スケート競技会
関東学生フリースケーティング選手権大会
関東大学アイスホッケーリーグ戦
JOC杯全日本ジュニア選手権大会

東日本学生レスリングリーグ戦
東日本学生レスリング春季新人戦
・女子選手権大会
全日本選抜レスリング選手権大会
全日本学生レスリング選手権大会
世界ジュニア選手権大会
2013世界レスリング選手権大会
国民体育大会
関東学生空手道体重別大会
全日本学生空手道選手権大会
関東学生空手道選手権大会
東日本大学空手道選手権大会
関東学生空手道選手権大会
全日本学生スキー選手権大会
全国学生相撲選手権大会
全日本大学選抜相撲宇和島大会
全国大学選抜相撲宇佐大会 
全国選抜大学・社会人対抗相撲九州大会
全国選抜大学・社会人対抗相撲和歌山大会
東日本選手権大会
全日本大学選抜相撲金沢大会
全日本大学選抜相撲十和田大会
東日本学生相撲個人体重別選手権大会
全国選抜大学・実業団相撲刈谷大会
関東大学ボクシングリーグ戦
国民体育大会
2013関東大学サッカーリーグⅠ部（前期）
2013アミノバイタルカップ（総理大臣関東予選）
2013関東大学サッカーリーグⅠ部（後期）
第29回群馬県女子サッカー選手権大会
兼第35回関東女子サッカー選手権大会群馬県予選会
関東大学サッカーリーグ戦2部

神宮第2球場・東洋大学野球場
神宮第2球場・神宮球場
熱田神宮西門前～伊勢神宮内宮宇治橋
神宮外苑
大手町読売新聞社前～箱根芦ノ湖
アメリカ合衆国　ニューヨーク州
イタリア・Sento San Giovanni
国立競技場
・横浜日産スタジアム
味の素スタジアム
ShonanBMWスタジアム
ロシア・カザン
ブルガリア・ソフィア
ロシアモスクワ
国立競技場

味の素スタジアム
出雲大社正面鳥居前～出雲ドーム
国立競技場・横浜日産スタジアム
印西市千葉ニュータウン
ドイツ・ルーマニア
栃木県日光市
栃木県日光市
栃木県宇都宮市スケートセンター
代々木競技場第一体育館
東大和スケートセンター
ダイドードリンコアイスアリーナ他
横浜文化体育館

駒沢オリンピック公園総合運動場 体育館

駒沢体育館

国立代々木競技場第二体育館 
駒沢体育館
ブルガリア・ソフィア
ハンガリー・ブダペスト
日野市市民ふれあいホール
慶應義塾大学
日本武道館
日本武道館
愛知県体育館
日本武道館
岩手県八幡台市周辺
両国国技館
宇和島市営体育館特設土俵
宇佐市総合運動場宇佐相撲場
福岡久山相撲場
和歌山県営相撲場
両国国技館
金沢市卯辰山相撲場
十和田市相撲場
靖国神社相撲場
愛知県刈谷市体育館特設相撲場
後楽園ホール

日野市市民ふれあいホール
西が丘サッカー場他
裾野グランド、味の素西が丘
江戸川陸上競技場他
県営サッカー場・
東洋大学グラウンド他
東洋大学グラウンド他

第2位
開催中
団体：準優勝  1区区間賞：田口（済2）  7区区間賞：佐久間（済3）
大学・一般男子20km競歩  優勝：西塔（済2）　
準優勝  1区区間賞：田口（済２）  3区区間賞：設楽悠（済3）
第19位：大津（済3）
20kmWalk12位・松崎（総情3）

団体：第7位  全日本大学女子駅伝対抗選手権大会出場権獲得
脇本（社1）・佐藤（社1）・梅野（社1）
ベスト8
500m3位・1000m5位：下向（社3）  10000m5位：黒岩（社2）

団体：Aグループ7位
ｸﾞﾚｺﾛｰﾏﾝｽﾀｲﾙ96kg級第1位黒木（法1）･ﾌﾘｰｽﾀｲﾙ120kg級第1位鈴木勝

（法2）･ﾌﾘｰｽﾀｲﾙ55kg級第3位山田（法2）･女子51kg級第2位野村（社1）
･女子63kg級第2位鈴木紅（社1）･女子67kg級第1位歌田（社4）

男子グレコローマンスタイル50㌔有村（理工3）優勝，女子51㌔宮原（社1）優勝，
女子63㌔鈴木紅（社1）準優勝，男子グレコローマン96㌔鈴木勝（法2）3位

開催中

団体Aクラス3位：長谷川（社2）･池田（社2）･中村（社1）  団体Cクラス2位                
女子Aクラス総合第7位：長谷川（社2）  女子Cクラス優勝：榎下（社1）

10000m決勝：24位・二瓶（食環境2）26位・山田（食環境2）31位・鈴木（食環境2）
5000m決勝16位・佐藤（食環境1）20位・川瀬（食環境2）32位・南（食環境2）

1500m：5位・齋藤（済3）1000m競歩：1位・西塔（済3）4位・松永（理工1）5位・松崎（総情3）
10000m：3位・設楽悠（済4）5位・設楽啓（済4）6位・服部（済2）800m：4位・尾上（理工2）
3000m障害：2位・小池（済4）・ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ：3位・大津（済4）6位・田口（済3）

ハーフマラソン男子出場：設楽啓（済4）
4×100mリレー：6位・門脇（ライフ3）
西塔（済3）6位
1500m：2位・齋藤真（済3）5位・長浜（理工3）5000m：4位・設楽啓（済4）
5位・延藤（理工4）10000m：1位・西塔（済3）4位・松永（理工3）
10000m競歩　優勝：西塔（済3）
団体：準優勝　5区区間賞・区間新：服部（済2）

1500m：1位・長浜（理工3）10000m競歩：2位・松永（理工1）5000m：1位・定方（理工4）2位・齋藤（済3）
3000m障害12位・小池（済4）10000m11位・設楽啓（済4）・18位設楽悠（済4）

2012年11月～2013年10月 体育後援会強化部の活動状況2012年11月～2013年10月 体育後援会強化部の活動状況
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文化系サークル活動状況（2012年11月1日～2013年10月31日）文化系サークル活動状況（2012年11月1日～2013年10月31日）

グルービーサウンズジャズ
オ ー ケ ス ト ラ

ギター アン サンブ ル

吹 奏 楽 研 究 部

東 洋 大 学 管 弦 楽 団

白 山 グ リ ー ク ラ ブ

混 声 合 唱 団

マジシャンズソサイエティー

団体名 企画名称 場　所 日　時
太田市新田総合体育館
江古田Buddy
埼玉県富士見市民文化会館
井上円了ホール
新橋ヤクルトホール
青山学院大学
川越市民会館
白山キャンパス　スカイホール
久喜総合文化会館
川口リリアホール
所沢MUSE
三郷市文化会館
朝霞市民会館ゆめぱれす
朝霞市民会館ゆめぱれす
江戸川区総合文化センター
和光市民文化センターサンアゼリア
朝霞市民会館ゆめぱれす
和光市民文化センターサンアゼリア
志賀高原総合会場
朝霞第十小学校体育館
杉並公会堂
越路小学校
めぐろパーシモンホール
新宿文化センター
東洋大学白山キャンパス
板橋区立文化会館小ホール

2012年12月2日
2012年12月23日
2013年5月19日
2013年5月26日
2013年6月15日
2013年6月29日
2013年9月21日
2012年11月23日
2012年12月15日
2013年6月29日
2013年10月5日
2012年12月24日
2013年1月20日
2013年6月30日
2013年8月24日
2012年12月24日
2013年1月9日
2013年6月9日
2013年8月31日
2013年10月5日
2012年12月7日
2013年9月3日
2012年12月22日
2013年7月14日
2013年10月20日
2013年10月12日

東洋大学法科大学院（「法廷教室」風景）
　東洋大学法科大学院では、これまでに、本学法学部を卒業とともに法科大学院に進学し、修
了直後の試験で合格された野口眞寿さんを含む、50名の司法試験合格者を輩出しました。
＊参考：法科大学院出願には、例年4月から受付が開始される「法科大学院全国統一適性試験」の受験が必要です。

体育後援会に更なるご支援のお願い
学生のスポーツ振興に対して役割を担い続けるためには、援助
金の確保が必要になってきます。校友会も会員に支部総会や

『校友会報』などを通して機会あるごとに協力を要請しておりま
すが、甫水会員のみなさまにも一層の温かいご支援ご協力をい
ただきたくよろしくお願い申し上げます。
　私たちは東洋大学のスポーツ活動が、教育活動の一環であ
ると認識し、体育後援会はこれからも変わらぬ熱い支援を行って
まいります。
　今後も学生たちがすべての分野で、目ざましい活躍を見せて
くれることを期待してやみません。

　東洋大学の学生スポーツ界は、近年広範にわたる分野で目ざ
ましい活躍が見られ、マスメディアでも大きく取り上げられ注目を
集めています。
　東洋大学体育後援会はこれらの学生スポーツ活動を支援す
るために、昭和47年に大学・甫水会・校友会により結成されまし
たが、平成21年4月からは甫水会と校友会の二者共同運営にな
り、両本部の財源からの拠出金と、校友会員を中心とする一般
からの募金によって賄われています。
　学生スポーツクラブへの体育後援会の支援は、大学公認
サークルを対象とし、選手たちが少しでも良い環境の中で安心し
て練習に取り組み、充実した成果が発揮できるよう、選手たちの
遠征や合宿費用の補助、コーチ活動への支援費用や、優秀団
体や活躍した選手の褒章などとして活用されています。
　近年募金金額は伸び悩み状況にありますが、体育後援会が

（2013年10月20日）

太田市大学ジャズフェスティバル
第41回リサイタル
スターダストジャズタイム
東芝國明コンサート
フォーブラザーズビッグバンドコンサート
トライアングルサウンズコンサート
川越ジャズフェスティバル
創立50周年記念式典
第49回定期演奏会
第48回関東学生ギター連盟定期演奏会
独重総会
第50回定期演奏会
朝霞市吹奏楽・器楽フェスティバル
サマーコンサート2013
東京都大学吹奏楽コンクール
第70回定期演奏会
朝霞市成人式依頼演奏
第71回定期演奏会
志賀高原カレッジコンサート
第19回朝霞ファミリーコンサート
第50回定期演奏会
越路小学校依頼演奏
第55回定期演奏会
東京都合唱祭
平和祈念式典
第49回学外発表会

東洋大学体育後援会 東洋大学校友会
会長　羽島知之
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